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序文

香川県教育委員会では，四国横断自動車道や高松東道路の建設，高松空港跡地の整備など，

大規模開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査と出土文化財の整理研究・報告書刊行の業務を，財団

法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託して実施いたしております。

このたび， I県道高松王越坂出線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告」として刊行

いたしますのは，平成8年度に調査を実施しました坂出市高屋町に所在する雄山古墳群につい

てであります。

この遺跡の調査で7基の古墳の所在が判明しました。そのうち 4基の古墳を調査することに

よって 4号墳では古墳墳正の築造と横穴式石室の構築の関係が解明でき，また 5・6・7号

墳では石室内に副葬された土器や鉄製品，玉類などが埋葬時の状態で出土するなど，古墳の築

造方法や埋葬方法を究明するうえで貴重な資料となりました。

本報告書が本県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに，埋蔵文化財に対する理

解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが，発掘調査から報告書の刊行に至るまでの間，香川県土木部坂出土木事

務所及び関係諸機関並びに地元関係者各位に多大なご協力と御指導をいただきました。ここに

深く感謝の意を表しますとともに，今後ともよろしくご支援賜りますようお願い申し上げます。

平成12年10月

香川県教育委員会

教育長折原 守



例

1.本報告書は，県道高松王越坂出線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査で，香川県坂出市高屋町

に所在する雄山古墳群(おんやまこふんぐん)の報告を収録した。

2.発掘調査は，香川県教育委員会から委託され，財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当

者として実施した。

3.発掘調査(予備調査・本調査)の期間及び担当は以下の通りである。

期間平成8年4月1日~同年9月30日

担当 中西昇，宮崎哲治，多田慎，松本和彦，門脇範子，貞贋智代美

4.調査に際しては，下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい(順不同，敬称略)

香川県土木部坂出土木事務所，坂出市教育委員会，地元各自治会，香川県工業技術センター，東山光

徳，福家勇

5.本報告書の作成は，財団法人香川県埋蔵文化財調査センタ}が実施した。

本報告書の執筆は第3章第3節 1・4及び第4節 1・3を松本和彦が，それ以外を宮崎哲治が分担

して行い，編集は宮崎が担当した。基本的な部分では極力統ーを図るよう努めたが，解釈・表現の違

いなどの詳細についてはあえて統一を図っていない。

6.本報告書の作成にあたっては，下記の方々に御教示を得た。期して謝意を表したい。(順不同，敬

称略)

石野博信，川畑 迫，松本敏三，今井和彦，大久保徹也，佐藤竜馬，森下英治，山下平重，本田光

子，笹川龍一，鐘方正樹，久保田昇三，贋田佳久，栗田茂敏，野崎貴博，山下雅弘

7.本報告書で用いる方位の北は，国土座標系第百系の北であり，標高はT.P.を基準としている。

また，遺構は下記の略号により表示している。

SB 掘立柱建物跡 SD 溝状遺構 SK 土坑

SP 柱穴 SX 不明遺構

8.挿図の一部に国土地理院地形図 白峰山と五色台 (1/25，000)を使用した。

9.遺構断面図の水平線上の数値は，水平線の標高値(単位:m)を示している。

10.石器実測図中の網目は磨滅痕を，輪郭線の周りの点線は潰れ痕，実線は磨滅痕及び研磨痕，多数の

点による表現は自然面を，黒塗りは現代の破損をそれぞれ表す。



11.土器観察表の中の色調は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色帖1994年度版jを使用して表す。また，残存率は遺物の図化部分に占める実物の

割合であり，完形品に対する割合ではない。

12.古墳の石室及び円筒埴輪の各部位の呼称については，下図に示した呼称を使用する。

図A 石室各部名称
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下
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図B 円筒埴輪各部名称
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第 1章調査の経緯

第1節調査に至る経緯

県道高松王越坂出線改良事業における埋蔵文化財保護については，平成5年度に香川県教育委員会が

予定地内北半部分において試掘調査を実施し，その結果，遺構・遺物は検出きれなかったため保護措置

の必要がないと判断された。一方，南半部分のE陵上には周知の埋蔵文化財包蔵地として遍照院裏山古

墳をはじめ雄山古墳群，旧石器の散布地，中世の高屋城跡，経塚が存在しており，埋蔵文化財の保護措

置が必要となった。当初は正陵部分をトンネル工法に計画変更して包蔵地を現状で保存する方法も協議

されたが，坂出土木事務所の工事計画との調整が着かず，当初予定どおり正陵をオープンカットするこ

ととなり，事前調査が必要となった。

対象地は尾根稜線上・斜面・谷という地形にまたがっており，雑木などが植生していたために本格的

な伐聞を行わなければ香川県教育委員会による試掘が不可能な状況であった。このため対象地6，328m

(未買収地を除く)全体の埋蔵文化財の包蔵状況を把握して調査体制を確定する必要が生じたため，香

川県教育委員会は対象地全域を対象とした予備調査を含めた発掘調査を，財団法人香川県埋蔵文化財調

査センタ}に委託した。

すなわち平成8年4月1日付で香川県教育委員会と財団法人香川県埋蔵文化財調査センターとの間で

締結した「埋蔵文化財調査契約書Jに基づいて調査を実施することとなった。

第2節調査の経過

1 調査・整理の経過

調査は，事務所用地借地の交渉，対象地内の雑木の伐採・焼却などの準備を経て，平成8年5月7日

より発掘作業を開始した。調査の体制は直営方式の 2班編成をとり，まず現地形の測量を実施し，次い

で対象地全域に予備調査を実施した。予備調査は人力によるトレンチ掘り下げを基本とし，必要があれ

ばトレンチを広げるかたちで調査を行った。その結果，雄山4号墳の東方で新たに 2基の古墳を検出し，

雄山古墳群と一連のものと判断できたため， 5' 6号墳の名称を付した。また，対象地内に存在すると

されていた遍照院裏山古墳は後世の削平によって消滅していたことが判明した。この他，斜面部や谷部

分では遺物包含層がみられる箇所もあったが，遺構は希薄であったことから，当初3基の古墳を中心に

発掘調査を実施することとした。

調査はー班が4号墳を，もうー班が5・6号墳を担当するかたちで行ったが，調査途中で4号墳の北

側に新たに 1基の古墳を確認したため 7号墳の名称、を与えて 4号墳を担当していた班が調査を行った。

対象地内に重機・ベルトコンペヤなどの機械類の搬入が不可能であったため，掘り下げから埋め戻しま

でをすべて人力で行わなければならず，さらに夏の暑さが加わり作業効率が低下したため，平成8年8

月19日から作業員17名の増員を行いこれに対処した。

4号墳は内部が荒らされていたものの石室がほぼ完存しており，また 5・6・7号墳は石室上部を破

壊されていたが内部に納められた副葬品が原位置を保っていたことから，平成8年9月14日に一般県民

を対象に現地説明会を開催し，約260名の参加を得た。

調査は概ね計画通りに進んだが，予想を超える副葬品等の出土遺物の量と 9月に入ってからの雨天に
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よって，埋め戻し等が調査期間を越える可能性がでてきた。そこで坂出土木事務所と協議を行い，埋め

戻し及び事務所の撤去は10月に入ってから行うことを決定した。その後，各古墳の石室の解体，古墳下

位での遺構の確認を含めた残務及び埋め戻し・事務所の撤去を行い，平成8年10月24日に調査の終了を

坂出土木事務所立会のもと現地で確認して，雄山古墳群の発掘調査を完了した。

整理作業は，平成11年7月1日から松本が担当して開始した。途中同年11月1日からは宮崎が交代し

て担当し，平成12年3月31日に終了した。整理作業員 8名体制で整理作業を行ったが 4号墳周溝出土

の埴輪片が大量であることと，予備調査及び各古墳の周辺で出土した旧石器遺物が多かったことから，

予想以上に手間取る整理作業となった。

2 発掘調査及び整理作業の体制

発掘調査及び整理作業の体制については第l表のとおりである。

なお，発掘調査に携わった方々は以下のとおりである。

現場整理作業員 山本明美

現場事務員

普通作業員

軽作業員

大嶋美芳子

饗庭澄夫・有岡雄一・泉谷弘・ー藁直義・尾崎信明・乙武孝男・杉上広次・竹内保男

.田所宏・津村芳和・中浦一憲・細谷祐義・本田昌男・丸川正則・三村旺・宮武吉栄

・森井和夫・森岡富明・横井等

池田敬子・浦野房子・植野朝子・大林チエ子・小田葉子・小野理恵・香川貞美・香川

芳子・鍬島美智子・佐藤紀江・白井芳美・正嘉代子・高木一江・田中キヨ・平井加寿

美・平田圭子・松本紀子・松山枝美子・三井美智子・三好アイ子・森岡ミチ子・山口

ハルミ・山下初代・山下ヒロ子・山地フジ子・山由美佐江・横田八重子・脇千代枝・

木下祐美

整理作業に携わった方々は以下のとおりである。

整理員

整理補助員

整理作業員

山下登志子

長谷川都子・矢野ゆかり・山地真理子・青屋真理

久保真由美・西本英里香・松崎千春
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第 1表発掘調査及び整理作業の体制

年 度

発掘調査

平成 8 年度

整理作業

平成 11 年度

香川県教育委員会文化行政謀

総 括|課長

課長補佐

課長補佐

務|係長

主査

主事

主事

埋蔵文化財|副主幹

文化財専門員

技師

総

藤原章夫

高木一義

北原和利

山崎隆

課長

課長補佐

係長

小原克己

小国史郎

中村禎仲

三宅楊子

松村崇史

麿瀬常雄

西村尋文

森格也

塩崎誠司

星加宏明 |主査

園方秀子 (-5.31)I主査

打越和美 (6.1-)

渡部明夫 |副主幹

木下晴一 |係長

塩崎誠司 |文化財専門員

主任技師

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総 括|所長 大森忠彦

総 木

務
土

事

事

(

(

主

長

事

長

任

次

参

係

主

務

調 査|参事

所長

次長小野善範

別枝義昭

前田和也

西川大

菅原良弘

川原裕章

副主幹兼係長(土木) 六車正憲

副主幹兼係長 田中秀文

係長 新一郎

主査 山本和代

参事 長尾重盛近藤和史

主任文化財専門員 大山真充

主任文化財専門員 中西昇

文化財専門員 宮崎哲治

主任技師 多国慎

技師

調査技術員

調査技術員

主任文化財専門員

文化財専門員

文化財専門員

技師

松本和彦

門脇範子

貞康智代美

大山真充

木下晴一

宮崎哲治

松本和彦
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第2章遺跡の立地と環境

第1節地理的環境

香川県は四国の北東部に位置し，全国でもっとも面積の小さな県である。坂出市はそんな香川県のほ

ぼ中央部に位置し，瀬戸内海を挟んで岡山県と対峠している。市域の西部には大束川が流れ，東部には

綾川が貫流している。かつては海岸線沿いに大規模

な塩田が広がり，盛んに製塩業が行われていたが，

現在は番の州に代表されるように埋め立てがすすみ

工業地帯と化してしまっている。岡山県と香川県の

間に横たわる備讃瀬戸に瀬戸大橋が架橋されて以来，
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第 1図遺跡位置図

坂出市は観光・物流の両面において香川県の玄関口

となっている。

雄山古墳群はこの坂出市の東部，綾川の下流域に

広がる綾北平野(坂出市の東部)の河口付近に位置

し，雄山(おんやま) ・雌山(めんやま)と呼ばれ

る2つの独立山塊のうち，南側に位置する雄山の東

南麓の尾根上に立地している。古墳群の名称もこの

山の名に由来している。その名が示すように，雌山

は尾根や谷があまりみられず比較的なだらかな感じ

を持つのに対して，雄山は尾根や谷が多数みられ

猛々しい感じを受ける。

古墳群は雄山から派生する幾つかの尾根のうち，南東方向へのびる大きな尾根の北斜面部分，標高12

-20mあたりに築造されている。尾根の稜線(標高26m)からはやや下った位置に築かれているため，

西・南方向の眺望は全く効かず，現在の高屋の町が位置する北東方向にのみ大きく開けている。現在の

海岸線は古墳群の北方約 2kmにあるが，古墳群が作られた頃には雄山・雌山，東山，土岳によって取り

固まれた部分に入江状に海が入り込んでいたようである。すなわち，古墳群は北東方向の入江に面して

作られていたと言えよう。

第2節歴史的環境

雄山古墳群の周辺の歴史的環境を時代ごとに概観していく。

旧石器時代

石器の素材として著名な良質なサヌカイトを産出する国分台を東方約2回に控えていることもあり，

周辺にも旧石器の遺跡が点在している。国分台の鞍谷池東遺跡や独立低丘陵の牛子山遺跡などで旧石器

が見つかっている。古墳群の立地する雄山では派生する尾根上に，周知の遺跡として雄山東麓遺跡が所

在している。雄山ではサヌカイトは産出しないものの石器素材であるハリ質安山岩を産出することが知

られており，今回の調査でも，包含層という二次堆積層ではあるが，サヌカイト製のナイフ形石器やハ

リ質安山岩の小塊などを多数確認している。
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縄文時代

雄山古墳群周辺では，現在のところ確実な縄文時代の遺跡は知られていないが，高屋遺跡周辺で縄文

時代後期の土器片が出土しているという。

弥生時代

弥生時代の遺跡も数はあまり多くはない。弥生時代前期末の袋状土坑や弥生時代後期の竪穴住居を持

つ本鴨遺跡や，弥生時代中期末から後期にかけての高地性集落と思われる烏帽子山遺跡，烏帽子山遺跡

と谷を挟んで対時し銅鐸を有する明神谷遺跡などがあるが，古墳群からは南方やや距離を置いた位置に

あたる。古墳群に近接する弥生遺跡としては，多量の製塩土器を出土した弥生時代後期から古墳時代に

かけての高屋遺跡があり，蹴水の貯水槽あるいは泉と思われる土坑や溝状遺構，焼土を有する土器プロ

ックなどが見つかっている。先述したとおり当時は入江となっており農地も狭かったことが予想され，

漁業・製塩業に生活基盤をおいた集団の存在がうかがえる。このほかにも古墳群東方の松井神社の境内

でも弥生土器の破片が表採されており，未知の遺跡が眠っている可能性がある。

古墳時代

古墳時代前期には入江の入り口に対時するかのように，前方後円墳・方墳・円墳の 3基からなる雌山

古墳群と山の鞍部に位置する経ノ田尾古墳などの積石塚が築かれる。これらは高屋遺跡などの弥生時代

後期以来継続してきた，周辺の海浜部を拠点とした漁業・製塩業集団の首長を葬ったものであると思わ

れる。古墳時代中期の古墳はあまり確認されていないが，雄山南東麓の遍照院裏山古墳や雄山南麓の雄

山南石棺墓・飛石迫石棺墓などがある。遍照院裏山古墳は退化した小さな竪穴式石榔を持つ円墳で，石

榔内からは人骨・鉄剣などとともに文様化した擬銘帯をもっ乳文鏡が出土したと言う。古墳時代後期に

はいると，これらに次いで初期の横穴式石室を有する雄山古墳群が築造される。入江周辺を基盤とした

集団が横穴式石室という新しい墓制を先進的に取り込んだとみるか，新しい墓制を持った集団がこの地

に移住したとみるか，いずれにせよその評価の持つ歴史的意義は大きいと言えよう。 6世紀後半頃には

古墳群の南方の烏帽子山山麓や城山山麓などに横穴式石室を主体とする古墳が群をなして築造されてく

る。中には醍醐古墳群や綾織塚古墳(穴薬師古墳)などのように巨大な石材を用いた大型の横穴式石室

墳もみられ，このあたりを基盤とした集団の強大きを物語っている。雄山周辺にはこのような巨石墳は

認められず古墳の数もわずかであることは，集団の勢力の弱体化を意味するものであろう。これ以降，

当該地周辺の遺跡はあまりみられなくなる。

古代以降

奈良時代に入ると古墳群周辺は，阿野(あや)郡松山郷に属することにされている。周辺に当該期の

遺跡はみられないが，南方の鴨部(かも)郷には軒丸瓦や揚尾が出土している鴨廃寺が，山本郷には塔

の礎石を有する土壇が残る醍醐廃寺が築かれている。両者とも前時代に巨石墳が作られている地域に当

たることは，寺の造営主体を考える上で看過できない。

また，平安時代後期には保元の乱に破れて都を追われ，讃岐へ配流された崇徳上皇に関する伝承地が

残されている。

南北朝の頃には，南朝方に属した細川清氏が白峰合戦の折りに陣を構えた高屋城があったとされてお

り，古墳群を含めた雄山南東麓の一体が城跡に比定されている。
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第2図雄山古墳群と周辺の遺跡
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第2表周辺の遺跡一覧表

番号 遺跡名 時 代 番号 遺 跡 名 時 代

雄山古墳群 古墳時代後期 29 神谷経塚

2 北峰遺跡 古墳時代 30 牛子山遺跡 旧石器

3 スベリ山古墳群 古墳時代前期 31 東梶遺跡

4 経ノ田尾古墳 古墳時代前期 32 雲井御所跡 中世

5 土巌古墳 古墳時代後期 33 明神原遺跡 弥生時代後期

6 六林池東古墳 古墳時代 34 北山古墳群 古墳時代後期

7 北峰西古墳 古墳時代 35 鴨庄古墳群 古墳時代後期

8 中村古墳 古墳時代 36 井手東遺跡 弥生時代

9 中村経塚 中世 37 烏帽子山遺跡 弥生時代中期~後期

10 高屋遺跡 弥生時代後期~古墳時代 38 烏帽子山南遺跡 弥生時代

11 上屋敷西遺跡 弥生時代 39 綾織塚(穴薬師)古墳 古墳時代

12 雌山古墳群 古墳時代前期 40 鷺ノ口遺跡 中世

13 惣社神社遺跡 弥生時代 41 樋ノ本遺跡 弥生時代後期

14 飛石迫石棺墓 古墳時代中期 42 鴨廃寺 古代

15 雄山南石棺墓 古墳時代 43 山ノ神古墳群 古墳時代後期

16 雄山南麓遺跡 弥生時代~古墳時代 44 鴻ノ池古墳群 古墳時代後期

17 塩口古墳 古墳時代後期 45 サギノクチ古墳群 古墳時代後期

18 塩口古墓 古代 46 蓮光寺山古墳 古墳時代前期

19 雄山東経塚 中世 47 お宮山古墳 古墳時代

20 雄山東麓遺跡 旧石器 48 松尾神社東組合石棺 古墳時代

21 遍照院裏山古墳 古墳時代中期 49 西福寺古墳群 古墳時代前期~後期

22 高屋城跡 中世 50 王塚古墳 古墳時代中期

23 松井古墳 古墳時代後期 51 西福寺遺跡 弥生時代

24 鞍谷池東遺跡 旧石器 52 醍醐古墳群 古墳時代後期

25 奥古墓 中世 53 別宮古墳群 古墳時代後期

26 神谷神社跡 中世 54 醍醐寺跡 古代

27 神谷壷棺出土地 弥生 55 本鴨遺跡 弥生時代前期~後期

28 神谷遺跡 中世 ※遺跡の時代は中心となる時代である

参考文献

香川県 1988r香川県史』第1巻通史編原始・古代香川県
坂出市史編さん委員会 1988 r坂出市史』坂出市
香川県教育委員会 1983 r新編香川叢書』考古篇新編香川叢書刊行企画委員会
丹羽祐一 1983 Iすべり山 1・2・3号墳JI経ノ田尾古墳Jr香川の前期古墳J

日本考古学協会昭和58年度大会香川県実行委員会

斉藤賢一他 1980 I高屋遺跡Jr香川県埋蔵文化財調査年報 昭和54年度』香川県教育委員会
大久保徹也 1988 I本鴨遺跡Jr香川県埋蔵文化財調査年報 昭和59-62年度J香川県教育委員会
今井和彦他 1999 I烏帽子山遺跡」

『坂出市内遺跡発掘調査報告書平成10年度国庫補助事業報告書j坂出市教育委員会

慶瀬常雄他 1986 r醍醐3号墳発掘調査報告』香川県教育委員会
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第3章調査の成果

第1節調査の方法

調査の最初に実施した予備調査の結果に基づいて、周知の雄山 4号墳、新規に発見した雄山 5号墳・

6 号墳及び鉄製品を検出した町区(予備調査17~19 ・ 21 トレンチ 第3・4図参照)について、調査区

を設定して発掘調査を実施した。調査中に雄山 4号墳の北側で発見した雄山 7号墳についても、雄山 4

号墳の調査区を拡張してこれに対応した。各調査区の調査に際しては予備調査の際と同様に、表土剥ぎ

をはじめとするすべての作業を人力で、行った。

南東から北西方向へ直線的に延びる県道高松王越坂出線の中心線を基準に20m方格を設定し、方格の

交点に杭を設置して測量を行い、国土座標との対応を図っている。

遺構の測量については、平面図と断面図のすべてを手書きで作成している。遺構の写真は写真用足場

2段を使用して撮影したが、各古墳の垂直写真のみラジコンヘリによる航空写真撮影を実施した。

また、各古墳は石室の解体を行った後、一部の深掘り・断ち割りを実施して、下層遺構の有無の確認

を行った。

第2節土層序

調査区内には2つの正陵が存在している。町区の位置する北側の丘陵は、頂部付近の平坦面以外は急

峻な崖であり基盤層が露出してる O 頂部の平坦面には表土層の直下に10~20 cmの褐色系粘質土がみら

れるが、この層は風化した基盤層が流出した 2次堆積層であり、中世~近・現代の遺物が含まれている。

その下には基盤層である花両岩の風化したバイラン土が見られる。この基盤層上面で溝状遺構や土坑な

どを検出している。

雄山古墳群の所在する南側の正陵も、稜線付近は表土層の直下に10cm程度の褐色系粘質土が見られ、

その下が基盤層となっているが、斜面の下半になると、褐色系粘質土は50~60 cm前後と厚みを増す。

南側のE陵北斜面は、後世(おそらく近世)に大きく開墾の手が入れられており、褐色系粘質土を大き

く切り込んで階段状に開墾されている。段のカット部分にはそれぞれに溝状遺構が設けられている。ま

た、 4・5号墳はこの層の下の基盤層をベースに築かれている。南側正陵においては弥生時代後期から

近世の遺物を含んでいるこの褐色系粘質土の直上には、中世~近世の遺物を含んだ流出 2次堆積層の灰

黄色系粘質土が20~30 cm程度の厚きで堆積している。この上面から掘り込まれている遺構は存在して

いない。一方、南斜面はミカン畑や、大正時代前後に火葬場・墓地が作られていたこともあり、基盤層

まで達する程の著しい撹乱を受けているが、弥生土器などをわずかに含んだ10cm程度の包含層が存在

しており、この層の直下の基盤層を掘り込んだ溝状遺構を検出している。
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第3図 調査対象地全体と古墳群分布図(， /2.500) 

第4図予備調査トレンチ配置図(， /2.500) 
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第3節遺構・遺物

雄山4号墳

今回調査を実施した 4基の古墳の中で，墳正・石室ともに最も遺存状況が良好な古墳である。

調査方法として，まず玄室内の清掃を行い主軸方位・規模を確定し，玄室内を 4分割するセクション

を設定した。次にそのセクションを墳正上に投影し， トレンチ調査により基本層序・盛土等の状況を把

握し，その上で面的調査を実施した。調査の初期段階では，予想された位置に羨道部が確認できず，か

なりの混乱を生じたが，調査の進展につれて，羨道を持たない横穴式石室である事が判明した。

なお，玄室主軸の墳丘断面図において，玄室主軸と玄門部開口方位・墓道主軸のずれにより，墳丘断

面図上に離離が生じた。そのため，玄門部開口部分には，墓道主軸の断面図を張り込んで、補正した。

(1) 墳丘と外部施設

立地(第5図)

巨視的には，雄山から北東に延ぴる尾根の北斜面に立地し，墳丘頂部の標高は16.6m前後を測る。さ

らに微細に観察すると，北東尾根とその中腹から北に癌状に派生する尾根の付根に 4号墳は位置する。

この両尾根の斜面部には 後世の土地改良・削平等により 3面の平坦地とそれに対応した3段の斜面が

みられる(4段目斜面の有無は土取りによる消滅のため不明)0 4号墳北側墳丘は，上方から 2段目の

斜面と合致し，現状での墳頂部と最上段平坦地の高さはおおむね合致する。 2段目斜面のあり方をみる

と，東に隣接する 5号墳の墳丘・石室の大部分をその形成段階で削平しているのに対し 4号墳は墳正

の大半を削り残している。さらに，西側に近接する雄山 3号墳も削平を被らず 4号墳と同様の遺存状

況を留めている。なお，この斜面・平坦地形成時期であるが，面的調査及び予備調査結果から18世紀の

所産と想定できる。

また，調査対象地外ではあるが，周知の古墳である雄山 1~3 号墳が 4 号墳西側に分布する。その立

地を見ると 4・5号墳の延長線上において，ほぼ直諌上に位置すると言える。加えて，前述した北方

へ癌状に派生する尾根の東斜面部に 3号墳，尾根稜線上付近に 2号墳，西斜面部に 1号墳がそれぞれ位

置しており，古墳群形成における特異なあり方を示す例と言える。

墳丘(第7・8図，この章で用いる数字は第7図の土層番号に対応)

現状での直径は約10.lmを測る円墳である。しかし前述したように周辺は大規模な土地改変を受け

ており，墳E北半を中心に削平ないし盛土流出が想定される。墳丘南側の 2段築成状を呈した部分は，

第7図の59層による削平の結果であり，元来は半円球に近い墳正であったと推される。現状規模の径10.1

mで‘墳正を復元すると，石室は墳正中心部に位置しない。周溝を検出した墳丘南側 (A区)に限り，築

造時の墳裾を留めていることが断面観察で確認できる。ここから規模を復元すると直径11.8mとなり，

石室も墳正中心部に位置する。仮にこの石室が墳正中心部に構築されたとすれば，築造当時の墳正規模

は径11.8m前後を測ると想定できる。

盛土の施行状況は，石室構築過程と密接に関連しており，石室の壁体構造と盛土が相関関係を持つこ

とが窺える。その築造過程は旧地表面の整形・石室構築と平行した盛土(一次盛土)・墳正整形盛土(二

次盛土)の三工程に要約し得る。

第7図47の黒褐色混砂粘質土は旧地表土で，地山である花両土風化土 (51)の傾斜角度一20。に沿っ
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第5図雄山4・7号墳地形測量図 (8=1 /200) 

た堆積状況を示す。墓墳掘削の前段階において，旧地表面に盛土を行った箇所を確認することができる

(46，墓道南西部分)。その範囲を明確に捉えることはできなかったが，確認した 2箇所は墓墳・墓道

主軸線の両端付近である。斜面に掘削する墓壌に深さを持たすための処置と想定でき，次段階の墓墳掘

削と玄室下部構築に備えた旧地表面の整形と言える。この盛土を基部盛土と称する。
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第6図雄山4号墳地形測量図 1(S = 1 /100) 
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次に墓墳が掘削され，石室下部の構築が行われる。その後石室構築と平行した盛土がなされるが，玄

室主軸直交断面図(周辺地形に対しても直交)が示すように，石室を挟んだ左右の盛土施行状況に差異

がみられる。斜面下側では，墓墳底面と旧地表面から約20~40 cmの厚さで，石室下部2段分の壁体構

築と平行した盛土を行っている (30~38) 0 32を除く 1回の盛土の厚さは 5~10 cmである。埋土は黄

灰色粘質土と褐色系粘質土の2種が確認できるが，それぞれを交互に用いることはない。 4号墳墳丘埋

土のなかでは，最も堅織であるが，版築工法と言えるものではない。堆積状況をみると，墓墳底面上で

は水平となり，それを外れた旧地表面上ではその傾斜に合わせて積まれている。

3段目~前壁最下段までの石室構築と平行した盛土が11・12である。先に見た盛土と一見して異なり，

粗雑・軟弱である。

一方斜面上方の盛土は，墓墳が深さを有する

ため，墓境内に裏込めを施しながら石室下部3

段分が構築された後 4段目~最上段の石室構

築と平行した盛土が積まれている (4~10)o

盛土は大きく 3層に分けられ，各層の厚さは20

~30cm を測る。埋土は基調とする土が各層と

も異なるが，黒褐色混砂粘質土を中心とした多

種の土がブロック状に混在する。堆積状況は石

室付近(墓墳内上方)ではほぼ水平に堆積する

が，墓壌を外れると旧地形面の傾斜に合わせて

積まれている。以上，石室構築と平行した盛土

を一次盛土と称する。

次に天井石が構架され，墳正整形盛土の段階

A' 
/' 

である。おおむね天井石以高，斜面下側では上

から 3段目以高を含めた墳丘全面に化粧士とし

てにぶい黄樺色粘質土(1)を施している。そ

の堆積状況は軟弱で，各所に流出の痕跡がみら

れる。現状での天井石からの盛土の厚さは50cm 

を測る。この天井石の被覆と墳形の整形を主眼

とした盛土を二次盛土と称する。

また，完掘測量図(第8図)をみると，墳丘

南側において 2m前後の平坦地がみられるが，

これは古墳に伴わない地形改変による削平面で

ある。

周溝(第7......10図)

周溝は墳正尾根頂部側(墳丘南側)を中心に

確認し， 18世紀前後の遺物を含む黒褐色系混砂

粘質土を除去した段階で検出した。第9図によ

ると，土層番号5~10 ・ 18が黒褐色系混砂粘質第 8 図雄山 4 ・ 7 号墳墳丘測量図 2 (S = 1 /200) 
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土で 5・18と7-10に大別できる。いずれも水平堆積を呈し，間層として埴輪・須恵器を含む6が介

在している。 6は上方からの流入土と想定可能であるが，墳丘付近までその堆積が認められ 4号墳の

削平土とみなしたい。周溝埋土は11-13で，第9図にその堆積状況を示した。明確な規模は削平により

定かではないが，現状では墳丘裾部からの幅約2.5m，深さ0.7mを測る。第8図の完掘測量図では，周

溝によるコンターラインの変化は認められないが，これは古墳築造以前の堆積土(第9図の14)を掘り

抜いたことに起因する。しかL.;この点を考慮しても，地形に直交する周溝断面に関しては，旧地形の

傾斜と大差のない明確な掘方を持たない周溝と理解できる。その平面プランは，墳丘東側において周溝

埋土(第7図92)を確認しているが，墳丘北側ではみられない。前述した削平との絡みもあるが，周溝

は墳丘尾根頂部側に位置し，墳形に沿う馬蹄形を呈していたと想定できる。

また堆積状況は，墳正と上方(南側)からの流入土が相互に埋積しており，最下層を中心に須恵器・

埴輪の出土が認められる。
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第9図雄山4号墳A区断面図 (S= 1/60) 
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埋葬施設(2) 

石室(1)(第11-13図)

埋葬施設は主軸をN600Wにとる横穴式石室で，周辺等高線と平行した主軸方位をとる。一方，開口

これにより玄門部は歪な平面プランを呈することになる。

平面規模は，石室長3.78m，玄室左側壁長3.45m，右側壁長2.75m，玄室奥壁幅1.56m，玄室中央幅1.68 

N350Wである。方位は主軸方位と異なり，

おおを測る。胴張り気味の傾向も窺えるが，顕著なものではなく，(前幅1.4m)m，玄門部幅O.57m

立面規模は玄室高1.5m前後，玄門部高1.05mを測る。むね矩形の平面プランを呈している。なお，

開口4号墳の石室には羨道がなく，形骸化したものすら確認できない点が特徴であり，後述するが，

部には素掘りの墓道が取り付いている。墓道は墓墳掘削時に同時に掘り込まれたと考えられ，墓墳北西

小口側から舌状に延びるように取り付いている。

墓墳は前述したように，基部盛土施行後に掘削されており，平面形は奥壁側の短軸長に比して，玄門

部側が広く，平面形は台形となる。平面規模は，長軸長4.2~5.3m，奥壁側短軸幅3.5m，玄門部側短

軸I幅4.0mを測る。深度は斜面に掘り込まれているため，尾根頂部側ではO.8mを測るのに対し，斜面側

15 
1.黄褐色 (10YR5/6)混砂粘質土
2.明貧褐色(10YR6/6)混砂粘質土
3.縄灰色 (10YR5/1)粘質土
4.明黄褐色 (2.5Y6/6)混砂粘質土
5.灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土
6.暗灰黄色 (2.5Y4/2)砂質土
7.褐灰色 (10YR 4/1)混砂粘質土
8.暗灰黄色 (2.5Y5/2)混砂粘質土

では深度を持たない。その結果，墓

墳横断面はL字形を呈する。第7図

の墳正断面図が示すように，墓墳底

面は水平とは言えず，斜面側にやや

傾斜している。

玄室平面プランは，左側壁と左袖

部，左側壁と奥壁からなる両基底石

隅角はおおむね直角を呈しているの

に対し，右半の両隅角は鈍角となる。

加えて右袖部基底石は左袖部に比し

て，明らかに設置場所を異にしてお

り，両袖式の玄門部でありながらシ

ンメトリーな平面プランを呈さない

ことが窺える。基底石とは石室平面

プランを確定するものであり，石室

構造とも密接に絡むものである。そ

このような様相をの設置段階から，

呈していたことは注意を要する。な

お，玄室と“羨道"を仕切る敷居石

(闘石)は存在しない。

床面は墓墳掘削時の底面に一切造

凶∞'Sl作を加えないものと想定できるが，
1m O 

匝』】日函原位置を保った副葬品は確認できな

雄山4号墳玄室内断面図 (S= 1 /40) 
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第11図

しかし，奥壁と右側壁の隅角に

持たせ掛けていた板石の存在を検討

し、。



する必要がある。板石は長辺60cm，短辺45cm，厚さ 4cm前後を測る。石室開口後，外部から持ち込

まれた可能性も拭いきれないが，形状・材質が後述する墓道側閉塞石上部に位置する板石と酷似する点

から，何らかの意図を持って玄室内で用いられた可能性が高い。その設置面は第11図土層番号5の中程

で，盗掘時に移動されたと思われる。 1石のみの出土に加え，床面に痕跡を残きないため石棺材・板石

敷床面使用石材としての可能性は低く，別用途を想定する必要がある。推測の域を出ないが，閉塞石の

一部であった可能性を指摘するに留める。

玄門部は歪な両袖式で，厚さ20cm前後の厚みのある板材(一部30cmの石材を含む)を 5-6段横

積みしているω。玄門部幅は，第12図では主軸方位と開口方位の関係により極めて狭く見えるが，開口

方位での幅は基底石部分で約0.55mを測る。いずれにしても通常の横穴式石室に比して幅狭であるとい

える。袖石上には前壁最下段石材が設置され，さらにその上に2段分の石材が積まれ，高き0.5mを測

る前壁を構成している。なお，前壁裏側には控え積みが認められず，玄室内に顔を見せる石材のみであ

る。また，前壁上には玄室から連続する天井石が構架されており，石室構築の計画性が窺える。

両側壁は，使用石材の大きさ・積方等に相違がみられ，目地の通り方等を考慮に入れると，石室構築

過程を読み取ることが可能である。左側壁は，基底石を含め 3-4段分は30-80cmの石材を横積み

し， 4-5段目以高は40cm前後の石材を内傾させながら横積みないし小口積みで構築している。奥壁

との隅角には両壁に跨る力石の存在も認められる。仔細に観察すると，前壁最下段石材下端レベルで横

目地が通る点から，この段階で石室構築のー工程を想定することが可能である。

一方，右側壁は構造的には左側壁と大差はないが，石材の形状・大きさに顕著なばらつきがみられる。

厚さ 5-10 cm前後の板状石材使用の上限レベルに不明確ではあるが，目地の通りを見い出すことがで

き，前壁最下段石材下端レベルにも同様に想定し得る(それぞれを下部，中部，上部と仮称する)。下

部は基底石に肩平かつ大形~中形の石材を選択し，玄室平面プランを確定しているが，それ以高は左側

壁に比して，やや小ぷりの石材を用いている。中部は，横積みされた40cm前後の石材を中心に用いて

いるが，小口積みされた小形の石材も多数混じっている。一石のみではあるが， 60 cmに達する石材も

みられる。上部は中部とは対照的に，小口積みされた小形石材が中心となり，中形の石材が一部混じる。

上部の奥壁との隅角は既に失われており不明であるが，中部には力石が存在する。

左右側壁の石材選択・積方の差異は，玄室横断面の形態として顕れる。左側壁は 3-4段目まではほ

ぼ垂直に 5段目以高は内側に内傾させながら構築しているのに対し，右側壁は石材を 2段目から面を

内側に傾けることによって壁面を構築し，直線的に内傾する横断面となる。両側壁構築法の相違は，断

面L字形墓墳に伴う石室構築とそれに平行した一次盛土の関係に起因する。つまり，左側壁は，基底石

から 3・4段分は墓墳掘方内に構築されるため，ほほ垂直となり，それ以高は一次盛土と平行した構築

となるため，壁面に変化が生じた。一方，右側壁側の墳丘一次盛土は細別が可能であり，右側壁下部と

した部分は，他の盛土に比して入念な盛土がなされているのに対し，側壁中部・上部の盛土は極めて組

く，これが側壁構造に反映していると考えられる。また，墓墳に深度を有さず，基底石から一次盛土と

平行した構築となる点が内傾する断面形態に影響していると想定できる。

奥壁は，基底石を含め4-5段分が墓墳掘方内に収まり，それ以高は一次盛土と同時に壁体構築が行

われている。そのため，左側壁の壁体構造と近似した様相を呈する(墓境内に構築された部分を下部，

前壁最下段石材レベルまでを中部，天井石までを上部と仮称する)。下部は大形の石材を中心にして横

積みしている。仔細に観察すると，右側壁寄りで板状石材の使用が認められる。右側壁下部とそれに対

。。
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応する一次盛土の状況を考慮すると，奥壁下部は板状石材使用レベルで、構築のー工程を想定することが

可能で、ある。玄室平面プランを確定すると同時に，左側壁側の基底石上端レベルへとの水平化を意図し，

墓境深度のない右側壁・奥壁右側壁寄りを中心とした玄室の安定化を図ったと考えられる。断面形態は，

下部はほぼ垂直，中・上部は内側に傾けながら構築されているが，その変換点は微妙なものである。

天井石は4石の大形板状石材を構架した平天井である(第13図)。石材の間隙には小形の塊石を用い

て二次盛土の進入を防いで、いるが，粘土による目張りの有無は確認できない。一方，前壁最下段の石材

は玄室主軸に対して斜行しており，袖石における基底石の在り方に対応し，構築当初から意図したもの

であった可能性が高い。その要因は不明であるが，広義の墓道との絡みを考慮する必要があろう。

¥
 
o 1m 

第13図雄山4号墳天井石平面図 (S= 1 /40) 

墓道・閉塞施設(第14""'15図)

4号墳石室には，袖石に取り付く羨道がなく，短い前庭側壁もみられない。羨道に代替する施設とし

て，墓墳掘削時に同時に掘り込まれた素掘りの墓道が存在する。墓墳小口部から舌状に延び，竪穴系横

式石室(31でみられる墓道と異なり，検出した限りでは斜め下方に下がるものである。墓道長1.7m，最

大幅1.5mを測る。墓道主軸は玄室主軸に対し斜行気味であるが，墓墳と同様に周辺地形にほぼ平行し

た方位で掘削されているため，尾根頂部側では0.6m，斜面側では0.2m程度の深度となる。底面は墓墳

底面と連続しており，段差や拒構造は確認できない。埋士は 3層に細別したが，掘り直しを想定したも

のではなく(初葬のみ)，土質の微妙な相違である。

閉塞施設は埋葬当時の状況が完全に遺存し，玄門部において，塊石を用いたものであった。第15図は

玄室主軸に直交した見通し図であり，開口部が斜行しているため，閉塞石の一部を図化しているに過ぎ

ないが，その構造は， 2列， 6-7段積みで，下部には50cm 

前後の石材を用い，上部に上がるにつれ石材を小形にして袖

石間を塞いでいる。明確な控え積みはないが，第15図が示す

ように中程で持たせ掛けるように設置されている石材が認め

られる。検出レベルにおける墓道埋土に土質の変化は生じて

いないが，同一レベルで他にも石材を設置している点から，

閉塞石の控え積みと判断できる。また，同じく墓道側の閉塞

石上部において，前壁最下段の石材に板状石材が持たせ掛け

るように置かれているが，その性格は不明で、ある。
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1.灰黄褐色(10YR4/2)砂質土
2.褐灰色 (10YR 4/1)砂質土
3.褐灰色 (10YR 4/1)混砂粘質土
明黄褐色粘質土ブロックを含む
4.暗褐色(7.5YR3/4)混砂粘質土.基部盛土
5.黒褐色 (10YR3/1)混砂粘質土.I日地表土
6.にぷい黄褐色(10YR 5/3)混砂粘質土.Mn含む

o 1m 

第14図雄山4号墳墓道断面図(S= 1 /40) 
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第15図雄山4号墳閉塞石実測図 (S= 1/40) 

(3) 遺物の出土状況

玄室

石室は左側壁玄門部側と奥壁の一部が失われており，比較的新しい時期における石室内への進入を示

す痕跡が多数検出できる。第11図の玄室内土層堆積状況をみると，士層番号 1-4・7・8は，玩具を

はじめ断熱材・ガラス瓶・瓦片等を多数包含しており，近隣住民による「ごく最近まで，中に入って遊

んでいた」という話と符合するものである。一方，推定床面の直上である 5の灰黄褐色砂質土には近現

代遺物を含まず，細片ではあるが須恵器・鉄製品をはじめ，玉類が出土している。須恵器は杯身，蓋杯，

高杯，鉄製品では，馬具(f字形鏡板，街)，三角形鎌，長頚鎌，万子，鉄製飾り金具，錨状鉄製品が

出土している。また，玉類では碧玉製管玉，ガラス玉，材質不明小玉が出土している。いずれも原位置

を留めるものではなく，土層番号5は盗掘時の撹乱層と判断できる。なお，土層番号6は床面の大半を

占める撹乱坑埋土で，副葬品の大半は持ち去られたと考えられる。

周溝・墳丘上面

墳Eを含めた外部施設における遺物の出土は周溝を中心に確認できる。周溝出土遺物は原位置を留め

るものではなく，墳正上からの転落ないし墳丘外から流れ込む状況で出土している。周溝の底面直上で

検出した遺物は稀薄で，大半は底面から 5-10 cm “浮いた"状態での出土である。出土遺物は，円筒

埴輪，朝顔形埴輪，形象埴輪(人物埴輪・馬形埴輪・器財形埴輪)，須恵器(杯身・蓋杯・高杯・聾・

短頚壷)，鉄製品の他，古墳築造以前の堆積層に包含する弥生土器が出土している。出土遺物は各々の

地点・高さを落とした取り上げは実施していないが，周溝内で各まとまりごとに取り上げた。そのまと

まりの単位間での接合や，墳丘上出土遺物と周溝出土のものが接合する例が少なくない。例をあげると，

同一個体である実測番号1-3は，墳丘南側のA区周溝を中心に出土しているが，その出土状況にまと

まりはなく， A区周溝内の各所で出土している。大半の埴輪は原位置を想定することが困難な出土状況

であるが，人物埴輪の出土状況に埴輪配置状況を考える上で示唆的なものがある(実測番号245，写真

16)。南側裾部やや上方の墳正斜面において，頭部側を下に向け転倒した状態で，二次盛土の流入土中

から出土しており，元来墳正上に樹立していたものが，転落した可能性が極めて高いと考えられる。墳

丘上出土と周溝出土埴輪の接合例や人物埴輪の出土状況を重視すると，円筒埴輪・形象埴輪は元来墳丘

上に樹立されており，盛土の流出や後世の削平等によって周溝内に転落したと考えられる。なお，現状

つf
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での墳頂部には埴輪の据え方は一切確認できない。また，墓道前面のいわゆる“前庭部"での埴輪・須

恵器のまとまった出土はみられないが，隣接する 7号墳との間の堆積層より，比較的多量の埴輪・須恵

器の出土が認められ，二次盛土施行後，開口部前方部分に埴輪・須恵器が樹立されていた可能d性は捨て

きれない。

一方，須恵器は聾を主とし，周溝内・墳E上からの出土が確認できる。その出土状況は埴輪と近似し，

接合関係から墳正上に樹立された可能性が高い。例をあげると，実測番号310の聾口縁部はA区周溝の

各所で出土している他， c区の墳丘上で出土した破片と接合関係を有する。杯類をみると，周溝内の各
所での接合例や墳正上と周溝内出土遺物の接合が確認でき，要と同様に墳正上での使用・設置を想定す

ることが可能である O 杯類の接合状況をみると，各取り上げ単位ごとに全体の 3/5近くまで接合，復

元できる例があることから，すべての須恵器が墳丘上で使用・設置されたとするには早急である。聾・

壷・杯類等に加え，後述する鉄製品を含めて，何らかの意図を持って周溝内に設置された可能性も考え

なければならない。

また，周溝内より曲刃鎌と平撃の出土が認められる。出土状況・形態から混入を想定することは困難

であり 4号墳に伴う遺物と考えられる。いずれも，周溝底面付近からの出土ではあるが，底面直上か

らの出土ではなく，やや“浮いた"状況で出土している。周溝埋没過程における早い段階で墳正から転

落した可能性が高い。

(4) 出土遺物

玄室出土遺物

鉄製品

馬具(1・ 2) 

1は衝で，元来は 2連式であったと想定される。先環聞の長さは5.5cm，先環径は2.5cm前後を測

り，断面はほぼ円形を呈する。両端先環の方向は直交せず，平行した位置関係で取り付けられている。

街先環の処理形態は錆化が著しく不明である。 2はF字形鏡板の一部である可能性が考えられるが，縁

金を持たず，鋲留もみられない。宮代氏によると， r縁金を持たない系列」は早くに途絶えてしまうが，
「縁金を持つ系列」は 5世紀末から 6世紀前半にかけて馬具の中心を占めるようになるとされているヘ

4号墳の築造年代と蹴離が生じるため，再検討の余地が残る。

鉄製工具 (3・4)

3は万子の飾金具である。鉄製の幅1.7 cm，長さ8.5cm，厚み0.1cm弱の鉄板をほぼ2重に巻き付

け製作している。 X線撮影による限り，象翫・線刻等は確認できない。 4は刀子刃部である O残存長4.7 

cm，刃部l幅1.0 cm，背の厚み0.3cmを測る。刃部断面形は三角形を呈する。

鉄製武器 (5-7) 

いずれも鉄鉱である(九 5は腸扶三角形鎌で，頚部下半以下と逆刺部先端を欠く。残存長6.6cm，鎌身

部残存長5.7cmを測る。鎌身は平造りと考えられ，頭部断面は方形をなす。鎌身形状は先端が三角形

をなし，緩やかに聞き逆刺部に至る。 6は三角形鎌の鉱身部先端である。平造りである。 7は長頚鍛の

鎌身部の可能性が高いが，平造りをなしており，詳細は不明である。 8は鉄鉱茎部で，断面は隅丸方形

をなす。
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不明鉄器 (9・10)

9は3個体の破片が折れ，それぞれが錆化により付着した状態で出土したものである。上端部の断面

は扇平であるが，中半・下端部の断面は方形である。上端部は不明で、あるが，それ以外は鉄鉱頭部の可

能性が高い。 10は形態的には削り小万状鈍と近似するが，年代的に組離をきたす。玄室内他の鉄器が第

11図土層番号5の盗掘時の撹乱層から出土しているのに対し， 10は現代遺物を包含する士層番号2から

出土で 4号墳に伴う遺物でない可能性もある。それに呼応するように，錆化の状況も異なるものにな

っている。
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第16図雄山4号墳玄室出土遺物実測図 1(S=1/2) 

玉類

管玉(11-16)

いずれも碧玉製である。色調は濃緑色 (11-13) と淡灰色 (14-16)を呈するものに分けられ，前者

は後者に比して，硬質で重量が重い。長さは2.5 cm前後と 2cm前後のものに大別でき，径は 7-9mm

の大きさにおさまる d 形態は，体部がやや中膨らみ気味のものもみられるが (13)，他は直線をなして

いる。小口面は体部に対してほぼ垂直に切られるものが大部分で， 11-13の小口面には不定方向の研磨

痕がみられる。穿孔はいずれも片側穿孔で，穿孔位置が中心を外れるものも含まれる。色調により 2大

別できるが，両者の特徴に明確な差異を見出すことはできない。しかし，大きさの点で後者 (14-16)

にはある程度の規格性が認められる。
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ガラス小玉 (17-38)

色調は紺色(17-24・29・30・32-35)，濃紺色(25-27・31)，淡青色(28・36・37)，明緑灰色(38)

の4種がある。側面形状は多様で、あるが，細別すると直径5mm以上とそれ以下に大別できる。側面形

状により 5mm以上のものは，棄状を呈するもの (17)，上下に水平面を有し，かつ縁に丸味があるも

の (18-27)，円形を呈するもの (28)，上下に水平面を有し，かつ縁に顕著な丸味を持たないもの (29
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-31)に細別できる。 5mm以下のものは，上下に水平面を有し，かつ縁に丸味を持つもの (32-37)

と縁に丸味を持たないもの (38)に分けられる。先に触れた色調と側面形状には整然とした相関関係は

みられないが 5mm以上で円形を呈する唯一の個体である28は，淡青色を呈している。また，気泡の

方向を観察すると，大半が縦方向に走るのに対し，この個体は縦方向ではなく，上から見ると右方向に

走っている。さらに側面形状が上端部分において幅4mm，厚み 1mmで突出している点を考慮すると， 28

は巻きつけ技法による可能性が高いと思われる。また 5mm以下の38は，出土ガラス小玉で唯一明緑

灰色の色調を呈しており，小型で縁に丸味を持たない 1点のみの出土個体と呼応したものである。

材質不明小玉 (39)

ガラス製ではないようである。側面形状は径3mm，長さ 4mmを測り，幅に対して長さがやや長い

ものである。

練玉 (40)

径7mmの大きさで，外面観察による限りでは精良な胎土を選択している。

須恵器 (41-46)

いずれも細片であり，復元することはできなかった。 41-44は蓋杯， 45・46は高杯である。 41は稜か

ら口縁部までの高きが2.5cmを測り，天井部

と口縁部の境にある稜の突出は弱い。口縁端部

は内傾する面を持ち，浅い沈線がめぐる。 42・

43は稜から口縁部までの高さがそれぞれ1.9

cm， 1. 2 cmを測り，稜は退化し，回線がめぐ

る。 42は口縁部中程でやや肥厚している。口縁

端部は内傾し，浅い沈線をもっ。 44は内傾する

端部に浅い凹線をもっ。 45は無蓋高杯の口縁部

である口縁部と底部の境ににぶい稜をもっ。端

部は内傾する面に，不明瞭な凹線がめぐる。 46

三、三二ブヲ

10cm 

か二段かは不明である。

は高杯脚部である。 3方透かしであるが，一段
第18図 雄山4号墳玄室内出土遺物実測図3(S=1/3)

墳丘上・周溝出土遺物

鉄製品

農工具 (41・48)

47は袋撃で，長方形刃部を有する平撃である。残存長14.1cm，残存刃部最大幅1.8cmを測る。着柄

部は有袋式で，厚き 3mmの鉄坂を折り曲げたものである。目釘穴はみられないが，内部には木質痕と

思われるものが僅かに遺存しており，木柄を装着していたものと考えられる。

48は曲刃鎌である。刃部先端を欠くが，ほほ完存する。残存長13.7cm，刃部中央幅3.0cm，厚さ 4

mm前後を測る。刃部は長方形を呈するが，先端は下方に曲がり尖るであろう。基部は折り返しにより，

装着部を準備している。着柄角度は105。前後と鈍角気味で，古瀬氏による分類の「中型11B1類」に該

当する(刷。なお，刃部に凹凸がみられるが，研ぎ減りか否かは判然としない。
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第19図雄山4号墳周溝出土遺物実測図 (8=1/2)

円筒埴輪 (49....238)

出土した埴輪は原位置を留めることなく，周溝への転落・墳正上での採集・近世遺構埋土中からの検

出といった多様な出土状況を呈している。 3号墳が埴輪を有する可能性は捨てきれないが，ここでは4

号墳から出土した埴輪を一括して取り扱う。なお，円筒埴輪とした胴部・底部には，朝顔形埴輪・形象

埴輪が含まれると想定できるが，識別することは困難である。

最初に形態と法量，成形，調整，底部調整，突帯，焼成と色調，胎土，透かし孔，ヘラ記号の9項目

を設け 4号墳出土円筒埴輪の特徴を提示する。いずれも細片で出土しており，全容を知り得る個体が

極めて少ない。そこで，調整・技法・形態・色調・焼成等を考慮して細分し，出土埴輪の分類を行うと

同時に，その具体像を抽出したいへ

A)，各部の特徴

a.形態と法量

形態は少なくとも 3形態が存在する。底部付近からほぼ直立気味に立ち上がり，胴部中位よりやや

外反し，口縁部で大きく外反する個体が同一個体である49-51から復元できる。後述するが，これらは

底部調整を伴わない個体と類推され，胴部中位以高はこの形態であるが，底部調整を有する個体の存在

を想定することができる。この場合，底部は緩やかに外反し，胴部中位部が直立気味となり，口縁部は

外反する形態となる。最後は126にみる形態で，底部より緩やかに外反してそのまま口縁部につながる

ものである。

法量は，全容の判明する個体は皆無であることに加え，焼き歪み等の影響により，各径の復元は正確

性を欠くものとなっている。口縁部径は， 14.2-30.8 cmを測り， 26 cm前後に集中する傾向がある。

底径は13-23cmを測り， 21 cm前後に集中する。

器高は，全体を知り得る個体はない。

最後に，最も接合できた49-51と126でその全体像を推測する。 49-51は現高で37cmを測り，口縁

部から 3条の突帯が確認できる。突帯総数は，透かし孔の穿孔位置が口縁部から 2・3段目において，
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各段2孔ずつ対面し，それぞれ直交して穿孔きれ 4段目にはみられない点から 3条突帯の可能性が

高いと推定できる。口径は26.6-27.4 cmで，最下段突帯径は24.5cmを測る。突帯間隔は上から 1・

2段目聞が11.4 cm， 2. 3段目聞が11cmと等間隔に近く，かつ突帯を水平に巡らす意図が認められ，

突帯貼付に関する規格性が窺える。 126は現高で40.5cmを測り 2条の突帯が確認できる。現存最上

部には突帯貼付時の下端部ヨコナデ調整が認められ，少なくとも 3条の突帯が存在するといえる。底部

高16-17cm，底部径は22cm，最下段突帯径24.5cmを測る。突帯間隔は底部から 1・2段目聞が12.5

cmを測り 2段目ヨコナデ下端部と 3段目ヨコナデ下端部聞は14cm (同1・2段目聞は11.2cm) を

測る。また，突帯を水平に巡らす意図は読み取れず，突帯貼付に関する規格性は認められない。

b.成形

まず，幅4-6cmの粘土帯を輪積みして底部を作る。輪積みの証左になる粘土帯端部の合わせ目が

ナデ消され残った個体が数点確認できる (124，133， 140， 149)0 126において内面に顕著に残る粘土紐

つなぎ日痕跡から，その上に幅2cm前後の粘土紐を上から見て右回りに積み上げて製作した状況が読

み取れる。粘土紐積み上げの休止面(乾燥単位面)は仔細に観察したが，確認できなかった。乾燥工程

が行われていなかったとすることはできないが， 10-15 cm程度の積み上げ小工程を経るものの，その

作業は一連の流れのなかで，比較的短時間に行われていたと考えられ，底部調整を伴わない底部の断面

が，その自重により肥厚する結果を生んでいる。

また，底面には禾本科植物類と考えられる圧痕が認められる例があり，作業台から埴輪を遊離し易く

するため，その上面に敷いたものと想定できる (115，121-123， 126， 129-131)。

c.調整

調整は主に外面をタテ・ナナメハケ，内面をタテ・ナナメナデ，一部タテハケで行っている。

外面調整は，胴部ではタテハケ，口縁部ではナナメハケである。すべて一次調整のみで，二次調整は

一切みられない。その重複関係は，下から上へ，左から右へ施しているが，起点の高さは不規則で，段

ごとに起点の高きを水平に揃え，横にずらしながら連続的に施すものではない。高橋氏によると，ハケ

メの起点が揃うものは，乾燥単位ごとに外面を調整していたのに対し，揃わないものは乾燥時間の省略

化により，粘土を一気に上まで積み上げ，その後外面調整を行うことに起因するとされている(九この

点に関しては，先に触れた粘土紐の積み上げ方法と外面調整が呼応したものと言える。

内面は底部ではタテナデ，胴部・口縁部では左上がりのナナメナデで，指ないし布によるものである。

口縁端部には，ヨコナデが1固ないし2団施されており，不連続なハケメがみられるものもある。タテ

ハケは後述する断続ナデ技法を有するものの一部に施されるのみである (104-107)。

d.底部調整

確認できた個体はすべて須恵質に焼成されたもので，土師質埴輪には一切みられない。一方須恵質系

埴輪の一部には底部調整が施きれない個体もみられる (121-125)。底部調整は，板状工具による押圧

ないし強い板ナデによるもので，その重複関係は正立状態で右から左方向に施される例が多い。外面調

整が左から右方向に施される個体の割合が高い点と逆方向になり，底部調整は倒立させて行われたと考

えられる。これを裏付けるように，口縁端部に底面にみられた圧痕と同様の植物圧痕がみられる個体

(53， 59-63， 65， 67)も存在する。

また，底部調整を伴わない個体がその自重により，底部断面が肥厚するのに対し，これを有する個体

は先細りないし胴部器壁と同じ厚きとなっている。
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e.突帯

突帝は断面形状， ヨコナデ調整順序を中心に，第 1表に示したように須恵質系埴輪を 5形態， 土師質

埴輪を 4形態に分類した。この分類に断続ナデ技法は含まず，後述する底部分類で取り扱う。

なお， 49， 174~179では突帯上部において，突帯整形時のヨコナデにナデ残されるように左上がりの

圧痕ないし擦痕が確認できる。これは，奈良県菅原

東遺跡(埴輪窯跡)で確認された「断続ナデ技法AJ

と称される技法の痕跡である(ヘ報告者の鐘方・安

井・中島氏によると，従来から知られる断続ナデ技

法により突帯の母体となる粘土紐を器壁に貼付し，

その上にヨコナデ調整を加え，突帯を仕上げる技法

を「断続ナデ技法AJと呼称し，左上がりの圧痕は

ヨコナデ調整にナデ残された痕跡とされている。ま

た，従来の断続ナデ技法は「断続ナデ技法BJとし

て区別している (第20図)。この研究成果を踏まえ，

コー…¥¥山川
..制主主主主:

突帯分類には断続ナデ技法Aの有無を加えた。
第20図 断続ナデ技法模式図(註(9)より抜粋再トレース)

突帯分類

須恵質系埴輪

[I類]断面形状は突帯下辺の

低いM字形である。下辺と側辺

を同時にヨコナデし，最後に上

辺と側辺にヨコナデ調整を加え

仕上げる。側辺の 2度にわたる

ヨコナデ調整により，下辺には

窪みが生じ，側辺下端は巻き込

み気味に垂下する。 49の口縁部

下の突帯上部には左上がりの圧

痕が確認できるが，同一個体で

ある49~51の口縁部下の突帯以

外にはこの圧痕ないし擦痕は確

認できない。 しかし，断続ナデ

技法Aによる突帯貼付・整形が

行われたことが確実な最上段の

突帯は， 同一位置で突帯の上辺

と下辺がへこみ， その両脇には

須

恵

質

系

埴

輪

I類 I類

([ 
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第21図 雄山4号墳出土円筒埴輪突帯分類図

団子状の膨らみがあり， これを 1単位として，一定間隔でこの凹凸が認められる。これらの形状は，断

続ナデ技法による突帯貼付の結果と判断でき，圧痕・擦痕はその後に施されるヨコナデ調整により，ナ

デ消されたと考えられる。よって， 49~51には圧痕・擦痕は確認できないが，断続ナデ技法Aが伴うも

のと言える。同様に， I類とした突帯は断続ナデ技法Aを伴うものである。
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[II類]断面形状は突帯下辺の低いM字形を呈する。ヨコナデ調整は，突帯上・側・下辺同時にヨコナ

デ調整がなされるため 1類のような突帯下辺形状をとらない。突帯上部に圧痕・擦痕はないが，その

平面形状により断続ナデ技法Aが伴うと考えられる。突帯側辺幅は 1cm前後を測り 1類と同様で、あ

る。

なお II類は須恵質系埴輪のなかで数多く確認できるが，ヨコナデ調整順序に不明瞭な個体があり，

I類に属する可能性があるものも含まれる。

[ill類]断面形状は，突出度の低い変形M字形を呈する。ヨコナデ調整は下辺・恒，1]辺同時にヨコナデ調

整が施され，その後上辺のみヨコナデされる。それにより，側辺上端は丸味を帯び，断面形状は潰れた

M字形となる。断続ナデ技法Aは確認できない。側辺幅は1.3 cm前後と幅広で、ある。 168・169の2点

のみの確認であり，異質な存在といえる。

[町類]断面形状はM字形を呈し，側辺幅が0.7cm前後を測る幅狭の突帯である。ヨコナデ調整は下

辺・側辺が同時に行われ，最後に上辺のみヨコナデ調整を施した可能性が高い。 119，170-172はいず

れも色調・焼成に類似'性が認められ，同一個体である可能性が極めて高い。

[V類]断面形状は台形を呈する。ヨコナデ調整は下辺・側辺が同時に行われ，その後上辺・側辺がヨ

コナデされる。突帯側辺幅は0.5cmと極狭であるが，突出度は高い。色調が町類の一群と近似してお

り，部位による形状の差異とも理解できるが，ヨコナデ調整順序の差異により別枠を設定した。他の埴

輪と比べると，極めて異質な存在であると言える。なお，断続ナデ技法Aによる突帯貼付は確認できな

し、。

土師質埴輪

[I類]断面形状・ヨコナデ調整順序は須恵質系埴輪I類と同様である。土師質埴輪の中心的な突帯形

態であると言える。

174-179の突帯上部には，断続ナデ技法Aによる圧痕・擦痕がみられる。 174-176では，幅2mm，

長さ 1-2 cm程度の明確な圧痕が， 178・179では擦痕がヨコナデ調整にナデ残されて遺存している。

その間隔は， 175-177では 2cm間隔でみられる。確認できた圧痕・擦痕は 6点のみであるが，突帯平

面形状に凹凸が一定間隔でみられ，断続ナデ技法Aが伴う突帯と判断できる。

[V類]断面形状が上端の高い台形を呈する。ヨコナデ調整は下辺・側辺が行われた後，上辺・側辺が

ヨコナデされる。側辺幅は0.5cmを測り，形状・ヨコナデ調整順序・側辺幅は須恵質系埴輪V類に共

通している。 8点のみの確認であり， 220を除き，胎土・焼成から同一個体に限りなく近い一群である。

なお，断続ナデ技法Aは確認できない。 V類の突帯は4号墳出土円筒埴輪全体から見ると，イレギュラ

ーな存在である。

[羽類]断面形状は突出度の低い扇平なM字形を呈するが，突帯E類と異なり，突帯上・下端共に整っ

ている。ヨコナデ調整順序は不明で、あるが，断続ナデ技法Aによる突帯貼付が認められる。 221， 222の

2個体のみの出土と数が少なく 1ないしE類突帯のヴァリエーションと思われる。

[四類]断面形状は突出度の低い扇平な台形を呈する。側辺幅は223が1.3 cm， 224が1.2 cmを測り，

突帯幅の広いものである。 224は風化により詳細は不明であるが，底部である可能性が高く，底部から

3 cm前後の位置に四類の突帯が巡ぐる「低位置突帯jの可能性がある。共に出土位置が不明瞭であり，

出土数も 2点と稀少であるため 4号墳に伴うと断定することはできない。
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断面形状 ヨコナデ調整順序 側辺幅 断続ナデA 掲載番号

I類 M字形
①下辺・側辺

1 cm前後 O 49--51， 150， 151 
須

②上辺・側辺

恵 E類 M字形 ①上・側・下辺 1 cm前後 O 152--167， 

質 ①下辺・側辺
E類 肩平M字形 1. 3 cm前後 × 168， 169 

系 ②上辺・側辺上辺

埴 町類 M字形
①下辺・側辺

0.7 cm前後 O 119， 170--172 
②上辺のみ

輪
①上辺・下辺

V類 台形 0.5 cm前後 × 173 
②上辺・側辺

I類 M字形
①下辺・側辺

1 cm前後 O 
86， 126， 174 --212， 

②上辺・側辺 231， 232 
土

B市 V類 台形
①下辺・側辺

0.5 cm前後 213--220 × 
②上辺・側辺

質

埴 班類 扇平M字形 不明 1 cm前後 O 221， 222 
ノ

輪

vn類 扇平台形 不明 1. 3 cm前後 × 223， 224 

※E類中にはI類に属する個体が含まれる可能性が高いが，抽出し難い。

第3表 突帯分類表

f.焼成と色調

焼成は，還元焔焼成はされていないが堅轍に焼成されたものと土師質に焼成された 2種が確認できる。

前者を須恵質系埴輪，後者を土師質埴輪と便宜上呼称する O また，黒斑を有するものはなく，窯により

焼成されたものと理解できる。

色調は須恵質系埴輪は灰オリープ色，灰褐色，明褐色，明赤褐色，糧色等がみられ，多様な状況を呈

する。 49--51では同一個体内で，褐灰色・にぶい赤褐色，樺色・暗灰黄色といった色調の変化が認めら

れ，窯内での焼成に際し，火回りの加減により生じた色調の変化と理解できる。

一方，土師質埴輪はにぶい褐色，にぶい黄樺色から樟色を呈する個体が大半を占める。 49--51の色調

が示したように，須恵質系埴輪でも，樺色を呈する箇所があり厳密に分類することはできないが，須恵

質系埴輪は49--73，95--125， 150--173，土師質埴輪は74--94，126--149， 174--224と想定する。

g.胎土

素地は轍密といえるものではなく，粗から中が一般的である。胎土中の含有鉱物は，石英・長石，赤

色粒(黒赤粒)をいずれも一定量含み，少数ではあるが，雲母を含有する個体もある。特徴的な含有鉱

物として， 2--4mmの黒色石粒が挙げられる。これを含有する個体は96--98，111， 112， 114， 157， 

164， 166で，すべて須恵質系埴輪である。

なお後述するが，形象埴輪は円筒埴輪に比して，赤色粒を比較的多く含有する傾向がある。
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h.透かし孔

透かし孔は歪な隅丸方形気味のものもあるが，円形を指向したものである。 49~51では，口縁部から

2・3段目に，それぞれ直交して，各段2孔対面する位置に穿孔されている。透かし孔の円筒埴輪全体

での穿孔位置には上記のような規則性が存在するが，その絶対的位置に関しては，突帯のヨコナデ調整

部分に透かし孔の一部が切り合うように，各段の中心には位置せず，上ないし下に偏った個体が多くみ

られる (49~51 ， 86， 126， 155， 156， 170， 173， 181， 184， 207， 214)。その穿孔は製作の最終段階で

あったと想定できるが，底部調整との前後関係は明らかでない。

また，透かし孔内側には含有鉱物の移動が顕著に認められ，鋭利な工具(鉄製ヘラ状工具か)による

穿孔が考えられる。

しヘラ記号

59， 237の2点にのみの確認である。共に須恵質系埴輪で， 59は口縁部， 237は胴部である。全容は不

明であるが，ともに右上がりで直線的に印されている。

B)，口縁部・底部の分類と相関関係

a.口縁部の分類

焼成の差異により，須恵質系埴輪(い・ろ・は類)と土師質埴輪(に・ほ・へ類)に大別し，色調，

口縁端部内外面に施されるヨコナデ調整の回数，口縁端部内面にみられるハケ調整の有無等により，そ

れぞれ細分した。

[い類]口縁部は外反し，端部上端は上方に突出し，下端は下方に垂れ下がる。ヨコナデ調整は，内面

上端部と端部を同時にヨコナデし，口縁端部上端をつまみ上げている。外面にはヨコナデ調整を加えな

いため，端部下端は巻き込むか巻き込み気味に垂下する。内面のハケ調整は，連続的に施されるもので

はなく 5cm前後の長さをもっ左上がりのハケメで，重複関係からヨコナデ調整後に施された最終工

程の調整技法であることが窺える。

[ろ類]口縁部・端部，内面ヨコナデ調整は「い類」に共通するが，内面にハケ調整を有さない。しか

しハケ調整は連続的に施されるものではなく， 57に限った確認でもあり， Iい類」に属する可能性は

残る O

[は1類]口縁部は外反するもの (58・60)，直立ないし直立気味のもの (59・61)がある。端部は，

上端が突出し，下端は丸味を帯びている。ヨコナデ調整は，内面上方と端部を同時にヨコナデし，外面

にもヨコナデを加えている。それにより，端部下端は丸味を帯ぴる結果となるO また， Iは1類」を特

徴付けるものとして，口縁端部にみられる圧痕の存在が挙げられる。圧痕は幅3mm前後のものと 1

mm前後の擦痕状のものがあり，前者は底部底面にみられる圧痕と同じないし酷似したものである。

[は2類]口縁部は直立気味で，端部は「は 1類」と同様である。口縁端部の圧痕の欠如と色調の差異

により別枠を設けた。

[は3類]口縁部・端部は「は2類」と同様で、ある。 67のみの確認であるが，焼成・色調に著しい差異

がみられ，あえて別枠を設定した。焼成・色調・胎士から 157~159 ， 161と同一個体であるといえる。

[に 1類]口縁部は外反気味に立ち上がり，端部付近で短く屈曲する。端部は上端が上方に突出し，

下端は巻き込み気味に垂下する。端部形状は「い類」で示したように，ヨコナデ調整とリンクし，外面

のヨコナデ調整を欠くことに起因する。また，口縁端部内面には左上がりのハケ調整がみられ，連続せ
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ず一定の間隔をあけて施されている。

[に 2類]口縁部は外反気味に立ち上がり，端部直前で短く屈曲する。口縁部外面に弱いヨコナデ調整

が施されるため，端部下端は垂下せず，横に僅かに拡張されている。一方上端は内面と端部を同時にヨ

コナデ調整することにより，上方につまみ出している。

[に 3類]口縁部・端部は「に 1類」に共通するが，内面にハケ調整がみられない。

[に 4類]口縁部は直立気味に立ち上がり，端部付近で短く屈曲する O 端部は上端は上方につまみ出し，

下端は外面ヨコナデ調整により，丸味を帯びている。 86は土師質埴輪中唯一口縁部下に突帯が確認でき

る個体である。口縁部高は9.2cm前後を測り，断続ナデ技法Aによる突帯貼付を示す左上がりの圧痕

が突帯上部に確認できる。

日ま類]口縁部はやや外反し，端部は上・下端ともに丸味を帯びる。 93のみの確認であるが，焼成は須

恵質系埴輪と呼称可能な程良好なものである。端部上端が突出しない口縁部は 4号墳出土円筒埴輪全

体から見れば異質な存在である。

[へ類]94のみの確認。口縁部は直立し，端部付近で極めて短く屈曲する。端部上端は上方に軽くつま

み出すが，下端は横方向に拡張している。口縁端部外面に口縁端部形状と係わるヨコナデ調整はみられ

ないが，端部下 5mmの位置に幅 2mmのミガキ状のヨコナデが施されている。内面には連続しない左

上がりのハケ調整が施されている。

い類 ろ類 は1類 は2類 は3類
須

恵

質

系

埴

輪

に 1類 に2類 に3類 に4類 'l類 へ類

土

自市

質

埴 70 

輪 : I 94 
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色 調 口縁面部 口縁部 外口縁面部ヨ 口縁 掲載内ヨ
口縁部及び端部形状焼成

コ整ナテs
内面ハ

コナデ
端部

番号内 面 外面 調 ケ調整 調整 圧痕

暗灰黄~ 灰黄褐~
硬~ (大きく)外反

49-56 い類 にぶい黄 にぶい黄 2囲 O × × 
上端:突出，下端:垂れ下がる

桂 樟
やや硬

にぶい黄 にぶい黄
やや硬 2回 × 

弱いヨ
× 
外反

57 ろ類
糧 桂 コナデ 上端:突出，下端:垂れ下がる

にぶい褐~
灰黄褐 硬 2回 × O O 

(大きく)外反・直口気味
58-63 は1類

にぶい赤褐 上端:突出，下端:丸味がある

にぶい黄
硬 2回 × O × 

直立気味
64-66 は2類 明赤褐

種 上端:突出，下端:丸味がある

極めて硬 2回 × O × 
直立気味

67 は3類 灰 灰
上端:突出，下端:丸味がある

良~ 2回 O × × 
外反気味，端部付近で短く屈曲

68-71 に1類 撞 樟
やや軟 上端:突出，下端:垂れ下がる

桂
良~ 2回 × 

弱いヨ
× 
外反気味，端部付近で短く屈曲

72-81 に2類 糧
やや軟 コナデ 上端:突出，下端:丸味がある

糧 檀 良~ 1回 × × × 
外反，端部付近で短く屈曲

82-85 に3類
やや軟 上端:突出，下端:僅かに拡張

に4類 樫 糧
良~ 1回 × 

弱いヨ
× 
直立気味，端部付近で短く屈曲

86-92 
やや軟 コナデ 上端:突出，下端:丸味がある

控 灰褐 良 2回 × O × 
やや外反，端部付近で短く屈曲

93 ほ類
上・下端ともに丸味がある

ミガキ 直立，端部付近で極めて短く屈
へ類 糧 糧 良 1回 O 状のヨ × 曲 94 

コナデ 上端:軽く突出，下端:横に拡張

い・ろ・は;須恵質系埴輪，に・ほ・へ;土師質埴輪

第4表口縁部分類衰

b.無調整突帯の分類

鐘方・安井・中島氏により，従来から確認されている断続ナデ技法は「断続ナデ技法BJと呼称され

ている (]O)(ヘしかし高橋氏は，断続ナデ技法Aの存在から底部最下段の断続ナデ技法は， I特殊な技法

というよりも，当該時期において他の突帯にも行われる製作上の工程を最下段に限って途中で打ち切っ

たにすぎないもの」として「無調整突帯」と呼称している(凶。川西氏(1:l)坂氏(]4)らの学史は否定する

ことはできないが，ここでは高橋氏の指摘通り，無調整突帯として取り扱う。

4号墳出土円筒埴輪のなかで無調整突帯が確認できる個体は総数16点出土しており，須恵質系埴輪に

限り確認、できる。無調整突帯の貼付法は，下部を一週ナデつけた後，上部をナデつけたものと，下部と

上部を交互にナデつけて一週させる場合が想定されているが 4号墳出土のものは，後者である可能性

が高く，上下のナデつけ痕跡が対応している。ここでは，内面の調整方法と色調を軸に細分する。
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[a類]内外面ともに灰オリープ色を呈し，内面調整はタテナデ後，突帯貼付時の指押さえが施されて

いる。胎土に径2-4mm前後の黒色石粒を含み，特徴的な胎土として注目できる。 95には不明瞭なが

ら，底部調整が共伴しており a類には底部調整が伴う可能性が高い。

[b類]外面が樟色，内面が明褐色を呈し，内面調整はa類と同様である。

[c類]内外面ともに明赤褐色を呈する。内面調整はタテハケ後，突帯貼付時の指押さえが施されてい

る。

[d類]内外面ともに明赤褐色を呈するが，内面調整はタテナデ後，突帯貼付時の指押さえが施されて

おり c類とは一線を画する。

色 調 胎 土
焼 成 内面調整

(特徴的なもののみ)
掲載番号

外 面 内 面

a 灰オリープ 灰オリープ 硬 タテナデ，指押さえ 径5mm前後の黒色石粒 95-100 

b 樟 明褐 硬 タテナデ，指押さえ 101-103 

C 明赤褐 明赤褐 やや硬 タテハケ 104-107 

d 明赤褐 明赤褐 やや硬 タテナデ，指押さえ 108-110 

第5表無調整突帯分類表

c.底部分類

須恵質系埴輪 (111-125)，土師質埴輪 (126-149)により大別し，色調・内面調整・胎土・底部調

整の有無を分類基準として細分した。なお，この分類には朝顔形埴輪・形象埴輪の底部も含まれる可能

性があるが，抽出できなかった。

[A 1類]内外面ともに灰オリープ色を呈する。内面調整はタテナデ後，ナデないし指押さえが施され

る。底部調整を伴い，正立状態で上から下，右から左の重複関係があり，外面タテハケ調整と左右重複

関係が逆になる点から，倒立させて底部調整を行った可能性が高い。

また，無調整突帯a類の胎土と同じく，径2-4mmの黒色石粒を含む。

[A 2類]外面は糧色，内面は明褐色を呈する。内面調整はタテナデ，横方向のナデ，指押さえが施さ

れ，底部調整を伴う。底部調整の重複関係はA1類と同様であるが， 115は幅3cm前後，長さ 5cm前

後で1段のみの板状工具による押圧ないし強い板ナデ調整である。

[A 3類]内外面ともに明赤褐色を呈する。内面調整はナナメからヨコ方向のナデ，指押さえが施され，

底部調整を伴う。焼成がやや硬であり，ともに遺存状況が悪く，調整の観察に正確性を欠く。

[A 4類]119のみの確認。外面は樫色，内面は灰黄褐色を呈する。内面調整には強いタテナデ，指押

さえが施され，底部調整を伴う。 119は底部調整を有する個体のなかで，唯一最下段の突帯が遺存する。

突帯は断続ナデ技法Aによるものと考えられ，突帯分類町類に該当する幅狭のM字形突帯である。底部

高は13cm前後を測り，ほぽ直線的に貼付されている。底部調整は幅2-3 cm，長さ 9cm前後を 1単

位として右から左に施される。なお，底部径は焼き歪みにより，楕円形を呈するため詳細な数値は不明

であるが， 20 cm前後を測る。

[A 5類]120のみの確認であるが，色調の特異性から別枠を設定した。外面は樺色，内面は灰褐色を

呈する。内面調整はタテナデ，指押さえが施され，底部調整を有する。また，底面において絞り目状の

亀裂が2箇所みられる。
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[B類]須恵質系埴輪であるが，底部調整を伴わない底部である。外面は灰オリーブ，内面は樺色から

にぶい黄色を呈する。内面調整はタテナデ，指押さえ，外面調整はタテハケ後，底部付近のみ指押さえ

ないしヨコ方向のナデが施される。外面にみられるハケメは 1cmあたり 9-10条を数え，外面調整の

工具と同様のものである。断面形状は，底部調整を有さないため，肥厚している。 121と122では断面形

状に違いがみられるが，部位による差異と理解し，敢えて細分は行わなかった。

[C 1類]土師質埴輪底部の大多数はこの分類に属する。外面はにぶい黄櫨色から控色，内面はにぶい

褐色から樺色を呈する。外面調整はタテハケ，底部のみ指押さえ，内面調整はタテナデ，指押さえが施

される。 B類と同様に底部外面のハケメは 1cmあたり 9-10条を数え，胴部のそれと同様である。そ

れに伴い底部は肉厚で，歪みのあるものになっている。 126は士師質埴輪のうち最下段の突帯が遺存す

る唯一の個体で，底部高は16-17cmを測る O 突帯上部に左上がりの擦痕がみられ，断続ナデ技法Aに

よる突帯貼付が想定できる。

[C 2類]色調はC1類の範轄であるが，内面調整法の相違により別枠を設定した。外面調整はタテハ

ケ，底部のみ指押さえ，内面調整はタテナデ，指押さえを基調とするが，底部付近のみ 3cm前後のタ

テナデが再度施される。重複関係からタテナデ，指押さえ後に施されていることが分かり，これにより

底部はC1類の底部に比して肥厚せず，比較的整った断面形を呈している。 C1類に分類した個体に

も， 145に類似した断面形状を呈する個体がみられ(127，136等)， C 2類に属する個体が含まれる。

145， 146ともに底部径は21cm前後を測る。

[D類]外面は黄櫨色，内面は浅黄櫨色を呈する。外面調整はタテハケ，指押さえ，内面調整はタテナ

デ，横方向のナデ，指押さえが施され，底部調整は確認できない。 187の底部径が13.8cmと著しく小

型であり，胎士に含有される赤色粒の割合が高い点から形象埴輪の底部である可能性が高い。

色 調 底部調 胎 土
.......明・.........，..........岨....... 焼成 内面調整 掲載番号
外面;内面 整有無 (特償的なもののみ)

A1類 灰オリーブ ; 灰オリーブ 硬 O タテナデ，ナデ，指押さえ 径黒色5m石m粒前後の 111-114 

A2類 桂 明褐 硬 O タテナデ，横方向のナデ，指押さえ 115， 116 

A3類 明赤褐 明赤褐 やや硬 O ナナメ~ヨコ方向のナデ，指押さえ 117， 118 

A4類 糧 灰黄褐 硬 O タテナデ，指押さえ 119 

A5類 糧 灰褐 硬 O タテナデ，ナデ，指押さえ 120 

B類 灰オリーブ 桂~にぶい黄 硬 × タテナデ，指押さえ 121-125 

C 1類
にぶい黄控 にぶい褐 良~ × タテナデ，指押さえ 126-144 
~樟 ~糧 やや軟

C2類 にぶい黄糧 にぶい褐 良 × タテナデ，ナデ，指押さえ 145， 146 

D類 黄桂 浅黄授 軟 × タテナデ，ナデ，指押さえ 赤色粒の含有率 147-149 がやや高い

一一 A.B類;須恵質系埴輪， C' D類;土師質埴輪

第6衰底部分類表

d.各部分類の相関関係

4号墳出土円筒埴輪は接合関係を持たないため，口縁音防、ら底部までの全容を知り得るものは皆無で、

あった。前項までに突帯，無調整突帯，口縁部，底部を色調・焼成・胎土・特徴的な技法を考慮して，
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分類を行った。次にそれぞれの相関関係を検討し，群を設定する。さらに各群を細分し，各属性の相関

関係を検討し，その具体像を検討したい。

焼成・断続ナデ技法A・無調整突帯・底部調整により，出土円筒埴輪の大枠としての群設定を行う。

まず，焼成により，須恵質系埴輪(①~③群)と土師質埴輪(④群)に分類した。断続ナデ技法Aは突

帯E・v.四類を除く，大多数の突帯で確認できるため分類基準にはなり得ないが，その存在の意義か
ら敢えて設定している。無調整突帯は確認した限りでは須恵質系埴輪に限られ，川西氏11日へ5

研究成果が示すように，ある程度限定された地域・時期に出現する技法であり，雄山4号墳出土円筒埴

輪を考える上で注目できる技法である。底部調整は須恵質系埴輪にのみ確認できるが，須恵質系埴輪の

なかでも，これを伴わない個体も存在する。これらの技法の共伴関係を残存率の高い個体等から検討し，

群設定を行ったものが第5表である。須恵質系埴輪は 3群，土師質埴輪は 1群の存在を想定することが

できた。

以下，①~④群内における各属性の相関関係

を検討し，各群の細分を行い，具体像を抽出し

たい。

焼成 断続ナデ技法A無調整突帯 底部調整

①群 須恵質系埴輪 O O O 

②群 須恵質系埴輪 O × O 

③群 須恵質系埴輪 O × × 

④群 土師質埴輪 O × × 

f.各群の細分と相関関係
第7表円筒埴輪群設定

第6表に①~④群の細分とその相関関係を要約した。これによると，①群は少なくとも 4類型に細分

できる。しかし，この細分は色調の差異に重きを置いたため，それぞれが同一個体である可能性が高く，

技法等に明瞭な相違がみられることはない。換言すれば，①群の細分は焼成段階の火回りの加減による

色調の差異が想定できる。②群は119のみの確認であるが，底部調整と突帯町類の共伴例の意義を考慮

し，設定したものである。①・②群は，底部調整を伴い，板押さえないし強い板ナデの重複関係から，

埴輪を倒立させた可能性が高い。それに呼応して口縁端部に作業台上に敷いた禾本科系植物と考えられ

る圧痕ないし擦痕が確認でき，底部調整と口縁部の圧痕は対応する可能性が高いと想定した。しかし，

口縁部分類が示すように圧痕のある口縁部は少数であり，底部調整を施す底部数と合わず，色調・胎士

も検討したが，不明で、あった。そのため，表中には圧痕の確認できる口縁部=Iは1類jを底部調整を

有する個体のすべてに対応させる結果となった。①群は底部調整を伴わない須恵質系埴輪で，残存率の

高い49~51の口縁部・胴部に121 ・ 122の底部がつく。内外面調整，断続ナデ技法A，底部調整を行わな

いといった点で，④群と共通性が認められるが，前述したように突帯貼付の規則性に差異がみられる。

④群は底部により 2つに細分したが，口縁部類型との相関関係は不明である。土師質埴輪の突帯のな

かで，無調整突帯を有するものは一切確認できず，④群には無調整突帯は伴わないと考えられる。

以上，各群を細分した結果，分類した突帯・口縁部・底部のすべてを取り入れることは不可能であっ

たが 4号墳出土円筒埴輪の主なものは抽出し得たと考える。
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口縁部 底 部 突 帯 無調整突帯 十局 載 番 万仁3

①-1 は1類 A1類 須.1 or 11類 a類 95--100， 111--114 

①-2 は1類 A2類 須.1 or 11類 b類 101--103， 115， 116 

CD-3 は1類 A3類 須.1 or 11類 C類 104--107， 117， 118 

①-4 はl類 A3類 須.1 or 11類 d類 108--110， 117， 118 

② は1類 A4類 須 .w類 × 119， 170--172 

③ い類 B類 須.1類 (11類) × 49--56， 121--125， 150--167 

④-1 C 1類 土.1類 × 174--212 

④-2 C2類 土.1類 × 145， 146， 174--212 

第8表 円筒埴輪群設定及び相関関係

e.小結

4号墳出土円筒埴輪は外面の 2次調整が欠落し 1次調整だけの確認，突出度の低い突帯，底部調整

の存在から川西編年V期の所産であることは疑う余地はない問。さらに，無調整突帯(断続ナデ技法)

の存在，外面ハケメの起点が揃わないことなどから， V期後半の年代観を与えることができ，周溝等か

ら出土した須恵器の年代とも阻離をきたすものではない。

また，出土円筒埴輪を焼成から須恵質系埴輪と土師質埴輪に大別し，技法の有無から須恵質系埴輪を

3群に分けた。分類した 4群はともに断続ナデ技法Aを伴い，関連性が認められるが，焼成，底部調整

・無調整突帯の有無等に差異がみられ，必ずしも同一系譜上にのるものではなく，複数の供給先を想定

する必要があろう。
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第23図雄山4号墳出土円筒埴輪実測図1(S=1/4) 
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第26図雄山4号墳出土円筒埴輪実測図4(8=1/4) 
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第27図雄山4号墳出土円筒埴輪実測図5(8=1/4) 
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朝顔形埴輪 (239"-'244)

朝顔形埴輪と判断できる可能性があるものは，計6個体確認できる。いずれも花弁部で，大きく 2段

に外反する O 外面調整は屈曲点より下半にはタテハケ，上半は指押さえ後，タテハケが施され，内面は

屈曲点より下半はヨコハケ，上半は指押さえないし不明瞭ではあるが，ヨコハケが施きれている o239， 

240，242，244は花弁部外面屈曲部分に突帯は貼付されず，別作りである下半の端部を利用して，突帯を

創出している可能性が高いが，器壁表面の風化が著しく，突帯が貼付されていた可能性は否定で、きない。

届面面』両
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形象埴輪

人物埴輪 (245~249)

245は頭部，右肩から腕，左腕，台部下半を欠く上半身像で，下半身は両足の表現をせずに円筒形の

基部となる。現存高は35cmを測る。器壁表面の剥落が激しく衣服の表現は不明でLあるが，調整残存部

分にはタテハケが施されている。腰紐はM字形の突帯で表現され，結び目は確認できないが，正面やや

左寄りで左側から延びる腰紐を上にし，右側のものは下方に下がる状態で合わさっている。衣服は腰紐

を境に緩やかに聞く形態である。背面には較と思われるものがみられ，棒状の紐材により，背中に背負

われている。遺存状況の良好な左側ではランドセルを背負うように，粘土紐ないしその剥離痕跡が確認

できる。右側は不明で、あるが，同様のものであったと想定できる。較は矢筒下半のみ遺存し，上半は剥

落しているが，剥離痕跡を考慮すると，右肩に矢筒上端が位置し，右利きであったと想定される。平面

形は長台形を呈し，矢筒部下半は裾が広がる。下端部には上下 2列の列点が施され，側辺に沿って沈線

が1条みられる。列点は底板責金具の鉄鋲を表現したものと推定でき，上下列点間隔は0.6cm，列点間

o. 5~ 1 cmを測る。「奴凧形」の形態をとると想定できるが，剥離痕跡を図示しているように，ほほ直
線的に延び，翼部(飾板)は表現されていなし¥(1制。

製作技法は，基部は幅2.5cm前後の粘土紐を上から見て右回りに積み上げ，上半身は幅4cm前後の

粘土帯を組み合わせ，丁寧なタテナデないし指押さえを施している。両者は別作りされ，最終的に接合

している。仔細に観察すると，胴部は粘土帯を輪積みしているのに対し，肩部において鎖骨に沿ってつ

なぎ目が残るため，粘土帯を前後から挟み込むように接合したと考えられるO 腕は粘土帯接合段階に同

時に接合され，補強するために粘土を貼り付けている。また，左脇下に径3x 3. 5 cmの透かし孔があ

つd
p
同
U



り，右側は欠損しているが，対照的な位置に穿孔されていたと想定できる。

246は両腕を掲げた上半身像で，残存長27.8cmを測る。残存状況が悪く，全容は不明で、あるが，裾

の拡がる衣服を纏っている。製作技法は245に共通し，上・下半を別作りしている。下半は不明である

が，上半は粘土帯を輪積みないし積み上げており，中空の上腕を粘土帯で挟み込むように接合している。

腕の端部が上半身内面より突出し，その形状に査みがみられない点から腕の乾燥が進んだ段階で接合し

たものと理解できる。 247は人物埴輪顔面側部である。日の穿孔が一部みられ，側部には美豆良髪が逆

L字形の突帯で表現されている。側頭部断面が外反気味である点から，頭髪を上で束ねていた可能性も

ある。 248は人物埴輪の腕部である。 245・246の腕と異なり，粘土塊を厚さ0.5cm程度の粘土板でくる

局面画面

20cm 

第39図雄山4号墳出土人物埴輪実測図1(8=1/4) 

日



んでおり，製作技術の差異がみられる。外面は強いナデ調整により，多面形を呈する。 249は上半身像

の基部から衣服裾部である。基部と衣服は別作りで，基部を内側にして接合する O 衣服裾部は緩やかに

広がり，幅0.6cm前後の突帯をV字形に貼付しており，衣服の飾りないし文様表現と考えられる。

馬形埴輪 (250~252)

250は下顎部分である。前面は内側に内傾させ，緩やかな面を持つO 幅1.5 cm前後の粘土紐により製

作しているが，内面には顕著な指押さえ，ナデ調整がみられる。上顎と下顎を区切る切り込みや鏡板が

確認できない点から馬形埴輪とするには検討の余地がある。 251はたて髪である。緩やかな弧を描く板

状のものである。たて髪の両側面には幅1.5 cm前後の丸味

を有する突帯により，手綱が表現されている。 252は障泥と

輪鐙である。尻部と杏葉の可能性も想定したが，直線的な断

面形状を示すため，障泥と輪鐙と判断した。輪鐙は幅1.5 cm 

前後の丸味のある突帯で表現されている。 251と252は胎土・

色調・焼成が酷似し，同一個体と考えられ，手綱・障泥・輪

鐙の存在から飾り馬であると思われる。

器財形埴輪 (253~258)

253~256は線刻を有するもので. 254のみ1.6 cmの器壁厚

は測るが，他は1.2 cm前後である。細片によりその意匠は

不明であるが. 253~255は平行沈線. 253. 254では鋸歯文が

線刻されている。盾形埴輪ないし蓋形埴輪立ち飾り部と思わ

れるが，当該時期の蓋形埴輪は立ち飾り部の形状が不明瞭で

あり，即断することはできない。いずれも胎土・色調・焼成

が酷似しており，同一個体と考えられる。

257・258は蓋形埴輪の笠部から台部である。人物埴輪衣服

裾部の可能性も想定したが，笠部が直線的に大きく開くため，

蓋形埴輪と判断した。笠部下半は風化により，沈線は確認で

きない。笠縁部と台部の角度は700前後を測る。笠縁の接合

方法は，下半が欠損し全容は不明だが，台部と笠部の接合箇

所のやや上からかぶせるように貼付したものと想定できる (1九

不明形象埴輪 (259~270)

259は2孔の穿孔を有する。傾きが不明であったので，中

央の孔に合わせ設定した。孔はともに完存しないが，推定径

は2cm前後を測る。外面はタテハケ調整，内面はナデない

し指押さえが施されている。焼成は他の形象埴輪に比して良

好である。 260・261は，厚き1.2 cmを測り，残存部外面下

半には幅1cm前後の平行沈線が，上半には沈線による斜格

子文が施されている。内面は粘土紐(帯)つなぎ目の指押さ

えが顕著に残る。傾き等はその痕跡から上下を決定し，外面

平行沈線を平行にして設定した。 262は厚き 1cm前後の器

届直面画面
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壁で，幅 1cmの丸味のある突帯を有する。小破片であるため不明であるが，突帯は図面上左側で広が

っている。 263は厚き 1cm前後の器壁に 1cmの丸味のある突帯が貼付されている。他の形象埴輪に比

して，胎土中の石英・長石の含有率が高い。 264・265は人物埴輪の腕の一部であると思われるが，詳細

は不明である。 266は突帯状に突出した箇所で屈曲し，双方に推定径4cmの円孔がみられる。頂部と

も想定できるが，突出部を境に傾きが異なるため，横向きに設定した。 267は動物形埴輪の脚部の可能

性が高い。先端は指ないし蹄の表現がなされ，底面は浅く窪む。基部は粘土塊を厚さ 1cm前後の粘土

帯でくるんでいる。現存基部が剥離したままの状態であれば，その角度から左脚部であると想定できる。

268は先端部に切り込みをもち，動物形埴輪の口の可能性が高いが，残存状況が悪く詳細は不明である。

269・270は馬形埴輪の脚部と思われる。ともに現存底面から 2cm前後の位置で径を絞り込んでお

り， 269では上部から下方へ粘土をナデ付ける様子が窺える。底面まで残存していないが，出土遺物に

よる限りでは蹄の表現はなされず，抽象的な脚部といえる。
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須恵器 (271"""334)

蓋坪 (271--279，286--290) 

周溝からの出土が大半である。全体的には器形・法量・端部形態にまとまりはみられない。ロクロの

回転方向は左回りが右回転を凌駕する。

271は口径16.3cmを測る。器高は不明であるが，器高の高い形態を呈すると考えられる。天井部と

口縁部の境には下方に押し潰された感のあるにぶい稜がみられ，口縁部は内湾気味に外方に聞く。端部

は内傾し，段を有する。 272は口径15.4cmを測り，口縁部と天井部の境に回線を有する。口縁部は垂

直に下り，端部は内傾し，浅い段を有する。器高の高い形態で，凹線やや上部に強い回転ナデ調整が施

されることにより，器形に変化が生じている。 273・274は口径15cm弱，器高4.5cm前後を測り，広い

天井部をもっ点で共通する。 273は口縁部と天井部の境に凹椋とかすかに突出した稜を有し， 274は浅い

回線がめぐる。口縁部はやや外方向に聞き，端部は内傾する。 275は口径14.7cm前後，器高3.6cm前

後を測る。天井部に広い平坦面を有し，器高は著しく低い。口縁部と天井部の境には回線を有し，口縁

部は短くやや外方向に垂下する。端部は内傾し，段を有する。内面中央周縁には“シッタ"に転用され

た当て具の同心円文スタンプ文が顕著に施される (2九 276・279は口径13cm前後を測り，器高の高い形

態を呈する。口縁部と天井部の境にはごくかすかに突出した稜と回線がめぐる。口縁部は内湾気味に垂

下し，端部は外方向に広がる。 277は口径12.9cm，器高4.1cmを測る。口縁部と天井部の境は不明瞭

で，丸味を帯びている。端部は内傾し，浅い段を有する。278は高い器高を有し，端部が外反するため， 279

と近似するが，口径が11.3 cmと小型で，明瞭突出する稜を有する。 276--278は器形から短頚壷の蓋に

なる可能性が高い。 279は高杯の可能性が残る。

286--290は図上での復元は不可能で、あったが，端部・稜の判然としたものを図化した。 286は口縁部

と天井部の境に明瞭な稜を有しており，やや異質な存在である。高杯になる可能性も残る。 287は全体

的に器厚が厚い。口縁部はわずかに外反し，端部に段を有する。天井部との境いは顕著な凹線がみられ

る。 288は直線的に外反する口縁部を有し，天井部との境に稜を有する。焼成が堅轍で混入の可能性が

高い。 289は天井の高い一群に属する。 290は肉厚の口縁部で，天井部との境に凹線を有する。

杯身 (280--285，291--293) 

蓋杯と同じく，器形・法量・端部形態にばらつきがみられる。ロクロ回転方向は左回りが多い。 280

は口径13.7cm，器高6.1cm前後を測る。口縁部は内傾して立ちあがり，端部に沈線をもっ。底部は丸

味を有し，内面中央に同心円文スタンプ文が施される。 281・282は口径13.5cm前後，器高 5cm前後

を測り，底部に平坦面を有する。口縁端部はともに丸く収めるが，口縁部長は281がやや長く，内傾し

た後，垂直に立ちあがる。 282は短く内傾する口縁部を有し，内面中央周縁に同心円文スタンプ文が施

される。底部の厚みが1.5mm前後と極めて薄いものである。 283は平坦な底部，短く内傾し丸く収める

口縁部を有するが，口径がやや小さい。 284は底部に平坦面を持たないが， 282と共通点が多い。口縁部

は短く内傾して立ちあがり，端部は丸く収める。内面には径7cm前後の広範囲で、同心円文スタンプ文

が施される。 285は口径11.7 cm，器高4.3cmを測り，丸味のある底部を有する。口縁部は内傾し，端

部は丸く収める。 291--293は小破片であるが，参考のために図化した。 291は281に酷似する。口縁部長

が長く，内傾した後直線状に立ち上がる。端部は丸く収める。 292は直線状に内傾する口縁部を有し，

端部は丸味を帯びている o 293は短い口縁部を有し，端部は丸く仕上げられる。受け部は短く突出し，

口縁部との境に顕著な沈線がみられる。
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高杯 (294-302)

294・295は口縁部で外方向に聞き，端部は丸く収めるO 底部との境に明瞭な段がめぐるO 胎土・焼成

も酷似しており，同一個体と考えられる。 296は底部である。脚部の残存率は悪いが，三方透かしに復

元できる。底部内面は 6cm前後の平坦面を有する。内面には自然粕が降灰している o 297は高杯脚部

である。裾端部上方には鋭い稜がめぐり，底面は幅4mmの水平面をもっ。脚部高は 7cm強を測り，

長脚 1段の方形三方透かしに復元することができる。 298・299は高杯脚部である。ともに短い脚部で1

段方形透かしに復元できる。 298は脚端部が緩やかな段状を呈し，丸く収められる。 299は図面上で復元

すると，四方透かしになるが，詳細は不明で、ある。脚端部には 1条の凹線がめぐる。 300-302は高杯底

部付近と考えられるが，詳細は不明で、ある。 2条の凹線が施され，その聞は0.8cmの帯状に突出する。

外面には自然粕が薄く施されている。接合関係は持たないが，器形・胎土・焼成がそれぞれ酷似してお

り，同一個体であったと考えられる。
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壷 (303~305)

303・304は短頚壷である。肩部がやや張る形態で， 303は肩部から胴部上

半， 304は肩部に限りカキ日が施される。 303は口径7.9cm，器高8.2cmを

測り，口縁部は内傾し，端部は鋭いが丸く収める。底部には広い平坦面を有

し安定した側面形となる。 305は小型直口壷の口頭部である。緩やかに外湾

し端部は内側に折り返し，端面を有する。端面上端は上方につまみ上げ，側

面には浅い回転ナデが加えられる。

蓋 (306~332)

周溝，墳丘上及びその周辺から出土したもので，混入の恐れはあるが 4

喜三宇士、

215 
号墳に伴う遺物と考えられる。口径により大きく 21cm以下と25cm前後に 。 10cm 

分けられる。口縁部細片であるため厳密な口径復元であるとは言えないが， 匝占画面

前者を小聾，後者を中華とみなす。胴部破片も数多く出土しているが，接合第46図雄山4号墳出土須恵器

できず，容量は不明である。 306~325はいずれも口頚部で，端部形状は多様 実測図2(S=1/4)

である。以下，口縁部形態に応じて，それぞれ説明する。

306・307は口頭部は短く外反し，端部手前で大きく開く。口縁端部は上方につまみ上げ，外面下端に

比較的鋭い凸帯を 1条施す。共に焼成，胎土等が酷似しており，同一個体であると考えられる。 325は

接合関係はないが，器形，胎土，焼成，文様から同一個体と考えられるため，図上で復元した。口頭部

は緩やかに聞き気味に立ち上がり，端部手前で大きく外反する。端部は丸みを持ち，外面下端に 1条の

凸帯がみられる。頭部外面は 1条の凸帯により文様帯が上下に区切られ，それぞれに波状文を施してい

る。 306に比して，口頭部長が長い。

308・309は口頭部が直口気味に聞き，端部付近で強く折れ，さらに上方につまみ上げている。 308は

端部外面に 2条の凹線を施す。 309は口頭部長が7.5cmを測り，端部外面下端に凸帯が1条みられる。

310・321・322は外反する口頭部の端部を上方につまみ上げ，丸味を持つ。端部は外端面を有し，強

い回転ナデ調整により，凹面を形成している。端部内面にも強い回転ナデ調整が施される。 310は口頭

部長が7cmを測り，胴部は平行叩き調整の後，カキ目が施される。 321・322は小童で， 322は頚部外面

にカキ目を施す。

311~316 ・ 320は口頭部の立ち上がり，長さに差異はみられるが，端部を上下に拡張し端面にそれ

ぞれ面を有する点で共通する。 311・312は同一個体と考えられ，緩やかに外反する口頭部に上下に拡張

され，面をもっ端部を有する。端面下端には凹線を施す。頚部外面中央に粗い凹線を配し，文様帯を上

下に分け，上部のみ粗い波状文が描かれる。 311は口頭部内外面とも，自然軸が全面に降灰しており，

波状文がかすかに分かる程度であるが， 312には降灰は認められず，明瞭に波状文が識別できる。 313は

短く外反する口頭部に上下に拡張された端部をもっ。端部は中央に回線がみられ，上方に強く，鋭く拡

張しており，下方への拡張も稜をなす程度に鋭い。 314は短く外反する口頚部に上下にシャープに拡張

された端部がつく。 315・316は同一個体の可能性があり，短く外反し，端部付近で強く聞く口頭部に，

上下に拡張された端部を有する。端部下端は丸味をもつが，上端は比較的シャープである。端部外面下

方には深い回線を施す。 320は上下に鋭く拡張された端部外面に明瞭な稜を有する。

同一個体と考えられる317・318は上端部に水平面をもち，内方へごくわずかに拡張し，外端面は折り

込むように垂下させる。 317は斜め外方に開く口頚部に水平面を有し，内方へわずかに拡張し，下端に

-60-
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折り込むように垂下する端部がつく。焼き歪みが激しく，口縁部は波打つている。

319は短く外反する口頚部に，水平面をもっ端部がつく。端部は折り込むというよりは削り出しによ

って，方形にし，端部は内方へわずかに拡張する。

322・323は短く外反する口頭部に，上下に拡張し，端面に凹面を有する端部がつく。頚部外面にはカ

キ日を施す。

326~332は霊胴部，底部である。 326は蓋肩部で，外面は平行叩き調整後，ヨコハケないしカキ目を

施す。胎士・焼成より， 319と同一個体である可能性が高い。 327は霊肩部で，外面は平行叩き調整後，

カキ日を施し，内面には当て具痕が密にみられる。 238は葺胴部で，外面は平行叩き調整後，入念なカ

キ日が全面に施され，叩きは痕跡を留めない。内面は当て具痕を丁寧にナデ消している。 329は聾底部

と思われ，顕著な粘土紐つなぎ目が残る。外面の叩き調整がこのつなぎ目で変化する。 330は蓋底部で

ある。底面は窪み，焼台に転用された杯が付着している。 331は聾肩部である。焼き歪みにより，胴部

が球体とならない。 332は蓋底部と考えられ， 330と同じく焼台に転用された杯が付着している。
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その他 (333-335)

333-335は直口壷の口縁部で，接合関係はな

いが，同一個体であると考えられる。口縁部は

緩やかに外反して立ち上がり，端部は丸く仕上

げる。端部下には 2条の凸帯を施す。頭部は鋭

い2条1組の凸帯により，文様帯を創出し，そ
第49図雄山4号墳出土須恵器実測図5(S =1/3) 

れぞれに波状文が描かれる。器形に加え，焼成

が極めて堅轍で，波状文も流麗である点等から，やや異質な存在である。周辺から転落した混入遺物と

思われ，陶邑古窯祉群田辺編年のON46型式期(20に属すると考えられる。

(5) その他・遺構

古墳築造以前の包含眉

いずれも第7図48層から出土した遺物で，弥生土器である。336・337は壷である。338・339は葺で， 339

は口縁部外面まで叩き調整が施されている。 340は鉢である。外面には叩き調整後，タテハケが施され
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ている。 341は長頚壷で，下川津B類土器である。 342は高杯脚柱部である。 343~349は聾ないし鉢の底

部である。 343は外面には顕著な叩き調整，内面には粗いハケメが螺旋状に施されている。 347に底面に

は外面と同じ原体を用いたと考えられる叩きがみられる。 349は底部が強く突出しているが，平底で穿

孔はない。 350~362は台付鉢形製塩土器である。図下可能なものは細々片まで抽出した。外面調整は摩

滅により不明であるが，内面指押さえが認められる。 351が示すように，脚上部から大きく聞いて立ち

上がる形態から大久保編年町a式(22)に相当する。雄山北東の東山裾部に所在する高屋遺跡(23)は，標高

は2.5mを測り，製塩遺跡に関連する鹸水の貯水槽の可能性がある土坑を検出している。製塩土器の形

態も近似しており，その関連が指摘できる。 363は凹基式石鉱である O 扶りの深いものである。 336~361

はいずれも弥生時代後期に属する。

近世遺構群

第7図土層番号59を除去した段階で検出した遺

構群である。旧地形の大規模な削平を実施し，さ

らに窪地には土を寄せ集めて整地を行って遺構面

を形成しており，これが現地形の母胎といえる。

前述したように，この地形改変により 5・7号墳

上部は失われているが4号墳は墳正の一部に削平

を受けたのみに留まっている。遺構は 4号墳北側

を中心に総柱建物跡，柱穴，土坑，溝状遺構を検

出し，一部南側斜面地にも確認できる。

c区SB01 (第51図)
調査区外に延長するため全容は不明であるが，

-O-(ee) 

¥ 
<O~@ 

1¥ 
一一⑬一一向

ームJJI物
対蕊蕊ミ-

2m 
匝占画面

/ 

10m 

第51図雄山4号墳C区S801平・断面図 (S= 1 /80) 第52図雄山4号墳遺構配置図 (S= 1 /200) 
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南北主軸と仮定すれば，桁行3間 (3.8m)，梁間2間 (2.6m)以上の総柱建物跡である。主軸方位は，

N430 Wであるが，平面形に歪みがみられる。柱穴掘方は径O.2~O.4mの楕円形を呈し，残存深は総じ

てO.lm前後と極めて浅く，上面は顕著な削平を受けているようである。遺物は土師質土器細片が少量

出土したのみであるが，柱穴埋土が暗灰色ないし灰色系混砂粘質土であり，周辺遺構の上層埋土と近似

し， 18世紀を大きく下らない時期の所産と考えられる。

c区5K02 (第53・54図)
C区西で検出した土坑で， S X01と重複関係を持つ。平面形は

長楕円形を呈し，深さはO.3m前後を測る。埋土は 2層に細別でき，

下層に粗い砂を含む暗褐色混砂粘質土，上層に灰色粘質土が堆積

していた。遺物は底面を中心に土師質土器・磁器等が出土してい

る。 364は風炉ないし火鉢である。内湾気味に立ち上がる縁部を

端部で内方に折り返している。 365は磁器染付碗である。 366は灯

明受皿である。ごく少量の煤が表面に付着している。 367は平瓦

を転用した円盤形土製品である。ほぽ円形になるように縁辺部を

打ち欠いている。出土遺物から18世紀以降のものと想定できる。
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第54図雄山4号墳C区5K02出土遺物実現.~図 (5=1/4)
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第53図雄山4号墳C区SK02 
A区5001，5 X01 (第55図・ 56図) 平・断面図(s=1/40) 

A区で検出した溝状遺構とそれに伴う不明遺構である。 SDOHま斜面部と平坦地の傾斜変換点に沿っ

て，開削された溝である。幅O.8m前後，深さO.3m前後を測り，断面形は皿状ないし逆台形状を呈する。

埋土は暗灰色系シルト質土を中心として 4層に細別できる。第7図の26・27が堆積した後，溝幅を広

げるように再掘削され，最終埋没段階で24層が堆積したと考えられる。

S X01は斜面部に開削された遺構で，その北端はSDOHこ接する。平面形は南端では溝状の掘方を保

つが，斜面下方に下るにつれ，不整形な掘方に変わる。しかし，溝状掘方はSD01上方まで認められ，

北端付近の掘方内には石組みが構築きれている。断面形は西側では逆台形状であるが，東側は浅い皿状

を呈する。埋土は黒褐色系シルト質土と茶褐色粗砂からなり 5層に細別できる。 2・3層ではラミナ

状堆積 5層には粗砂がそれぞれ認められ，ともに流水の痕跡を示している。石組みは，溝を堰き止め

るように上方・下方の 2 列で積まれており，拳大から30cm 前後の安山岩塊石を現状では 3~4段積み

重ねている。下方石組みはSD01の南肩に接している。

SDOHま予備調査結果を踏まえると，周辺の傾斜変換点に同様の溝が確認でき，地形改変後の排水用

水路と考えられる。 SX01はその検出状況から SDOHこ伴う施設と判断でき，流水の想定される埋土や

その位置関係から，落ち水を集水し， S D01に流下させる施設である可能性が高い。また，石組みの性

格は不詳であるが， S DOHこ流下する水を 2重に渡り漉過する施設の可能性が想定できる。
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368は陶器鉢である。口縁端部は外方に強く折

り曲げる。端部口縁部内外面には鉄軸が塗布され

ている。 369・370は磁器碗である。 370は内傾す

る高めの高台を有する。 371は陶器高台付碗であ

る。見込みに砂目積痕をみる。高台部には目砂が

付着している。高台底面縁辺部には糸切り痕跡が

認められ，中央付近は上げ底状に削り取られてい

る。 372は土師質土器小皿細片である。底部はヘ

ラ切りである。混入の可能性が高い。出土遺物か

ら18世紀のものと想定できる。

T1J 
~ I } 

369 

ヒ五三了
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て二二Lーヱノ372
01Ocm  
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1生OOm 3254'生OOm

N事長
1.繍灰褐色混砂シルト質土
2.黒縄色シル卜質土.灰褐色混砂シルト質土がラミナ状に混じる
3.黒褐色シル卜質土.茶褐色シルト質土がラミナ状に混じる
4.黒褐色シルト質土 《

5.茶褐色粗砂 』面白ー 2m 

第56図 雄山4号墳A区SX01出土遺物実測図(S=1/4) 第55図 雄山4号墳A区SX01平・断面図(S=1/80) 

c区SX01 (第57図・ 58図)

C区東端で検出した不明遺構である。隣接するB区でも連続する埋土を確認しており，平坦地から斜

面に移行する位置で検出されている。断面形は周辺地形に沿って，南西から北東に緩やかに傾斜してい

る。底面は3層に細別できる埋士とおおむね呼応し，緩やかな階段状となっている。位置関係・埋土か

ら，平坦地縁辺部から斜面部に堆積した包含層の可能性が高い。

遺物は墳正上から混入した埴輪・須恵器を除くと，土師質土器・陶器・磁器が出土している。 373・

374は風炉ないし火鉢である。口縁部形態に差異がみられ， 373は内傾させて端部を丸く仕上げるが， 374 

は平坦に仕上げている。ごく少量の煤の付着が認められる。 375は陶器小型碗である o 376は高台付陶器

碗である。高台は低平である。見込み部には砂目積痕がみられ，高台内面には微量ながら目砂が付着し

ている。出土遺物より， 18世紀以降のものと想定できる。

U層出土遺物(第59図)

377は高台付磁器碗である。見込みに蛇の目軸剥ぎが施される。 378土師質土器小皿である。口径7.8

cm，器高1.4 cmを測る。底部はヘラ切りである。 379は肥前磁器染付碗である。外面に烏・ほおずき等

が描かれている。 380陶胎染付碗である。 381は土師質土器足釜である。体部外面にはタテハケ，内面に

はヨコハケが施される。 13世紀以降に位置付けられる。

出土遺物より， N層は19世紀代に形成されたと想定できる。
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第58図雄山4号墳C区SX01 
出土遺物実測図 (S=1/4)

13.70m p.DOm 
5 

1.灰色 (Hues5Y 5/1)粘質土
2.にぷい賞檀色 (Hue10YR7/4)混砂粘質土
3.褐灰色 (Hue10YR 4/1)混砂粘質土，粗い砂粒を含む
4.縄灰色 (Hue10YR 5/1)混砂粘質土
5.灰賛褐色 (Hue10YR6/2)混砂シル卜賀土
6.貧灰色 (Hue2.5Y5/1)混砂シルト質土

Q 1m 

o 

-ーーー嗣
10cm 

第59図雄山4号墳U層
出土遺物実測図 (S=1/4)

第57図雄山4号墳C区SX01 
平・断面図 (S= 1 /40) 

(6) 小結

4号墳は，直径10.1ないし11.8mを測り，尾根頂部側に馬蹄形周溝が掘削されている。埋葬施設は横

穴式石室であるが，羨道部を持たず，墓墳掘削時に同時に掘り込まれた墓道が連結している。石室・墳

正の遺存状況が極めて良好であったため，古墳築造が墳正・周溝・石室・断面L字形の墓墳が互いに関

連し合うことにより行われ，斜面における古墳築造の過程が復元できる。これに関しては，石室構造を

含め，後述する。

一方，玄室内遺物は稀薄であり，撹乱層より馬具，万子(飾金具)，鉄鉱，玉類等が出土しているが，

須恵器は細片のみであった。それに比して，周溝，墳丘上より多量の埴輪・須恵器が出土している。埴

輪は円筒埴輪と形象埴輪がみられ，その特徴により川西編年V期に位置付けらるO 最下段突帯に断続ナ

デ技法が確認できる点から， V期のなかでも新しい一群であり，大阪府陶邑古窯祉群田辺編年制)のMT

15型式期-TK10型式期に相当することになる(6世紀前半から中葉)。玄室出土須恵器の特徴とも蹴

離を起たすものではない。周溝出土須恵器にはやや新しい様相もみられるが， MT15型式と TK10型式

の共伴時期に築造されたと想定でき，追葬はなかったと考えたい。
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2 雄山5号墳

今回の調査にあたって新たに検出した古墳である。南側の正陵(尾根)北斜面の中ほどで一抱え程度

の石材が露出していたため，予備調査のトレンチを設定したところ，上部を破壊された横穴式石室を確

認した。 4号墳の東南に隣接していることから，雄山5号墳と名付けて調査を行った。

調査の方法としては，北半分を後世の削平で失っていることから，南側の正陵斜面側のテラス部分を取

り込んだ調査区を設定し，石室上面の検出を行うことで主軸方向を確認したのち，主軸に直行する土層

観察用の畦を残しながら掘り下げを行った。墳丘及び石室の大半を失っており石室内は土砂で完全に埋

まっていたが，それが幸いして石室床面上には豊富な副葬品が遺存していた。また，石室南側では周溝

の痕跡を確認することができた。すべての測量・写真撮影を終えたのち，石室を解体して在室掘方の検

出・調査を行い，さらにトレンチ調査で古墳下位の遺構の有無を確認した。

(1) 墳丘と外部施設

立地(第60図)

南側正陵(尾根)の北斜面の中ほど，標高16m付近に所在している。前述した4号墳の南東方向約10

み々と¥
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第60図雄山5号墳調査前地形測量図(1 /200) 
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mのところにあたり，現況では後世の開墾による斜面とテラスになっていた。上方から 2段目斜面に石

室石材が露出している以外は，全く古墳の存在を伺わせない状況であった。また，古墳の北東には土取

りによる高さ約5mの崖が迫っている。

後世の開墾によって旧地形が改変されているため定かで、はないが，等高線は平行しており特に癌状の

張り出しなどがあったとは想定し難い場所であるため，墳丘が流出する可能性は高いと思われる。この

位置に5号墳を築いたのは 5号墳の北西側に直線的に並ぶ1-4号墳の延長線上に位置させることを

意識したと理解することもできょう。

墳丘(第61図)

著しい削平を被ったために，墳正盛土はほとんど残されておらず，特に石室北側については削平が完

全に基盤層まで及んでおり，墳丘盛土は完全に消失させられている。石室南側で検出した周溝の痕跡か

ら推定すると，直径約 8mの円墳に復元することができる。この復元径では石室が墳丘のほぼ中央に位

置することや，周溝南西部分の延長と石室墓道の延長の交点がほぼこの復元径上に合致してくることな

16市

¥ミ

17m 

19m 

15m 

-、
.‘ む ∞ 

第61図雄山5号墳調査後地形測量図(1 /100) 
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どからみても，この復元径はおおむね妥当な数字と思われる。

土層断面の観察によると，石室南側と周溝の聞に墳E盛土の残欠と想定できる土層(第63図の 6層)

が厚さ12cm程度見られる以外，墳正盛土層は認められない。この士層は，直下の基盤層(同図の8層

=古墳築造前の!日地表面)に墓墳を掘り込み，石室石材を積み上げた際の 3段目の石材の裏込め土とし

て盛土された土と見ることができる。基盤層(同図の 8層)の傾斜から，旧地表が約15度の傾斜を持っ

た斜面であったことがわかる。また，墳丘盛土層の上に堆積する層(同図の 4・5層)は，石室内に堆

積している土層とは明らかに異なっており，古墳破壊後に堆積したことがうかがえる。土層中からは中

世の遺物がわずかに出土しているが，斜面上方からの流出土であり，古墳破壊の直接的な時期を示すも

のではないと思われる。なお，墳正の高さについては全く測り知ることができない。

周溝(第62図)

石室の南側(尾根の頂部側)には緩やかな円弧

をなす周溝の痕跡が認められた。周溝は基盤層を

掘り窪めて作られており，検出幅でO.8m，深さ

O.lmを測るもので，断面形態は浅いU字形を呈

する。本来はかなり幅の広い周溝であったと考え

られ，斜面と墳正を明瞭に区切る堀割りであると

同時に，墳正の盛土となる土を得るという 2つの

目的を果たしたものと思われる。

周溝の西端は，やや幅が広がり平面形が丸くな

り終わっているが，この位置では中途半端であり，

本来はここで途切れずに石室墓道の先端付近まで

E 

D 

E二 L=16.5∞m

_D_' L=16.500m 

1m 

1.暗茶褐色砂質土

延びていたものであろう。 第62図雄山5号墳周溝断面図(1 /20) 

5号墳の周溝は斜面側の地形の高い南側を中心に，墳丘に沿って馬蹄形に巡らされていたものと考え

られる。

(2) 埋葬施設

石室(第65図)

雄山 5号墳の埋葬施設は，北西方向に開口部を有する左片袖の横穴式石室である。石室の主軸方向は

N1100Wで，周囲の等高線とおおむね平行した方向をとっている。何度も繰り返し述べてきたように，

著しい削平を受けたために半壊状態であり，天井石は 1枚も残存しておらず壁面の石材もかなり失われ

ている。壁面ごとに損壊の状況に程度差が認められ，斜面の傾斜方向に直行する左側壁と右側壁は3段

ほどしか残っていないのに対して，傾斜方向に平行する奥壁と前壁は 4~5 段が遺存していた。

石室の計測値は，石室長2.56m，石室奥壁幅1.16m，石室中央幅1.24m，玄門幅O.64m，左袖部幅O.52 

m，現存高は奥壁でO.72m，前壁でO.68mを測る。平面形態は縦横の比が1: 2.2の長方形プランを呈

しており，玄門部と左袖部の幅はほぼ1 1の比率となっている。

壁面は，基底列として直方体ブロック状の石材を配列している。石の積み方は，基本的に壁面方向に

石材の長い辺をそろえて積みあげている(平積み)が，右側壁の基底石列はそれと直交する方向に積ま
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第63図書量山5号墳墳丘土層断面図 (1/40)
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れている(小口積み)。しかし，奥壁の 4段目や

左側壁の 3段目に小口積みが見られたり，右側壁

の2・3段目に横積みが見られるなど，段によっ

て積み方を使い分けている状況とはみなし難い。

むしろ，石材の大きさを生かしながら積み上げる

ために両方の手法を取り入れているのであろう。

また，四壁はそれぞれわずかに内傾しており，奥

壁と左側壁のコーナー及び左側壁と袖部のコーナ

ーのそれぞれ3段目には，両壁にまたがって架構

された石材が見られる。石室壁面の控え積みは全

く行っておらず，裏込めの土で壁面の背後を支え

ながら構築していったことがうかがえる。これら

の点は4号墳石室と共通しており，おそらく 5号

墳の石室は4号墳石室と同様の壁面・天井を有し

ていたものと思われる。

使用された石材は30-80cm前後の安山岩の塊

石・板石であるが，奥壁及び右側壁基底石の各1

石のみ花両岩を使用している。安山岩のうち直方

体に近いものは比較的角や稜がしっかり残ってい

るが，大きめの石材は磨滅が進んだものが多い傾

向がある。花両岩はかなり風化が進み，脆くなっ

ている (25)。

/ ー句、、
、、、

¥ 

、ヤくk

2m 石室床面には，長さ20-60cm，幅20-30cm，

厚さ 2-3cm程度の安山岩の板石がぴっちりと

敷き詰められていた。板石はほとんど重なる部分 第64図雄山5号墳石室上面実測図(1 /40) 

が認められず 1枚ごとの形状を上手く組合せてモザイク状に敷いているが，奥壁前の 1石は意識的に

重ねられており，棺台などの代用として使われた可能性がある。この他床面には，棺台などになるよう

な石材などは認められない。

断面観察(第63図)によれば，斜面上側を大きく掘り込んだ断面L字形の墓墳を穿ち，その中に石積

みを行い石室を構築しているようである。しかし，玄門部北側には墓墳の立ち上がりがわずかに認めら

れることから，斜面下側も多少なりとも掘り込んで、いることがわかる。墓墳は隅丸長方形の平面形を呈

しており，その規模は検出長3.9m，検出幅2.4mを測る。

なお，石室の壁面のうち，奥壁左半部・右側壁中央部付近・左側壁東半部などの一部に赤色を呈する

部分が見られるが，石室全体に赤彩を施していたかどうかは不明である (26)。

事道・閉塞施設(第66図)

墓道は， N840Wの方向を有する溝状を呈しており，石室(墓墳)主軸とは260のズレが生じている。

検出長で1.7m，幅O.9m，深さO.2mを測り，断面形態は浅いU字形を呈する。石室墓墳の構築時に同
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第65関雄山5号墳石室実測図(1 /40) 
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第66図雄山5号墳玄門及び墓道平・断面図(1 /40) 

「

u-m・
ム
ロ
ロ
ヨ

時に地山層を穿って設けられたものと考えられる。墓道の床面は，玄門の閉塞部分から西(墳丘外)の

方向へ緩やかに傾斜していき，端部付近で、急な角度で上がって終わっている。床面の比高差は約12cm，

傾斜角度は約5。を測る。本来の墓道は，周溝の端部付近まで延びていたと思われるが，そうすると墳

丘外と墓道入り口の床面に段差が生じることになる。このような墓道の構造があり得るかどうかについ

ては，今後の類例に期待したい。

石室の閉塞は，玄門部で行われている。石室と同様に安山岩の塊石を用いており，基底から 3段目ま

では石材を平積みし 4段目には小口積みをした 2石が認められた。 3段目の石材と袖部の陳間には板

石を立てて詰め込み，隙聞を塞いで、いた。これらの石材の外側(墳丘外)には石材は全く認められない

ことから，ある程度の長さに石材を小山状に積み上げて閉塞するという方法ではなく，石材l石分とい

う狭い幅の中に石を壁状に積み上げて閉塞を行つたものと考えられるι(匂ω聞2幻釦7引)
閉塞石，墓道はともに墳丘完成後には埋め戻されていたことが想定される(制。
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(3) 遺物の出土状況

石室(第67.....69図)

石室の中からは，多量の須恵器・鉄製品が最終的な副葬の状況を保った状態で出土した。石室の左袖

部には蓋杯を中心とした多量の須恵器と少量の土師器が折り重なるように置かれていた。また，石室の

四隅付近にはU字形鋤先や鉄鎌などが見られる。石室の中央やや奥壁寄りの部分では管玉・切子玉など

「
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第67図雄山5号墳遺物出土状況全体図(1 /20) ※床面敷石の平面図は省略

-76 -



一/

~ 
DT508 

μ、マく人
血
園
、
可

対ミよ

、 ，Q~則

426 

F 454. F 458・F459・F462 

442 

F 468・F481・F482 

400 

ハ
50cm 

第68図 雄山5号墳遺物出土状況詳細図①(1/10)(数字は遺物番号と対応するFは鉄製品Tは玉類を示す)

の玉類と鉄鉱などが出土している。玉類は上記以外に，石室中央やや玄門寄りの付近からガラス小玉・

練玉が出土している。

左袖部分に集中する土器のうち完形のものには，須恵器の蓋杯が19セット，セットにならない杯蓋5.

杯身4.蓋とセットの短頚壷1.セットにならない短頚壷身 1.壷3.麗 1.無蓋高杯3.土師器の椀

1.把手付椀1がある。これらの土器群は最大で5段に積み上げられており，横倒しになった高杯の上

に蓋杯が乗っていたり，ひっくり返した杯蓋の中に杯身を重ねているものや，ひっくり返した杯蓋2つ

を重ねているものなどが見られる。さらに，床面直上のU字形鋤先の上に杯身が乗っている状況や，土

器群の中に鉄鎌が突き刺さったような状態で出土していることなどから，追葬を行った際に土器群を左

袖部に片付けた可能'性が極めて高い。玄門部に近い位置にある短頚壷は，床面の敷石上に堆積した士の

上に乗っており，ほぼ閉塞石の2段目と同じで高さにある。この士は追葬を行うにあたって閉塞石を外

した際に玄門部に流入したものであろう。また，蓋杯は焼成時からのセット関係をなすもの以外に，本
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第69図 雄山5号墳遺物出土状況詳細図②(1/10)(数字は遺物番号と対応するFは鉄製品Tは玉類を示す)

来のセット関係にないものを組み合わせたものも見られる。セットをなしていた葦杯19セットと短頚壷

1セットのうち，蓋杯の 1セット(報文番号418・419)の内部には植物遺体が入っていた。

鉄製品は，石室の四隅周辺と中央部分にそれぞれまとまった状態で見られる。右側壁玄門部前にはU

字形鋤先(同504) 1個と鉄鎌8本以上があり，鉄鉱の方向はおおむね玄門部を向いている。右側壁奥

壁前には鉄鉱5本があり 1本が玄門部を向く以外はすべて奥壁を向いている。左側壁袖部前の土器群

付近には須恵器杯身(同426)の下にU字形鋤先(同503) 1個が右側壁玄門部前の鋤先と方向をそろえ

るように約50cmの間隔で置かれていた。左側壁中央やや奥壁寄りには鉄鉱5本以上と鉄鎌(同499) 1 

本が奥壁に方向をそろえている。左側壁奥壁前にはU字形鋤先1個(同502)が先述した 2個とは反対

の方向で置かれている。石室中央部には鉄鎌5本以上・鈍2本・万子 1本が見られるがその方向は一定

していない。この他には土器群の中に突き刺さるように鉄鎌(同501) 1本があり，鉄釧の可能性があ

る不明鉄器(同507)は本来の位置が確認できなかった。
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玉類は，石室の中央部分に 2つのまとまりとして出土している。奥壁よりの一群は管玉4個と水晶製

切子玉1個があり，そのやや西側に管玉3個と水晶製切子玉3個の一群が鉄器と一緒にみられる。さら

に西側の一群の周囲には4個の管玉が散在してみられる。これら以外には勾玉1個・管玉2個・水晶製

小玉l個・ガラス小玉32個・練玉221個以上を検出している。ガラス小玉は奥壁寄りの一群の周辺に多

くみられ，練玉は石室各所でみられるが西の一群のさらに西側に集中する傾向が強い。それ以外の玉類

については床面敷石検出中に出土したため，本来の位置については確認できていない。

鉄製品の中に釘は全く認められず，また，棺材と思われる木片等も認められなかったため，木棺を使

用していたかどうかについては確認できなかった。玄門部寄りのU字形鋤先2個が石室奥壁と平行する

ように揃えられていることや，中央部の遺物と側壁の遺物の聞にみられる空間のあり方などから，木棺

を使用したことが類推されるが，木棺は釘を使わない組合式か割抜式のものであったと思われる。また

玉類の出土状況から，被葬者は奥壁側に頭を向けていたと想定でき，さらに2つのまとまりがみられる

ことは，土器群の片付け行為とあわせて追葬を示唆するものであるといえよう。

周溝・墳丘

石室の内部とは全く対照的に，墳正の背後を取り巻く周溝の中からはほとんど遺物が出土していない。

図化した壷の口縁部破片以外は，若干の弥生土器の小片や須恵器の小破片がみられる程度である。これ

らは墳丘上部から周溝へ転落したものというよりは，正陵上方から流れ込んだものであろう。

また，墳正内からは古墳築造に伴う遺物は検出きれなかった。

(4) 出土遺物

石室出土遺物

須恵器(第70-74図)

蓋杯 (382-428)

出土時にセットになっていた蓋と身を，図面上では上下に並べてレイアウトした。 382-419まではセ

ットをなすもので， 420-428まではセットをなさないものである。

杯蓋は口径13.4-16. 4cm，器高3.9-5.6cmと法量にばらつきがあり，形態についても天井部が丸い

ものや平らなもの，器高が高いものや肩平なものなどがみられる。また，口縁部と天井部の境も稜を持

つものや沈線・回線をめぐらせるものがあり，口縁端部も内傾する四面をなすものや段を持つもの，丸

く収めるものなどのバラエテイ}に富む。ロクロの回転方向は概ね1対2の割合で右回転のものの方が

多い。天井部の内面に同心円スタンプの痕跡を残すものが9点にみられ，そのほとんどがナデ消そうと

しているのに対して， 384の1例のみは全く消そうともしていない。

杯身は口径l1.1-13.7cm，器高4.4-5.9cmと，蓋と同様に法量にばらつきがある。形態も底部が丸

いものや平らなもの，深いものや扇平で浅いものなどがみられる。口縁部の立ち上がりは総じて長く内

傾する傾向にあるが，直線的なものや屈曲するものがみられる。口縁端部も内傾する凹面をなすものや

段を持つもの，丸く収めるものや鋭く収めるものがありバラエティーに富む。ロクロの回転方向は概ね

1対2の割合で右回転のものが多い。底部の内面に同心円スタンプの痕跡を残すものが11点みられるが，

すべてナデ消そうとしている。同心円スタンプが複数残るものもあり， 397のように中心部に 2つが重

なって残るものもあれば， 406などのように広い範囲に複数のスタンプがみられその中心をナデ消して

いるものなどがある。
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第72図雄山5号墳石室内出土遺物実測図③ (1/3) 
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第73図雄山5号墳石室内出土遺物実測図④ (1/3) 

短頚壷 (429-431)

421 

蓋が1個と身が2個出土している。蓋429と身430はセットになった状態で出土した。蓋は比較的器高

が高く，天井部に小さな平坦面を持ち，口縁端部は内傾する凹面をなしている。身は肩の強く張る430

とややなで肩の431の2種類があり， 430は肩部にカキ目を施した施文工具原体による小さな刺突がみら

れる。

壷 (432-435)

432-434は偏球形の体部に大きく短く外反する口縁部が付くもので，口縁端部の収め方などに差がみ

られるものの，体部外面下半に平行叩きを施し，上半部は回転ナデで仕上げている点で共通している。

さらに434は体部外面上半と口頭部にカキ目を施している。いずれも内面の同心円文の当て具痕を上半

部では丁寧にナデ消している。 435は壷の口縁部としたが，他の器種の可能性がある。
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第74図雄山5号墳石室内出土遺物実測図⑤ (1/4) 
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聾 (436・437)

436は口縁部の破片で，大きく外反して端部を上下に拡張している o 437も大きく外反する口縁部を持

ち，肩が張らないなだらかな体部である。

麗 (438)

体部の最大径がかなり上位にあるため，強く肩の張った偏球形の体部を呈するO 頚部は直立気味に外

反し口縁部は大きく開く。文様などの装飾は全くみられない。

高杯 (439~441)

すべて無蓋の高杯である o 439は口縁部が直椋的に外方へ立ち上がる杯部で，中位には弱い稜がみら

れる。脚部はやや長脚化の傾向がみられ，脚端部は強く屈曲している。透かし孔は長方形で3方向から

施している。 440はやや内母気味に立ち上がる口縁部を持つ杯部で，下位の凹線の下に細かな櫛描き波

状文を施す。脚部は長脚化しており，ラッパ状に聞く形状をとる。透かし孔は長方形で3方向から施し

ている。 441は口縁部がわずかに外反した浅い杯部で，中位に稜の痕跡がみられる。脚部は440と同様の

長脚だが，透かし孔が円形である点が異なる。

土師器(第74図)

椀 (442)

口縁部が内替するもので，丸みを帯びた底部になだらかに連続している。

把手付椀 (443)

外上方に直線的に立ち上がる口縁部と丸みを帯びた底部を持ち，外面の中位に牛角状の把手を貼り付

けている。

鉄製品(第75~79図)

鉄鉱 (444~497)

鉄鉱には腸扶三角形鍛 (444 ・ 445 ・ 447 ・ 448 ・ 450~452)，三角形鎌 (446・449)，方頭鍛 (453)，長

頚鎌 (454~472 ・ 476 ・ 477 ・ 481 ・ 482 ・ 486 ・ 487 ・ 492) がみられる。腸扶三角形鍛は身の長さや形態

にバリエーションがみられ，逆刺も外へ開くものと聞かないもの，短いものと長いものがある。頚部関

の判明したものは台形闘が多いが， 445は斜関と思われる。 444・445・447は茎に木質が遺存してお

り， 452の身の中央には矢柄の痕跡が一部残る。三角形鉱と方頭鍛はいずれも頚部が台形関である。 446

は茎に木質が遺存する。長頚鎌は鍛身部の関が撫関のものがほとんどであるが， 456・464は角関である

と思われる。頚部関は判明したものはすべて台形関であった。 471・473・475・476・479・481には茎に

木質が遺存しており， 471は桜の樹皮と思われる O この他に頚部や茎の破片などが出土している。 493・

494は鉄鎌としたが万子の先端の可能性がある。

万子 (498・500)

498は片関の万子で，刃部半分と茎の先端を欠損する。関部での幅1.3cmと細身の万子である。 500は

万子の刃部の破片である。残存最大幅1.2cmと細身の万子で，直接接合はしなかったが同一個体の可能

性がある。

鉄鎌 (499・501)

共に曲刃鎌で， 499は基部を欠損しているが， 501は基部を折り曲げている。 501は土器群の中に突き

刺さるような状態で出土したもので，着柄角度は96.5度を測り，直角柄の左鎌である。
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U字形鋤先 (502-504)

3点が出土している。いずれも幅が18cm前後を測り，内側の装着部分にV字形の溝を有する点など

が共通しており，規格があったことが想定される。錆が著しく先端の観察が十分できなかったため，使

用痕の有無は確認できなかったが，十分実用に耐えうる大きさであり，儀礼用のミニチユア品ではない。

錨 (505・506)

共に先端部のみが遺存している。鈍と判断したが，長頚鎌の鉱身部の破片の可能性がある。

不明鉄製品 (507)

復元径7cmの環状をしたものの約 1/3程度が出土した。両端は折れており本来の形状を類推する

ことは困難であるが，鉄釧状のものが想定できる。
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玉類(第80-85図)

管玉 (508-520)

いずれも漉緑色を呈した碧玉製の管玉で，片側から穿孔がなされている。直径は12.5-7.0皿，長さ

は2.1-3.1皿の範囲内におさまる。全体に丁寧に研磨されているが，小口部分に研磨痕がみられるもの

もある。緑白色や淡緑色の縞模様が入るものもある。

勾玉 (521)

風化の進んだ白緑色を呈する結晶片岩製の勾玉で 1点のみが出土した。長き1.8cmの小型品である。

片側穿孔で，穿孔部の一部を欠損している。
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切子玉 (522-526)

5点が出土しているが，すべて水晶製の切子玉である。面取りを行い六角形に仕上げている。孔は片

側から穿孔されており，貫通した側の小口の割れを研磨して仕上げているようである。 525は鉄器の錆

が一部に付着している。

小玉 (527-558)

水晶製の小玉 l点以外はすべてガラス製である。 527は直径8.3皿の水晶製の小玉で、扇平な球形をして

おり，穿孔は片側から行っている。ガラス製の小玉は直径7.3-8.01阻のものと， 2.0-5.0皿の 2種類の

サイズがある。基本的には扇平な形態をするものが多いが， 529や538，557などは断面が方形の臼玉状

を呈している。色調は青色系を基本とするが，サイズの大きなものは紺色を呈し，小さなものは青色や

淡緑色を呈するものが多い。いずれも光沢を持っている。

練玉 (559-779)

5号墳から出土した練玉は，完形及びそれに近いもので221個体が数えられる。それ以外にも多数の

破損したものが出土しており，その総数は250個体以上が副葬されていたものと想定される。直径が6.0

-8.0mm大のものが大半を占めるが，中には559のように1.Ocm近いものもみられる。色は黒色を基調と

しているが，わずかに淡黒色や黒褐色，灰色を呈するものがある。また，断面の形状は円形のものが多

いが，なかには622・643・659などのように断面が方形の臼玉状を呈するものもある。これらの臼玉状

のものは両小口部分の面取りを行っているものもみられる。穿孔はおそらくすべて片側穿孔であると思

われる。
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周溝出土遺物(第86図)

マー「¥ぞ須恵器壷 (780)

大きく外反する口縁部の破片である。端部は内轡気味に収められてお

り， やや下方に肥厚している。 届直』占函

第86図 雄山5号墳周溝
(5) その他の遺構・遺物 出土遺物実測図(1 /4) 

S X02 (第61・87図)

雄山 5号墳の西方，墓道の先端付近で検出した浅い落ち込みである。墓道の先端を一部壊しているこ

とから，古墳築造よりも新しい遺構と判断できるが，古墳に伴うものかどうかはわからない。

内部からは須恵器・弥生土器片などがわずかに出土したにすぎない。 781は須恵器杯身である。口縁

部の立ち上がりは外反しながら内傾しており，端部は丸く収めている。 782・783は須恵器壷の口縁部で

ある。いずれも強く外反して開く口縁部で，端部は肥厚気味に収めている。 784は須恵器聾の口縁部で

ある。大きく外反しており，端部を欠損するが，外面に 2条の凸帯をめぐらせている。外面にはカキ目

がみられる。 785は弥生土器甑の底部である。中央に焼成前の穿孔が lつみられる。

」ヰミ才 ~-==t-~で で二〆
10cm 

届画面画面

¥町二;¥ノ!ii
第87図 雄山5号墳SX02出土遺物実測図 (1/4) 

包含層出土遺物(第88図)

雄山5号墳の調査区の包含層から出土した土器である。 786は須恵器杯蓋で，口縁部と天井部の境は

稜を持ち，端部は内傾する凹面をなしている。 787は須恵器杯身の底部， 788は肩部にカキ目を施した須

1言玉¥
¥年」ζフノ 平手ゾ

10cm 

匝画面画

792 

第88図 雄山5号墳包含層出土遺物実測図 (1/4) 
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恵器壷である。 789は弥生土器壷の底部， 790は須恵器棄の口縁で，外面に凸帯l条を施しその下位に櫛

描き波状文を施文している。 791は須恵器の無蓋高杯で中位に弱い稜を持つ。 792は円筒埴輪片で外面は

縦ハケ調整が顕著で、ある。

古墳築造以前の遺物(第89図)

雄山 5号墳の石室の掘り方を断ち割った際に出土した遺物であり，古墳築造以前のものである。 793

は弥生土器壷の口縁部である。 794-799は弥生土器聾である。 797は外面に叩き調整を施している。 800

は弥生土器高杯の破片である。 801は弥生土器の台付鉢の脚台である O いずれも弥生時代後期に属する

遺物である。

イ ー
¥よク
7二午二〈 /代、、、

796 

、会
10cm 途げ8 \~::ð 芳K( と口

届画面画面

第89図雄山5号墳築造以前の遺物実測図(1 /4) 

(6) 小結

雄山 5号墳は，直径約8mの円墳で，山側には周溝を馬蹄形にめぐらせていた。ほぼ西に閉口する左

片袖式の横穴式石室を埋葬施設としており，石室の床面には敷石が施されている。石室には石積みの羨

道が付かず，素掘りの墓道が直接玄門部で石室に取り付く構造をしている。

開墾などによって石室の上半部を失い土砂が流入したために，埋葬時の状態が良好な形で保存されて

いた。袖部に集中している土器群はほとんどが須恵器であり，特に蓋杯がセットになった状態で多量に

出土している。床面には鉄製品が残されていた。武具は鉄鎌以外には鉄剣などはみられず，逆にU字形

鋤先や鉄鎌などの農工具がみられることが大きな特徴であろう。玉類では碧玉製管玉や水晶製切子玉以

外に，多量の練玉が副葬されていたことが目を51く。練玉は石室中央付近に集中する傾向が強いが，石

室全体に散在しているものもあることから，一部は埋葬時に石室内に散布した可能性もあろう。

埋葬には木棺を使用したと思われるが，石室内には鉄釘は 1本もみられず，割抜式か木釘などで組み

合わせた木棺が使われたものと思われる。

玉類が大きく 2つにまとまりを見せる状況や，積み重ねられた土器群のあり方，さらに土器群中に突

き刺さるような状態で鉄鎌が出土してることなどから，追葬が行われた可能性が極めて高い。

出土した須恵器の蓋杯は，比較的口径が大きくなった段階のものであるが，杯蓋の口縁部と天井部の

境に弱い稜線を持つことや，杯身の口縁部の立ち上がりが比較的長めであることなどから，概ね大阪府

陶邑古窯祉群田辺編年(29)のTK10型式の特徴と類似する。このことは，須恵器の蓋杯以外の器種の年代

観とも特に矛盾しない。つまり，雄山5号墳は 6世紀中頃に築造された古墳で，築造からあまり時間を

おかない段階(須恵器ー型式分の範囲〉に追葬1回を行ったと推測される。
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3 雄山6号墳

今回の調査にあたって5号墳と同様に新たに検出した古墳である。南側の丘陵(尾根)の稜線から少

し下ったところで中央部が大きく窪んだ高まりが認められた。高まりの東側は開墾で切り落とされてお

り，枯れ葉などを除去したところ亜角喋が一部積まれたような状況を確認した。そこで中央部分に予備

調査のトレンチを設定して掘り下げたところ，上部を破壊された横穴式石室を検出した。 5号墳につづ

いて発見したことから，雄山 6号墳と名付けて調査を行った。

調査の方法としては，マウンドの東側は後世の開墾によって土地が改変されており，西と北にはクヌ

ギの大木が根を張っていることから，マウンドを中心とした長方形の調査区を設定した。当初は任意の

方向で土層観察用の畦を残しながら掘り下げを行い，石室上面の検出を行い主軸方向を確認した段階で，

主軸方向に直行する土層観察用の畦を設定し直してさらに掘り下げを行った。石室の上半部および玄門

付近を失っており石室内は土砂で完全に埋まっていたが，それが幸いして石室床面上には豊富な副葬品

ダヂ ー号、
「

/ 
」
ミごに

第90図雄山6号墳調査前地形測量図(1 /200) 
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が遺存していた。また，石室南側では周溝を確認することができた。すべての測量・写真撮影を終えた

のち，墳丘の断ち割り及び石室を解体して石室掘方の検出・調査を行い，さらにトレンチ調査で古墳下

位の遺構の有無を確認した。

(1) 墳丘と外部施設

立地(第91図)

南側丘陵(尾根)の稜線からおよそ10mほど下がった北斜面部の，比較的傾斜が緩やかな標高20m付

近に所在している。先述した雄山5号墳からは東南約18mのところにあたり，現況では中央に大きな窪

みのあるわずかな高まりが，散在するクヌギの木の間にみられるにすぎない。古墳の東方はミカンの果

樹園として開墾されており，墳丘の東側が一部切り取られており，南側は土取りによる高き約10mの断

~ 

，20m 
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第91図雄山6号墳調査後地形測量図(1 /100) 
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崖が追っている。他の古墳とは概ね 1-5号墳の延長線上にあたる位置関係である。

墳丘(第92図)

開墾による削平，流出や撹乱などによって墳丘の大半を失っているが，概ね 1/3程度が遺存してい

ると思われる。墳Eの西南部分の盛土が比較的遺存しているのに対して，それ以外の部分はほとんど失

っている。墳正南側及び予備調査のトレンチで検出した周溝から推定すると，直径約10mの円墳に復元

することができる。周溝を基準にしたこの復元径では石室が墳正の中央ではなく，やや北に偏った位置

にあたることになるため，本来はもう一回り大きな直径1ロ2m程度の円墳で、あつたと思われる (ω伽刷3却制0引)

土層断面の観察からは，上面が黒色を呈する基盤層(第92図の 5.・ 5層)が認められ，古墳築造前の
旧地表面が約10度の傾斜を持った斜面であったことがわかる。この層を掘り込んで墓墳を構築したのち

に，石室石材を積み上げながら裏込め土として盛土(同図の 3・4層)を行っている。この盛土層は非常

に堅く締まっており，詳細に観察すると 3-5 cm単位の縞模様がみられることから，壁面の石材を 1

段積んでは背後に版築状の盛土を行う工程を繰

り返して墳丘を構築していったことがわかる。

(2) 埋葬施設

石室(第94図)

雄山 6号墳の埋葬施設は，北西方向に開口部

を有する横穴式石室である。石室の主軸方向は

N630Wで，周囲の等高根とはおおむね斜行す

る方向をとっている。後世に石室上半部を破壊

されているため，天井石は 1石も残存しておら

ず，壁面の石材も失われている。左側壁で6段， 第93図 雄山6号墳石室上面実測図(1 /40) 

周溝

墳正の南側(尾根の稜線側)で緩やかな円弧

をなす周溝を確認している。周溝は基盤層を掘

り込んで作られており，検出幅で2.4m，深さ

0.8mを測り，断面の形態は緩やかなU字形を

呈している。また，調査区の東西にそれぞれ設

定した予備調査のトレンチにおいても周溝の痕

跡を確認した。墳丘の北側は大木の根による撹

乱などで確認することはできなかったが，斜面

の下側にあたるため元々めぐらされていなかっ

たものと思われる。

雄山 6号墳の周溝は，墳丘背後側が大きく幅

広く，墳丘両横側がすぽまる形もので，墳丘の

裾を馬蹄形にめぐっていたと想定できる。
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第94図雄山6号石室実測図(1 /40) 

右側壁で5-6段，奥壁は特に破壊が進んでおり 3-4段が遺存している。

石室の構造は，石室左側壁全面部分に巨大な撹乱坑が掘られているため，この部分の構造が判明でき

ず確定はできないが，袖部を有していれば左片袖式の横穴式石室であり，袖部がなければ無袖式の横穴

式石室ということになる。墓墳の形状をみると，左片袖式の雄山 5号墳の墓墳は袖部が屈曲するのに対

して，雄山 6号墳の場合は直線的に延びている。このことから類推すると，左片袖式というよりは無袖

式であった可能性の方が高いとみるべきであろう。また，右側壁の開口部側の 2石は右側壁と明らかに

角度を変えて並べられており，この位置で石室を区別する(もしくは区画する)意識が働いていた結果
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といえよう。これに対応する左側壁の石は明確ではないが，同様に屈曲していた可能性が高い。以上の

点をまとめると，雄山 6号墳の石室は無袖式の横穴式石室で，極端に短い羨道を有する構造であったと

ここでは理解しておきたい(:l])。

石室の計測値は，全長3.48m以上で，玄室長2.92m，玄室奥壁幅1.24m，玄室中央幅1.28m，玄門幅

1. 12m，羨道長O.56m以上，羨道幅1.08m以上，現存高O.92mを測る。玄室平面形態は縦横の比が 1

2.3の長方形プランを呈しており，玄室のす法とあわせて雄山5号墳の石室とほとんど同じ値を示す。

壁面は， 30-70crn前後の安山岩の塊石・板石を使用して構築しており，石の積み方は基本的に壁面

と直行する方向に小口を向けて積み上げている(小口積み)。右側壁と奥壁のコーナーは欠損しており

わからないが，左側壁とのコーナーでは両壁にまたがるような石材の使用は認められない。また，壁面

はそれぞれ少し内傾しており，基底石から順にわず、かづっ持ち送っているようである。石室壁面の控え

積みであるが，基本的に行っておらず裏込めの盛土で壁面の背後を支えている。ただし，裏込めの盛土

を行う際に，壁面に使用した石材とほぼ同大の石を数石埋め込んで、いる箇所が数カ所みられた。

現存していた石材はすべて安山岩であり，雄山 5号墳でみられたような花両岩は全く使用されていな

い。安山岩は角や稜に丸みがある亜角礁が多く，丘陵下から運ぴぴ、あげられたものと考えられる(悩3泣ω2幻)

石室の構築に先立つて，旧地表面を浅めに掘り込んだ断面箱形の墓墳を築いているが，左側壁側(西

側)の墓墳は鍵の手状の屈曲部が認められる。この屈曲部は，左片袖式の石室の構築を意図したことを

示す可能性があるが，結局は墓墳の右側壁側(東側)寄りのところで屈曲部に関係なく直線的な左側壁

を築いている。墓墳は長辺の一部が屈曲した隅丸長方形の平面形を呈しているが，開口部側(北側)の

形状は確認できていない。その規模は検出長5.24m，検出最大幅2.56mを測る。

石室床面には，雄山 5号墳のような板石や栗石などの敷石は施されていない。また，石室壁面の内側

に赤色顔料を塗布した痕跡も認められない点も 5号墳とは異なる点である。

墓道・閉塞施設

墓道に関しては，石室墓墳の開口部側の形状が確認できていないため，その有無は判断できない。た

だし，墓墳の開口部側がすぼまるような形状を呈していることから，存在しているとしても雄山 4号墳

のような幅の広い短いものであったと想定される。

石室の閉塞であるが，玄門部で、閉塞を行っているのか，羨道ないし羨門で、行っているのか，塊石を積

み上げるのか，板石で閉塞するのか，それを判断する資料は全く得ることができず，不明である。墳正

完成時には羨道及び墓道(存在するとすれば)は埋め戻されていたことが予想されるため，何らかの方

法で閉塞が行われたものであろう。

(3) 遺物の出土状況

石室(第95""'97図)

石室の中からは，多量の須恵器をはじめとして鉄製品や玉類などの副葬品が最終的な埋納状況を保っ

た状態で出土している。石室の主軸線から右側壁側の半分には多量の須恵器と少量の須恵器が列をなし

た状態で並べられていた。それらの土器群中には，鉄製品が散在していた。土器群の奥壁寄りの空間に

は赤色顔料が遺存しており，中央からは鏡が出土している。この周囲にも鉄製品が散在している。石室

左側壁側の奥壁の前には管玉・ガラス製小玉などの玉類がまとまって出土している。この他の玉類とし
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第95図雄山6号墳遺物出土状況全体図(1 /20) 
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第96図 雄山6号墳遺物出土状況詳細図①(1 /10) (数字は遺物番号と対応するFは鉄製品Tは玉類を示す)

ては練玉がみられる。その横には須恵器の高杯が1点出土している。

右側壁沿いに集中する土器のうち完形のものには，須恵器の蓋杯が15セット，セットにならない杯蓋

2，杯身 1，蓋とセットの短頚壷2 (ただし 1セットは高杯の杯部を蓋に転用している)，壷2，提瓶

2，睡し高杯1，土師器の椀3，把手付椀3，壷1がある。雄山 5号墳の出土状況とは異なり，部分

的に重なっているものも認められるが，ほとんどが重なっていない。とりわけ，須恵器の蓋杯は身と蓋

がセットになって置かれているものが圧倒的に多く，蓋が聞いた状態のものは 3セットだけである。

これらの土器群は右側壁に沿って 2列に平行に並べられているが，中央付近はやや方向を異にする短い

3列目がみられる。また，開口部側は右側壁が屈曲する直前で土器群が揃えられており，やはりここで
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第97図 雄山6号墳遺物出土状況詳細図②(1 /10) (数字は遺物番号と対応するFは鉄製品Tは玉類を示す)

石室を区画する意図がうかがえるのである。また，蓋杯の中には身の受部径が蓋の口径を上回るものが

セットになったものも数点みられることから，本来のセット関係にないものを組み合わせたものも存在

している。セットになったまま身が上に向いている(逆さまに置かれている)ものも認められる。これ

らの土器群と離れて奥壁の前で須恵器高杯(遺物番号844)が1点出土している。

鉄製品は，土器群中に散在するものと奥壁の前で土器とは離れて出土したものがある。土器群中で散

在するものには鉄鎌・刀子・鉄鎌があるが，鉄鎌(阿部0) は須恵器身の下敷きになって出土している。

鉄鉱はまとまった状態にはなく，方向も統ーされていない。奥壁の前のものも万子・鉄鉱であり，特に

まとめられたような状態ではない。

土器群と奥壁の空間部分には， 20X30cmの不整楕円形の範囲で赤色顔料が遺存しており，さらにそ

の中央には小型鏡(同882)が1面出土している。鏡面や周聞に布の痕跡は認められない。

玉類は，石室左側壁側の奥壁前に管玉8個とガラス小玉3個がまとまって出土している。これら以外

には管玉9個・ガラス小玉13個・練玉11個以上を検出しているが，康面検出中に出土したため，本来の

位置については確認できていない。

雄山 5号墳と同様に 6号墳出土の鉄製品の中にも釘は全く認められず，また，棺材と思われるよう
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な木片なども認められなかった。このため木棺を使用していたかどうかについては確認できなかった。

石室左側壁寄りの半分には玉類以外の遺物のみられない空聞があることから，ここに遺体を埋納した

ことがわかる。さらに，玉類のまとまりが奥壁よりで出土していることから，被葬者は頭を奥壁側に向

けていたことが想定できる。また，鏡と赤色顔料は被葬者の頭位近辺に埋納される例が多いことから，

石室右側壁寄りにも頭を奥壁側に向けた被葬者が葬られていた可能性が極めて高い。 1回の埋葬として

は副葬された土器の数の多いことや逆さまになった土器や蓋の開けられた蓋杯などの出土状況と合わせ

て，追葬を 1回行ったことが想定できる。石室右側壁側に鏡を副葬した最初の埋葬ののち，追葬時には

右側壁沿いに土器の片付けを行い(33)左側壁側に埋葬を行ったことが復元できょう。

周溝・墳丘

墳正の背後を取り巻く周溝の中からは須恵器などが出土している。特に周溝の南側(開口部の反対側)

底面では，須恵器の麗(遺物番号930)と高杯(同932)が一対で直立した状態で出土した。また，その

やや西よりの部分では周溝底面に折り重なった状態で須恵器大型聾の破片が集中して出土している。口

縁端部の破片は 1点も見あたらず，大型聾よりも破損しやすい聴や高杯が完形で出土していることから

類推すると，口縁端部を打ち欠かれた大型聾はこの場で破砕されて，その破片をまとめて周溝底に投棄

されたものと思われる。この他には周溝の埋土から須恵器横瓶や須恵器壷の口縁部，弥生土器小片が出

土しているが，弥生土器は周辺から流れ込んだものであろう。

また，墳正南西部分の調査中に完形の蓋杯などの須恵器や玉類が出土している。調査当時は，古墳の

墳丘を構築する途中に祭杷的な意味合いで墳正中に埋めたものとの判断をしていたが，土層断面と出土

位置の詳細な検討の結果，これらの土器群は，墳正の中央部に撹乱坑を掘った際に石室に納めてあった

ものが掘り出されたものであることが判明した。須恵器蓋杯の年代観も石室内のものと同時期である。

(4) 出土遺物

石室出土遺物

須恵器(第98-101・105図)

蓋杯 (802-834)

出土時にセットになっていた蓋と身を，図面上では上下に並べてレイアウトした。 802-831まではセ

ットをなすもので， 832-834まではセットをなさないものである。

杯蓋は口径13.1-15.5cm，器高3.9-6.0cmと法量にばらつきがあり，形態についても天井部が丸い

ものや平らなもの，器高の高いものや低いものなどがみられる。口縁部と天井部の境も稜を持つものや

沈線・回線を巡らせるものなどがみられ，口縁端部も内傾する凹面をなすものや段を持つもの，丸く納

めるものなどのバラエティーがある。ロクロの回転方向はわずかに左回転のものが多い傾向がある。天

井部の内面に同心円スタンプの痕跡を残すものが17点のうち 7点にみられ，そのすべてがナデ消そうと

しているが，完全に消し切れていないものが4点ある。

杯身は口径11.2-12. 9cm，器高4.1-5.6cmと，蓋と同様に法量にはばらつきがある。形態も底部が

丸いものや平らなもの，器高が深いものや扇平で浅いものなどがみられる。口縁部の立ち上がりはまだ

長めで内傾する傾向があり，直線的に内傾するものや屈曲するものがみられる。口縁端部も内傾する凹

面をなすものや段を持つもの，丸く納めるものや鋭く尖り気味のものなどがありバラエティーに富む。
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第98図雄山6号墳石室内出土遺物実測図① (1/3) 
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第99図雄山6号墳石室内出土遺物実測図② (1/3) 
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第100図雄山6号墳石室内出土遺物実測図③ (1/3) 

ロクロの回転方向は右回転・左回転が1対1の割合であり，どちらかが優勢というわけで、はない。底部

の内面に同心円スタンプの痕跡を残すものが12点みられるが，すべてナデ消そうとしているが，完全に

消し切れていないものが6点ある。同心円スタンプは805のように中心部に 1つのみのものもあれば，811

のように中心の周囲に複数のスタンプの痕跡がみられるものもある。

短頚壷 (835・836・838)

蓋が1偶と身が2個出土している。蓋835と身836はセットになった状態で出土した。身838は脚部を

欠損した高杯の身 (837) を蓋の代用としてセットになって出土している。蓋は器高が低く扇平な感じ

が強いもので，わずかに丸みを持つ天井部で，口縁端部は凹面をなし段を持つ。身はともに短く直立気

味に内傾する口縁部と肩の張った偏球形の胴部という形態をとるが， 836の方がやや小振りである。

壷 (839・840)

839はややなで肩気味の偏球形の体部に大きく外反する口縁部が付くもので，口縁端部は上下に肥厚

気味に拡張させている。体部外面下半及び肩部に平行叩きを施し，頚部と体部中央にはカキ目を施して

いる。底部は丸く仕上げている。 840はやや肩の張った体部に尖り気味の底部と大きく開く口縁部を持
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つもので，口縁端部は上方に摘み上げるように収めている。

提瓶 (841・842)

841は円形の体部の前面が丸く膨らみ，肩部には環状の把手を貼り付けている。口縁部はラッパ状に

聞く形態で，口縁端部はやや上下に拡張して肥厚させている。体部の平坦面には，円盤状の蓋を貼り付

けた痕跡が明瞭に残る。肩部を中心に自然軸がベッタリと付着し一部には玉だれがみられる。 842は小

型品で，やや扇平につぶれたような体部の肩部には鈎形の把手が貼り付けられている。口縁部は外反し

ており，端部はやや肥厚して平坦面を持つ。

麗 (843)

体部の最大径は体部中位よりやや上方にあり，なで肩で偏球形の体部を呈する。頭部はやや長めで直

立気味に外方へ聞き，内管気味に大きく開く口縁部が付く。端部はやや内傾する凹面を持つ。頚部上半

に波状文を施している。口径は胴部最大径を凌駕している。

高杯 (837・844)

837は無蓋高杯の杯部のみの出土で，短頚壷の蓋に転用されていた。杯部中位には弱い稜を持ち，口

縁部はやや外反気味に聞いている。脚部は長脚化したものが付いていたと思われ，わずかに3方向から

穿たれた長方形の透かし孔が残っている。接合できる脚部破片は石室内からも出土をみていない。

844はまだ脚部があまり長脚化していない小型の無蓋高杯である。杯部の中位には稜を持ち，口縁部

は外反気味に外へ聞いている。脚部は端部が内管気味に屈曲するもので，円形の透かし孔が3方向から

の穿たれている。

聾 (927)

927は石室内に流入した埋土のやや下位で検出した聾の破片である。やや外反気味に立ち上がる頚部

に内管する口縁部を持つ。端部はやや肥厚気味に丸く仕上げている。肩部は直線的に外方へ聞いている。

外面の調整は平行叩きの後に部分的にカキ自を施している。内面には当て具痕が明瞭に残っている。

土師器(第101図)

椀 (845-847)

3点が出土している。いずれも口縁部が内轡するもので，丸みを帯びた底部になだらかに連続してい

る。 845は器壁が薄く仕上げられており， 847は浅く杯のような形態を持つ。

把手付椀 (848-850)

3点が出土している。雄山5号墳出土のものに比べると一回り以上小さい。いずれも外上方に内轡気

味に立ち上がる口縁部と丸みを帯びた底部を持ち，外面に牛角状の把手を貼り付けている。 849は平ら

な底部を持ち，把手は外面下位に貼り付けている。 3点とも指頭痕が残る。

壷 (851)

算盤形の胴部に短く外反気味に立ち上がる口縁部が付く壷である。外面はハケ調整で仕上げており，

内面には指頭痕が明瞭に残る。黒斑は認められないが，胴部外側の一部に赤彩の痕跡のようなものがみ

られる。

鉄製品(第102・103図)

鉄鉱 (852-874・877・878)

鉄鉱には腸扶三角形鎌 (852・853)，三角形鍛 (854)，圭頭鎌 (855-858)，長頚鎌 (859-869)がみ
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第103図雄山6号墳石室内出土遺物実測図⑥(1 /2) 

られる。腸扶三角形鎌は身の長きや形態が似ており，逆刺も外へ聞いている点が共通している。 852の

頭部関は角関である。 854は三角鍛の身としたが，腸扶三角頭鎌の鎌身である可能性もある。圭頭鎌も

鎌身幅が似ており，関の判明したものは角関である。 857は圭頭鉱としたが，三角形鎌の可能性もある。

長頚鉱のなかで全体の形状のわかるものは859しかみあたらない。 859の頚部関は撫関であるが， 867は

角関になる可能性がある。また，頚部闘が判明したものはすべて台形関であった。 859の茎には木質が

遺存している。この他に頚部や茎の破片など (870-874・877・878)が出土している。

万子 (875・876・879)

875はほぼ全体が残る両関の万子で，径2.0cm，幅1.6cmの鉄製の飾金具(把口金具)が錆着しなが

ら残っている。 876は茎の長き5.6cm，関での刃幅1.7cmで茎には木質が遺存している。 879は関付近の

破片で，関部での刃幅1.7cmを測る。

鉄鎌 (880)

長さ12.3cm，刃幅2.1cmの曲刃鎌で，基部は折り曲げている。着柄角度は97度を測り，やや鈍角気
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味の直角柄である。

鈍 (881)

881は残存長6.2cm，最大幅1.6cmでややすぽまり気味の板状を呈する。ここでは鈍と判断したが，

他の器種の可能性もある。

鏡 (882)

鈍い銀色を呈する銅鏡で，赤色顔料に包まれるような状態で鏡背面を上にして出土した。遺存状態は

良好であり， X線写真でも亀裂や欠損は認められなかった。ただし，鏡背には土砂が硬くこびり付いて

おり，肉眼で文様を確認することは不可能な状態であった。本文執筆中の段階ではまだ保存処理中であ

るため，後述する文様などはすべてX線写真を資料として記述したものである。

鏡は面径5.6cm，鉦座径0.8cm，鉦の高さ0.3cm，縁の厚さ0.5cmをはかる。周縁端部をわずかに厚くし

て縁部を意識していると思われる。

鏡背の文様は，鉦座や周圏を持たない鉦の周囲に， 4-5重の円形に珠文を巡らせた珠文帯がある。

一部に重複するような部分もあり，同心円状というよりは渦巻き状にもみえるものである。その外側に

は櫛波文帯を巡らせ，さらにその外側で周縁端部の際にかけては「の」字のような変形渦巻き文帯を巡

らせている。 X線写真の観察によると，この変形渦巻き文帯は周縁に接するように施されている。鏡面

側に文様を施している可能性もあるが，通常は鏡面には文様を施きないため，鏡背の周縁の斜面部分に

変形渦巻き文帯が施されていると考えたい。

鏡面や鏡背には布などの付着した痕跡はみられなかった。

玉類(第104図)

管玉 (883-885・887・889-891・894・895)

漉緑色を呈した碧玉製のもの (887・889-891・894)と緑白色を呈した緑色疑灰岩製のもの (883-

88・895)の2種類の材質がみられる。片側からの穿孔のものが多いが， 885・895の2点は両側から穿

孔している。直径は7.5-4.5mm，長さは16.5-24. Ommの範囲におさまる。緑色凝灰岩製のものは表

面が風化しているが，碧玉製のものは丁寧に研磨されており，小口部分には研磨痕がみられるものも認

められる。また，碧玉製のものにはわずかに縞模様が入るものもみられる。

小玉 (900・901・904・906-915)

すべてガラス製の小玉である。直径10.0-3. Ommのもので，直径6.0mm前後を境として大小に2分

することができる。基本的な形態としては，扇平な球形を呈するものが多いが， 908や911などは断面が

方形の臼玉状を呈している。色調は青色を基本とするが，紺色や淡青色を呈するものもある。大きさに

よって色が異なるというわけではないようである。いずれも光沢を持つものである。 901はガラス内部

に細い白色の線が3本入っているのがうかがえる。

練玉 (916-922・924-926)

6号墳から出土した練玉は少なく，墳丘盛土から出土したもの(本来は石室内のものと思われる)や，

破片として出土したものを含めても11個体強しか認められず 5号墳における練玉のあり方とは大きく

異なっている。直径は7.5-9. Omm，重量は0.4g前後とほぼ同大で，黒褐色を呈するものが多いが，中

には灰色を呈するものも認められる。断面の形状も円形を呈するものがほとんどであるが， 924は隅丸

方形に近い形状を呈している。穿孔はおそらくすべて片側穿孔であると思われる。
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周溝出土遺物(第105図)

須恵器壷 (928・929)

いずれも口縁部の破片が出土している。 928は途中で屈曲して外反する口縁部に内轡気味に立ち上が

る端部を持つ。端部は丸く収められており，外面には回線を施す。 929は直立気味の口縁部が大きく聞

いて端部に至るもので，端部は丸みを持って収められておりわずかに面を持つ。

須恵器麗 (930)

後述する須恵器高杯 (932) とセットで周溝の底面に直立した状態で出土した。直線的に外上方へ短

めにのびる頚部に，内管気味に聞いて立ち上がる口縁部を持つ。端部は内傾する凹面をなしている。口

径は胴部最大径をわずかに凌いで、いる。胴部はわずかに肩の張る偏球形を呈している。底部は平行叩き

調整で仕上げられており，丸みを持つ。

須恵器横瓶 (931)

周溝の埋土中から破片で出土した。外面調整の平行叩きとカキ目の方向から，横瓶の胴部と判断した。

部分的にしか接合できなかったため，図上では偏球形の胴部に復元したが，実際のところははっきりし

てです子

o 10cm 

第105図 雄山6号墳石室内及び周溝出土遺物実測図① (1/4) 
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ない。偏球形(俵形)の胴部にやや内傾しながら外反する口頭部が付いていたものと思われる。

先述した須恵器麗とセットで出土した無蓋の高杯である。杯部は中位に稜を持ち，やや外方に聞き気

味の口縁部が付く。口縁端部は丸く収められている。脚部はやや長めで、端部付近で、外へ大きく屈曲し，

須恵器高杯 (932)

湾曲気味に収めている。透かし孔は長方形で3方向から穿孔している。文様は施されていない。

須恵器聾 (933)

周溝の底面にへばりつくような形に折り重なった破片の状態で出土した。接合したところ，底部から

口縁端部の破片は全く出土していない。最大径をほぼ胴部中位口頭部までを復元することができたが，

に持つ球形の胴部に大きく外反しながら開く口頚部が付く形態で，胴部最大径85.8cm，器高は残存で
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雄山6号墳周溝出土遺物実測図② (1/6) 
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第106図



98.4cmを測る大型品である。調整は外面が叩き調整で仕上げられており，内面は当て具痕を丁寧にナ

デ消している。底部と胴部の下半の一部が大きく焼け歪んで、いる。

他の場所で口縁部を意図的に打ち欠いたのちに，周溝内に収めたか，周溝内で破砕したという行為が

出土状況から想定できる。

一墳丘盛土出土遺物(第104・107図)

石室の南西側の墳丘盛土の最上部で須恵器と玉類が出土した。調査当時は墳正構築時に墳正内に埋納

した土器・玉類と考えていたが，整理作業の過程で，中央に掘られた撹乱坑の土が堆積したものであり，

土器類は石室の内部から士と共に掘り出されたものであることが判明した。須恵器葦杯、の形態は石室内

の蓋杯の形態と類似しており，同時期のものと判断できる。

須恵器杯蓋 (934-936)

完形品 (934)を1点含んだ3点が出土している。いずれも口縁部と天井部の境に弱い稜を持ち，端

部は内傾する凹面を持つ。 936の端部には段がみられる。 934の天井はやや平坦で、ある。胎士や焼成，ヘ

ラ削りの感じなどからみて蓋934は身937とセットであった可能性が高い。

須恵器杯身 (937-939)

杯身も完形品 (937)を1点含んだ3点が出土している。口縁端部の立ち上がりは.937と938が屈曲

気味に内傾して立ち上がるのに対して.939は直線的に内傾して立ち上がっている。口縁端部も937と938

が丸く収めているのに対して.939は内傾する四面をなしている。 938は器高がやや深めに復元したが，

もう少し浅い可能性もある。 937は平坦な底部外面にシッタのような台座とみられる痕跡が3カ所にみ

られる。

須恵器短頚壷 (940)

身が1個出土した。ややなで肩で偏球形の胴部に短く直立する口縁部を持ち，端部は丸く収めている。

口縁部及び胴部上半にカキ目を施している。
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第107図雄山6号墳墳丘盛土内出土遺物実測図(1 /4) 
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須恵器聾 (941)

口頚部の破片が出土している。短めに大きく外反する口縁部で，端部はやや肥厚させて丸く終わって

いる。外面に凸帯状を 1条巡らせている。

管玉 (886・888・892・893・896-899)

8個が出土しており，濃緑色を呈する碧玉製のもの (886・893・896-899)と緑白色を呈する緑色凝

灰岩製のもの (888・892)がみられる。 897・898は他に比べて直径が4.0mm程度，長さが9.0mm前後

と一回り小さいものである。また， 899は長きが6.5mmと他に比べて短く，欠損品を再加工した可能性

カまある。

小玉 (902・903・905)

3点ともガラス製の小玉である o 902・903がやや大きめで紺色を呈しているのに対して， 905は小さ

めで淡青色を呈している。いずれも断面が偏球形をしている。

練玉 (923)

1点のみが出土した。黒褐色をした球形をしており，一部を欠損している。

(5) その他の遺構・遺物

包含層出土遺物・古墳築造以前の遺物(第108図・ 109図)

三千六
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第108図 雄山6号墳包含層及び古墳築造前出土遺物実測図① (1/4) 
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第109図 雄山6号墳包含層及び古墳築造前出土遺物実測図② (1/2)

942-953・960・961は包含層から出土した遺物である。 942-944は須恵器杯蓋で，口縁部と天井部の

境は942・943が沈線を， 944が凹線をめぐらせている。また，口縁端部は942・943が内傾する凹面をな

すのに対して， 944は丸く収めている。天井部の形態は942が平坦面を持つが943は丸くなっている。 946

は須恵器杯身である。口縁部の立ち上がりは直線的に内傾しており，端部は丸く収めている。 947は須

恵器短頚壷である。肩の強く張った胴部に内傾する口縁部が付くもので，肩部外面にカキ目を施してい

る。 948・949は須恵器壷である。 948は屈曲気味に大きく外へ開く口縁部で，端部は肥厚して丸く収め

ている。 949は外面にカキ目を施している。 950-952は須恵器聾である。 950は大きく開く口縁部を持ち，

外面に 1条の凸帯を貼り付けている。凸帯下には櫛描き波状文を施している。 951は聾としたが壷の可

能性がある。 952は外面に櫛描き波状文を施す小破片で，器台の一部と判断したが他の器種の可能性が

ある。 953は土師器高杯の杯部である。屈曲して外反気味に外方へ開く口縁部を持つ。杯部下半にヘラ

ミガキを施している。 960はサヌカイト製の打製石斧である。刃部には使用による磨滅痕・擦痕が明瞭

に残っており，基部側縁には離打痕がみられる。 961は先端を欠損する凹基式の打製石畿である。サヌ

カイトで作られている。

954-959は雄山 6号墳の石室の掘方を断ち割った際に，墳丘築造前の旧地表以下から出土した土器で

ある。 954・955は製塩土器の脚台部である。 956は人物の手のような形をした土製品であり，人物埴輪

の可能性もあるが，墳正築造前の土層から出土しており別の土製品であろう。 957-959は弥生土器の小

破片で，いずれも弥生時代後期に属するものである。

S K01 (第91・110図)

雄山 6号墳の周溝内の南西部で検出した土坑である。土坑の埋土が周溝の埋土と近似していたために，

周溝の掘り下げ時には確認できず，周溝の底面において検出した。検出レベルで、の規模は南北60cm，

東西40cmの楕円形で，深さは25cmであった。おそらく 6号墳の周溝が埋没した後で，上から掘り込ま

れたものと考えられるが，上半部の形態や規模については確認で、きていない。土坑の内部からは土師質
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962 
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10cm 
田両画面

第110図雄山6号墳SKOl出土遺物実測図 (1/4) 

土器鍋・土師器小皿・土師質の竃と鍋のミニチュア品が出土している。

官ラ:;11

962は口径33.2cmの吉備型の土師質土器鍋で，口縁を下にした状態で出土している。器壁が薄く作ら

れており，内・外面共にハケ目調整を基調としている。底部を欠損しているが土坑内からは底部の破片

は全くみられず，底部を打ち欠いた後に土坑内に伏せ込んだことがわかる。 963は鍋の内部に納められ

ていた土師器小皿である。口径が8.2cm，器高が1.3cmを測り，底部はヘラ切りである。 964は鍋が竃

に掛けられた状態を表現したミニチュア品である。鍋の口径が15.6cm，全体の器高は6.6cmを測る。鍋

の底部外面は煤が付着しており，実際に火を受けた痕跡が残っているが，サイズ的に実用品とは考えに

くい。鍋と竃を別々に作り最後に接合したことが判明している。このミニチュア品も鍋の内部から出土

している。鍋や小皿の年代観から， 12世紀後半-13世紀にかけての鎌倉時代の遺構であることがわかる。

(6) 小結

雄山6号墳は，直径約12mの円墳で，山側には周溝を馬蹄形に巡らせていた。ほほ北西に閉口する無

袖式の横穴式石室を埋葬施設としており，石室には極端に短い羨道を有し，その先には素掘りの墓道が

取り付く構造をしていたと想定される。

後世の開墾で石室の上半部を失い土砂が流入したために，埋葬時の遺物が良好な形で保存されていた。

須恵器を中心とした土器群は石室の右側壁沿いに列をなしており，蓋杯がセットになった状態で多量に

出土している。鉄製品は少量であり，武具は鉄鎌だけで，他は鉄鎌や万子などの農工具である。玉類に

は管玉・小玉・練玉がみられる。奥壁前の赤色顔料の中に銅鏡が1面副葬されていた点は特筆される。

埋葬には木棺の使用が想定されるが，石室内からは釘はまったくみられず 5号墳と同様に割抜式か木

釘などを使用した木棺が使われたものと思われる。鏡の出土状況や，玉類のまとまった出土，列をなし

た土器群と土器群中に散在する鉄器などのあり方から追葬が行われた可能性が極めて高い。

出土した須恵器の蓋杯は 5号墳石室のものと同じ特徴を持ち，概ね大阪府陶邑古窯祉群田辺編年の

TK10型式の特徴と類似している。須恵器の他器種の年代観もそれと矛盾するものではないと思われる。

雄山 6号墳は 6世紀中頃に築造された古墳で，築造時の初葬の段階で石室右側壁側に鏡を副葬した遺

体を納め，それからあまり時間をおかない段階(須恵器一型式分の範囲)に石室左側壁側に追葬を 1回

行ったと推測される。
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4 雄山 7号墳

予備調査で確認した古墳である。石室基底石がかろうじて残る程度の遺存状況で，古墳の上部構造の

大半は失われていた。しかし遺物の遺存状況は良好で、，玄室床面には須恵器・鉄製品が原位置を留めた

状況で出土している。

調査方法は石室規模・主軸に合わせ，玄室内を 4分割するセクションを設定し，それを墳丘に延長し

た。予備調査等の関係により，石室北西小口前面・墳丘盛土西端付近の一部を失ったため，当該箇所の

セクション図は存在しない。

(1) 墳丘と外部施設

立地(第111図)

1~6 号墳は尾根斜面部に周辺地形に平行しでほぼー列に並んで立地しているが 7 号墳は趣を異に

している。前述したように 4号墳は雄山から北東に延びる尾根とそこから癌状に派生する尾根の付根

に位置しており 7号墳はこの派生する尾根の現状での頂部付近から東斜面にかかる位置に占地する。

4号墳との墳E裾部間距離は約 5mと近接しており，さらに対象地外に所在する 3号墳(見かけの墳裾)

とも近い位置関係となる。なお 7号墳玄室床面の標高は，約13mを測る。

墳丘(第111・112図)

直径約6.5m前後を測る円墳である。上部は削平により失われていたが，周溝上端から約0.5mの高さ

で墳正は遺存している。石室は墳丘中心やや南西に位置している。

盛土の状況は 4号墳で示したような詳細な報告ができる遺存状況ではないが，墓塘掘削を含む石室

構築と関連した墳丘築造を想定することができる。以下，順を追ってその状況を説明する。

第112図の土層番号2 (以下，土層番号のみ明記)は，旧地表を示すと考えられ，おおむね旧地表に

沿った傾斜で堆積している。石室に直交・平行した両セクションに認められ，旧地表はおおむね南から

北方位に10。の角度をもって傾斜していることが分かる。 F-F'聞のセクション図によると，墳丘南東

付近で旧地表が途切れており，旧地形の整形を行ったと想定できる。

次に 1の盛土がなされる。その範囲はセクション図によると，おおむね墳丘北半に限られており，斜

面下方側，つまり旧地表の痩せている箇所に盛土を行うことによって，墳丘基礎を築造すると同時に，

水平な墓墳掘削面を整えたと考えられる。墓墳掘削前の盛土であり 4号墳で確認した基部盛土と共通

した性格のものである。盛土施行状況は，版築工法に準ずるような盛土ではなく，一度に積んで、いるた

め，軟弱なものである。

基部盛土施行後，墓墳は掘削されるが， G-G'間セクションによると，掘り込み面は石室南西側で

は地山整形面であり，北東側では削平により明らかでないが，おおむね削平面とほぼ同レベルであった

と想定することができる。土層観察の限りでは，墓墳深度は極めて浅く，基底石設置後，墓境内裏込め

土が充填され，その後石室構築と平行した盛土である 4が積まれている。

以上，墳正築造と石室構築の関係をまとめると，①旧地形整形，②基部盛土，③墓墳掘削，④墓境内

裏込め，⑤石室構築と平行した盛土という墳丘築造・石室構築過程が復元できる。
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周溝(第113図)

¥ 

¥ 

ムH'

/ 

第111図雄山7号墳墳丘測量図 (5=1/100)

/ 

明確な掘り込み断面をもっ周溝が，尾根頂部側を中心に確認できる。周溝幅はO.6-0. 7mを測り， O. 3 

m前後の深度をもっ。断面形状はセクションの設定箇所それぞれで異なり， U字形・逆台形・浅い皿状
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と多様である。埋土は開削後，緩やかに流入したにぶい黄褐色粘質土が下層ないし肩部に堆積し，その

後黒褐色混砂粘質土が一度に堆積し，最終的に埋没している。

4号墳との間隙部分(墳正南東側)には明確な周溝は確認できず，幅広かつ浅い溝状の落ちがみられ

る。この溝状落ちが4号墳に伴い，明確な掘方をもっ周溝と重複関係を有するため，当該箇所でそれが

確認できないという可能性も残るが，第114図の土層断面等が示すように，前後関係を肯定できるもの

ではない。そのため，周溝平面プランは尾根頂部側に位置し，墳形に沿って馬蹄形を呈していたと考え

られる。
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13.80m 

L' 

o 1m 

(2) 埋葬施設

石室(第115図)
13.80m 13.80m 

埋葬施設はN610Wにとる横

穴式石室で，周辺地形に対し斜

行する主軸方位をとる。地形改

変による削平のため，基底石を

残す程度の遺存状況で，基底石

すら確認できない箇所もある。

平面規模は石室全長2.82m，玄

室長2.54m，玄室奥壁幅O.93m

玄室中央幅O.74m，推定玄門部

幅O.46mを測る。後述するが，

羨道部は存在せず，墓墳掘削時

に同時に掘り込まれた墓道が連

結している。

墓壌は地山整形，基部盛土設

置後に掘削されている。平面形

はおおむね長方形を呈し，一方

の小口部には舌状に延びる墓道

が取り付くと想定できる。墓墳

長軸長約3・1m，幅1・4-1・6m ~I 

を測り，基底石設置後の裏込め 問

が十分行えない程の規模である。

また，深度はO.1-0.2mと浅く

先に触れたように基底石レベル

から石室構築と平行した盛土が 出08.ol 出08・ol0 1m 

施されている。

玄室プランは中央部において 第115図雄山7号墳石室実測図 (S= 1/40) 
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土圧により内側にせり出していることを考慮しても，極端に幅狭であり，竪穴式石榔の可能性も想定可

能である。しかし右側壁と玄門部の隅角部分で，右側壁の石材が玄門部の石材の上に置かれている点を

重視し，右片袖式の横穴式石室と判断した。玄門部幅に比して奥壁幅がやや幅広であるが，羽子板状プ

ランと言えるものではなく，元来は狭長な長方形プランを呈していたと想定できる。また，棺台設置個

所と奥壁側両側壁の間隙がほぼ等間隔である点から，奥壁側に限っては，原位置に近い状態であると想

定できる。

床面は墓境掘削時の底面には10石の石材を確認した。そのうち木棺を安置させるための棺台と思われ

る石材が7石あり，他は転落した壁体使用石材等であると考えられる。棺台の上端レベルは奥壁側がや

や高く，埋葬頭位を奥壁側に向けていた可能性があるが，詳らかではない。なお，床面の高さは墓墳底

面と同様であるが，基底石を見ると奥壁寄りでは床面上に置かれているが，中央部から玄門部側にかけ

て，基底石設置箇所に0.1m弱の置土を行っている。調査段階では，右片袖の横穴式石室で，一部の基

底石は置土を行った後に設置すると想定したが，類例に乏しく，検討の余地がある。

基底石の石材は， 30cm前後の塊石から厚き10cmにも満たない板状石材までみられ，大きさ・形状の

整った石材を使用する意図は読み取れない。前述したように基底石設置レベルも一様でなく，奥壁側の

み墓墳底面(玄室床面)に置かれている。石材の積み方も，横積み・小口積みが混在し，規則性はみら

れない。左側壁の一部に基底石より上段の壁体が遺存しており，その在り方は，基底石使用石材と大差

のない塊石を横積みないし小口積みしている。しかし，これらの壁体は土圧により激しく内傾し，削平

段階に原位置を失っている可能性が高い。

墓道・閉塞施設(第116図)

予備調査により大半を掘り抜いてしまい，全容は明らかでないが，墓道は墓墳と同時に掘削されたと

想定できる。検出した限りでは墓墳の一方の小口部から舌状に延びており， 4' 5号墳の在り方と近似

したものと想定できる。玄室床面と墓道底面の関係であるが，前述した基底石設置レベルの高低差を考

慮すると，段差は確認できないが，墓墳・墓道掘削段階には， 0.1m程の緩やかな段差が存在する。権

構造は確認できないが，玄門部に 2石ある基底石を桓石と想定すると，竪穴系横口式石室とすることも

可能である。なお，第112図が示すように，墓墳裏込め土と墓道埋土の識別は不可能であったが，掘り

直しを想定できる埋土は一切確認できず，初葬のみの埋葬と考えられる。

ここでは右片袖式の横穴式石室と想定しており，玄

門部の左側壁と接する石材を袖部として，その脇に位

置する石材を閉塞石と判断した。右側壁との隅角部分

の石材は既に失われており，詳細は不明であるが，袖

石と左側壁間に 2石並べられていたと想定できる。な

お，関塞石に対する控え積みはみられない。

(3) 遺物の出土状況

玄室(第117-119図)

13.80m 

M 

13.80m 

M' 

1.にぷい貧褐色 (10YR 5/3)混砂粘質土
浅黄色 (2.5Y7/3)シルト質土ブロック含む

0 
届画面画面

1m 

第116図雄山7号墳墓道断面図(s=1/40) 

玄門部を中心に須恵器，石室中央やや北寄りに鉄製品がそれぞれほぽ原位置で出土している。棺台の

在り方から，鉄製品は棺内に副葬されていた可能性が高い。鉄製品は鉄鉱鎌身部4，鉄鉱頭部片 3，須

恵器は杯身10，蓋杯10，短頚壷2，土師器小型丸底壷1がみられる。須恵器の出土した玄門部床面には，

-129 -



E
O
∞.閃

ω
・∞ロヨ

ω
・∞ロヨ

1m 

第117図雄山7号墳玄室遺物出土状況図 1(S = 1/20) 

棺台に一部重なるように30cm弱の塊石が存在する。当初，壁体の一部が転落したものと想定していた

が，掘り下げが進み，左側壁基底石の下方に潜り込ませる形で検出され，さらにそれに接するように須

恵器が置かれていることが判明し，この塊石は棺設置後，その安定を計るための控え積み的な石材であ
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第118図雄山7号墳玄室遺物出土状況図2 (S = 1 /10) 

った可能性が高いが，須恵器を副葬する空間を創出した可能性も拭いきれない。

須恵器は，玄門部において規則性は持たないものの，整然とした状態で埋納されている。杯身・蓋杯

それぞれ10点のうち， 6点はセット関係で出土している (974・984，975・985，976・986，977・989，978 

・987，979・990)。須恵器内には少なからず土が混入しており，すべての土に対し，洗浄・フローリン

グを行ったが，食物供献の痕跡は認められなかった。セット関係で出土した12点以外にそれぞれ4点杯

身・蓋杯が出土している。その出土状況を見ると， 982・983・972は，セット関係を取らず，口縁部を

上に向けた 3段重ねという出土状況であった。 981・980・991も崩れているが，全く同様の埋納方法で

あるO また， 973はセット関係で出土した978・987の下に位置し，口縁部を上に向けていた。 988は口縁

部を上に向けており，位置関係から981・980・991と関係する可能性はある。短頚壷は 2点出土してお

り，互いに接するようにいずれも口縁部を上に向けて副葬されていた。その脇には士師器小型丸底壷が

出土しており，用途の類似する器種が近い位置に置かれていると言える。

セット関係を取らない重ねられた杯身・蓋杯の存在は，追葬に伴う片付けの所産とも類推可能である

が，墓道の掘り直し痕跡はみられず，副葬品の整然とした配列等から単葬墓であると判断できる。
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第119図雄山7号墳玄室温物出土状況図3 (石室:S= 1/20，遺物 :S=1/4)
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周溝

周溝の遺物出土状況は極めて稀薄で、ある。第113図の 1-1.間周溝断面の土層番号1において，馬形

埴輪片を数点確認しているのみで，その他の周溝埋土から埴輪，須恵器等の出土は皆無に近い。なお，土

層番号lは，周溝の最終埋没段階に，墳正外から流入したものである。また， 4 . 7号墳聞の溝状落ちに

は多量の埴輪・須恵器が出土しているが， 7号墳の周溝遺物出土状況から， 4号墳に伴う遺物と判断した。
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965-967は腸扶三角形蟻である。 965は逆刺部の一部と頭部下半以下を欠き，残存長は残存鎌身長と

同じ7.0cm，鎌身幅は中央部で2.5cmを測る。 X線撮影によると，逆刺部は扶りが深く，刃部側は緩や

雄山7号墳玄室床面出土遺物実測図 1第120図

かに開いている。鎌身は平造りで，頚部断面は方形である。 966は965と似た平面形態を持つが，鎌身は

片丸造りないし両丸造りである。逆刺部の一部と頚部下半以下を欠き，残存長は6.6cmを測るO 土圧に

よるためか，逆刺部は頭部と接しており，元来の形状は不明であるが，現状では刃部は三角形をなした

後，ほほ直線的に下り，逆刺部に至る。頚部断面は方形である。 967は大半が欠損しており，残存長は

4.3cmしかない。逆刺部は深く，残存刃部は先端に向かつて弧を描いており， 1. 5cm前後延長した箇所

で刃部先端が復元できる。 968は無頚鎌である。逆刺部の一部を欠くのみで，ほぽ完存している。残存

長・鉱身長は8.6cm，刃幅4.5cmを測る O 透し穴はないが，大形の鎌身を有する O 鍛身中軸線上におい

て木質痕が両面に遺存しており，矢柄の一部と考えられる。鎌身は平造りである。無頚鎌は4-6号墳

このタイプの鉄鉱は古墳時代後期に入り，関東地方を中心に盛行す

7号墳の被葬者像を想定する上で意義深い資料である。 969は断

つd
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では確認できず，杉山氏によると，

るという状況を示すとされており (34)



面が方形をなす鉄鉱頭部である。 970・971は鉄鉱頚部~茎部である。共に台形関で，頭部断面は方形，

茎部断面は円形を呈する。 970の茎部には木質が遺存する。 965-967と接合関係は持たないが， 969-971 

はこれら腸扶三角形鎌の頭部~茎部であると考えられる。

須恵器 (972-991) 

すべて玄室床面玄門側で検出し，前述したように一括性の高い資料である。出土時に蓋坪・坪身がセ

ット関係で出土したものは， 974と984，975と985，976と986，977と989，978と987，979と990の6組存

在する。

蓋坪 (972-981)

口径と器高により， 972・973，974-976， 977， 978， 979， 980・981の6群に分類できる。ロクロの

回転方向は973と979のみが左回転で，他は右回りである。端部や焼成の差異がみられるが，煩雑になる

ため細分は行わなかった。

972・973は口径11.5cm前後，器高3.8cmを測る。口縁部と天井部との境はやや突出し，にぶい稜を

もっ。口縁部は斜め外方へ聞き気味に垂下し，端部に至り，端部は972がわずかに内傾する段を， 973が

内傾する凹面をもっ。天井部はやや丸味のある狭い平坦面を有する。 974-976は口径12.2cm前後，器

高4.6cmを測り，器高の高い丸味のある天井部を有する。口縁部は974が内湾気味に垂下し， 975-・976

は外方にやや聞く。端部はわずかに内傾する段をもち，天井部と口縁部との境に断面三角形の稜線を施

すが， 976は三角形をなさず，突出するものの丸味を有する。 977は口径12.7cm，器高4.7cmを測る。

器形は975・976に似るが，法量がやや大きい。稜は断面三角形を呈するが，にぶいものである。 978は

口径12.5cm，器高3.85cmを測り，天井部平坦面が広く，低い器形である。口縁部は垂下し，天井部と

口縁部の境にややシャープな稜をもっ。端部はわずかに内傾する面をもち，段を有する。天井部の器厚

が他に比して，分厚い作りとなっている。 979は口径13.5cm，器高5.0cmを測り，天井部が高く，丸い

器形である。天井部外面のヘラ削りは粗く，全体の 1/2程度しか施されていない。稜は上下に強い回

転ナデ調整が加えられる立とにより，シャープに突出している。口縁部はやや外方に聞きながら下り，

端部付近で外反し内面に段を有する。天井部内面中央付近には，同心円文のスタンプが残きれている。

重複関係から，回転ナデ→同心円文スタンプ→不定方向ナデという順序が復元でき，成形の第二段階(ロ

クロ成形=回転ナデ)と成形の第三段階(調整)の聞に施されたことになる(ヘ 980・981は口径14.0cm，

器高4.7cmを測る。稜は980がやや稜線を残すのに対し， 981はかろうじて突出しているのみで，稜とは

呼ぴ難いものである。口縁端部はわずかに内傾し，沈線をもっ。天井部は口径に比して低平で，狭い平

坦面を有する。口縁部はやや外方向に聞きながら垂下する。

杯身 (982-991)

口径と器高により， 982・983，984， 985-988， 989， 990・991の5群に分類できる。ロクロの回転方

向は， 983・985・986が左回りで，他は右回りである。蓋杯と同じく細分可能であるが，法量のみの分

類に留めた。

982・983は口径10cm，器高4.2-4. 6cmを測る。 982は内傾して立ちあがり，端部付近でやや外反し，

端部に段を有する。受け部には蓋杯と正位で重焼きした際に熔着した蓋杯口縁端部がみられる。 983は

端部まで内傾して立ちあがり，丸く収まる。底部内面と口縁部との境，口縁端部には強い回転ナデが施

され，口縁部は先細りする断面形状である。なお， 982は器形・焼成・胎土・色調等において972と酷似

し，窯詰めの段階から近い位置関係にあったと想定できる。 984・985は口径10.6cm前後，器高5.0cm
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第121図雄山7号墳玄室床面出土遺物実測図2(8=1/3) 
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を測り，器高が高く丸味のある底部となる。 984の口縁部は内傾して立ちあがり，端部付近で外反する。

端部は内傾し，段を有する。受け部には蓋杯との重焼きによる口縁端部の熔着が認められ，外面には内

面を外方に向けた杯の底部ないし天井部の一部が付着している。窯詰め方法として，蓋杯・杯身を正位

で合わせ，さらにこれをー単位として，上下に重ねていたと想定できる。これに呼応するように外面の

降灰や焼成の在り方に群が生じている。また， 984は器形・焼成・胎土・色調等において974と酷似して

おり，窯詰めの段階から近い位置関係にあったと思われる。 985は口径，器高は984と同じであるが，立

ちあがり高が1.9cmを測り984より長く，底部高は逆に低い。 986-988は口径llcm前後，器高4.5cm前

後を測る。いずれも口縁部は内傾して立ちあがるが，端部は986・987が段をもつのに対し， 988は丸味

をもっ。受け部は水平方向に延び， 987・988は蓋坪を受ける沈線がめぐる。 988は986・987に比して，

底部・端部等に丸味をもち，口縁部の立ちあがりも直線的に内傾し，様相がやや異なる。また，内面中

央には同心円文スタンプが確認でき， 979と同様の段階で施されたと考えられる。 989は口径11.7cm， 

器高4.5cmを測る。口縁部は内傾して立ちあがり，端部にかすかな段を有する。胎土に黒色粒を含み，堅

般に焼成されている。底部前面に自然軸がかかるが口縁部にはみられないため，蓋杯と正位で合わせた

重焼きが想定できる。 990・991は口径12cm，12. 5cmを越え，器高は4.9cm， 5. 3cmを測る。口縁部は内

傾し，端部に浅い段を有する。ともに焼成が不良である。受け部はほぼ水平に延び，浅い回線を有する。

短頚壷 (992・993)

992は口径7.0cm，器高8.3cmを測る。肩部は張り，口縁部は短く内傾し，端部には水平面を有する。

底部から体部を中心に平行叩きがみられ，底部には粗いヘラ削り，胴部には回転ナデ調整が施されてい

る。色調が灰赤色を呈する箇所があり， 972・982と共通している。 993は口径7.7cm，器高7.0cmを測

る。肩部が張り，口縁部はやや長く，外反気味に立ちあがる。肩部から胴部上半にかけてカキ目，胸部

下半から底部には回転ヘラ削りが施される。 992に比して，器壁厚が薄く，小型である。

土師器 (994)

994は土師器直口壷で，口頭部を欠く。胴部は球体形を呈するが，底部は狭い平坦面をもっ。調整は

器壁表面の剥落・摩耗により不明である。

周溝他出土遺物 (995-1001) 

出土遺物は前述したように，馬形埴輸を周溝から検出しているのみである。 995は耳から頬の部分で

ある。目は穿孔され，耳は別作りのものを取り付けている。その取り付け方は，頭部の粘土帯接合段階

に中空のものをくるむものか，頭部成形後，穿孔して取り付けたと想定できるが，いずれかは不明であ

る。しかし，どちらの製作法であっても，外面の耳付け根には粘土を付け足し，補強している。 996は

上顎部分である。口先から 1cm入った頂部両端に，径1cm程度の鼻孔がやや奥よりに斜めに穿孔され

ている。口先から1.5cmまでは切り込みがあるが，この位置に鏡板は確認できない。その製作は，上顎

頂部から側部を粘土板で逆U字状に作り，その窪みに粘土を充填し，さらに厚き 1cmを測る別の粘土

板を上顎と下顎の聞に挟み込み，最終的に鼻孔を穿孔している。この挟み込まれた粘土帯が母胎となる

上顎から剥落した状態で出土しており，その観察によると，強いナデ調整を加え，上顎の母胎部分に貼

付しており，その接合面には母胎の凹凸面に合わせた凹凸がみられる。 997は耳の小破片である。 998は

たて髪で，前寄りで大きく響曲して立ち上がり，後方に向かい緩やかな弧を描く。断面形状は上方は板

状をなすが，下方に下るにつれ裾広がりの形態を呈する。たて髪は頭部から剥落しており，後の接合で

あることが明瞭である。 999は喉元から胸部にかけてである。鞍の可能性も考慮したが，屈曲して突出
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した部分の内面に接合痕が残り，外面と想定することが困難で、あるため，喉元から胸部と判断した。製

作は粘土板により，喉元から胸部にかけてと胸部を別作りし，胸部が前者をくるんでいる状況が内面に

顕著に残る接合痕から窺える。また，胸部に粘土板を再度貼付することで，喉元から胸部を補強してい

る。調整は外面が強いナデないし板ナデ，内面は指押さえ，ナデが施されている。 1000・1001は脚部で

あると想定できるが，径の復元は不可能であった。これら馬形埴輪は集中した出土状況，胎土・焼成等

を考慮すると同一個体であると言え，第123図に提示したような復元が可能で、ある。復元によると，轡

・面繋・胸繋・手綱等の馬具の表現が一切なされていないことが分かる O 剥離した可能性も残るが，観

察した限りでは確認できず，裸馬であると考えられ 4号墳出土の飾り馬と対照的である O

(5) 小結

7号墳は直径6.5mを測る円墳で，尾根頂部側に周溝が確認できる O 埋葬施設は右片袖の横穴式石室

と考えられるが，基底石と一部 2段目まで遺存している程度で上部構造は不明で、ある O 羨道がなく，墓

道がそれに代替しており 4号墳に似た構造をとる。床面には 7石の棺台を確認したが，鉄釘がみられ

ず，直接遺体を安置したか(木釘を用いた組合式木棺)の使用が想定できる。

玄室床面玄門部側からは須恵器・土師器，中央部からは鉄鉱が原位置を保ち出土している。須恵器の

特徴からそれぞれ陶邑古窯祉群の田辺編年(間)のTK47 (972・973・982・983)，MT15型式 (974~978

・ 984~988) ， T K 10型式 (979~981 ・ 989~991) の特徴と合致する。しかし，その出土状況が示すよ

うに一括性が高いものであり，追葬の痕跡がみられない点からMT15型式と TK10型式の共伴する時期

に築造されたと考えられる。
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第122図 雄山7号墳周溝出土遺物実測図 1(S=1/4，l/8)
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第123図雄山7号墳周溝出土遺物実測図2(8=1/4) 
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5 その他の調査区

(1 ) 予備調査31トレンチ他(第124......126図)

調査対象範囲全域にわたって実施した予備調査のうち，周知の遺構として対象地内に存在しているは

ずの遍照院裏山古墳(調査時にはすでに消滅)の確認を目的として南尾根ピークに数条のトレンチを設

定した。その内の一つである31トレンチの概要をここに報告する。

31トレンチは南尾根のピークからやや南斜面側に下がった標高約22mの地点に設定したトレンチであ

る。最初は等高線に直行する方向のトレンチを設定して掘り下げたところ，中央付近で等高線に平行す

る溝状遺構SD01を検出したため，その延長方向にトレンチをした。その結果，溝状遺構SD01と土坑

1基SK01を確認した。

S D01 は検出長約19m，検出幅約30cm，深さ約10cmの規模で，等高線と平行に築かれている。溝状

遺構の断面はU字形を呈しており，底面はなだらかで凹凸は認められない。西壁付近で土師器壷が破片

の状態で折り重なって出土した。 SK01はトレンチの隅部で，その一部を確認できたにすぎない。

第125・126図には31トレンチ出土遺物を中心にその他若干の遺物を掲載した。 1002-1005は31トレン

チSD01から出土した遺物である。 1002・1003は土師器の二重口縁壷である。縦長の偏球型の胴部から

大きく外反する口頭部がのび，さらに粘土を貼り足してやや外反気味の二重口縁を形成している。胴部

は外面が細かなハケ調整で，内面には指頭痕とヘラ削り調整が認められる。 1004は壷の肩から頭部であ

るが， 1003と同一個体の可能性が高い。 1005は外面に叩き調整を残す聾の底部である。これらは弥生時

代後期のものである。 1006はSK01から出土した弥生時代後期の高杯の杯部である。円盤充填を施した
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予備調査出土遺物実測図① (1/4) 第125図

S K01は弥生時代後期の土坑といえる。 1007-1009は31ト

レンチの包含層から出土した遺物である。 1007は外面に縦ハケ調整を残す円筒埴輪片で，断面下三角形

の低い凸帯を貼り付けている。 1009の須恵器杯身はその形状から雄山 5・6号墳の年代と同時期のもの

この土器の年代から，部分が欠損している。

であろう。 1010は9トレンチの包含層から出土した須恵器の長頚壷胴部である。口頭部を欠損している。

9世紀頃のものであろう。 1011は21トレンチの包含層から出土したサヌカイト製の打製石庖丁である。

1011 

側nU
0
1
a
 

背部には蔽打痕がみられる。

恒三二二二二一一一一-----------会
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で~持話芸課翠号室護持古

予備調査出土遺物実測図② (1/2) 
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(2) 'N区(第127図)

北尾根のピークからやや北東側に下がった位置にあたり，急斜面にかかる傾斜変換点までの平坦地に

トレンチ 4 本(17~19 ・ 21 トレンチ)を設定して予備調査を行った。そのうち北寄りの21 トレンチで不

明鉄製品 2個を含む溝状遺構 1条と底面が焼けたような土坑状の不明遺構 l基を検出したことから，平

坦地の北半部に設定した調査区である。

調査の結果，溝状遺構2条，土坑6基，柱穴2基，不明遺構 1基を検出した。いずれの遺構からも出

土した遺物はきわめて少ないため，遺構の時期決定が困難なものが多い。以下，主な遺構について個別

に述べていく。

宍っす?土位置

上 S XOl @ 

4m 

第127図 U区遺構配置図(1 /80) 

U区SK04 (第128図)

調査区のほぼ中央部で，不明遺構SX01の西側に接するような形で検出した遺構である。平面形は隅

丸の長方形を呈しており，長さ2.0m，幅1. 1~9.2mの規模で，主軸方向はN270 Eの方向を有する。上

半を削平されているものと思われるが，検出面からの深さは約30cmである。両小口付近には短い溝状

の小穴がそれぞれ掘られており，床面は平らに削られている。遺物は出土していないために，この遺構

の時期ははっきりしない。

以上述べた形態上の特徴から，この土坑は墓であると判断できる。平らに整形した尿面に底板を敷き，

両小口板を一段掘り下げた掘方に固定した構造の土壌墓が想定できる。長側板や蓋板の構造ははっきり
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γ々町ン
しないが，底板を両

小口板で挟み込む形

この

ような形態の土壌墓

時代にかけてみられ

るため，漠然とした

言い方にはなるがそ

は弥生時代から古墳

のものである。

E
g
o
-竺
H
」

のどこかの時期に属

するものであろう。

南西側の小口の方が
一一一一一L宮 16.1∞mL=16.1∞m一一一一ーー

やや広くなっている

頭位は南西であった

ことから考えると，

2m 

U区SK04平・断面図(1 /40) 第128図

可能性が高い。

U区SX01 (第129図)

町区SK04のすぐ東隣で検出した，不整形の土坑状

の遺構である。平面形態は崩れた隅丸方形状にもみえ

るがはっきりしない。規模は96x 108cmを測り，上部

は削平されているため，現状で深さ18cmを測る。底

面は特に平坦にされているわけでもなく，凹凸がみら

れる。埋土の中央付近にはにぶい赤色を呈した粘質土

/ SKω がみられ，底部の地山も赤化している部分がみられる

この遺構の内部で火を焚いたことがうかが

える。周囲のやや離れた位置に柱穴2基が存在するが，

建物の存在をうかがわせるようなものではなく，いか

ことから，

L=r6.1∞m L=16.1∞m 

ミミ雨漏や
1:警察待望書EE粘質土3赤色粘質土(1層が赤変)

なる目的でこの遺構で火を焚いたのかは判断できない。

遺物は全く出土しなかったため，遺構の年代は不明

町区SK04との関連を示すような材料 2m である。また，

U区SX01平・断面図(1 /40) 第129図
も見当たらなかった。

U区S001 (第130図)

予備調査でその一部を検出した溝状遺構である。町区の北端付近にあたり，急斜面との傾斜変換点ま

では 1m程しか間隔が空いていない。溝状遺構の肩部はかなりいびつに歪んでおり，底面もかなりの凹
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凸が認められる。途中でSD02と合流

しており，土層断面の観察からは両者 一… A 
L=lb.lwm-一一

に時間差は認められず，同時期のもの

と判断できる。検出長6.2m，幅0.5-

1.3m，現状での深さ32cmを測る。

溝状遺構の中からは，用途不明の鉄

製品2点(第131図)が出土している。

鉄製品は鉄板を丸めてキャップ状にし

たもので，槍などの石突きもしくは鉄

鐸と思われる。先端を揃えるような状

態で置かれており，その上には直径30

cm程度の石が載せられていた。その

近辺からは土師器の聾が1J点出土した

が，風化のために剥落・磨滅が進んで

おり，図化することは不可能であった。

古墳時代のものと思われる。

生二ーし=16.200m 

1.濁淡灰黄縄色シルト 3.灰黄褐色混砂シルト
2.灰黄褐色シルト(灰白色ブロックが混じる) 4.灰白色粘土(地山ブロック)
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第130図 W区S001・02断面図(1/40) 

第131図の1012・1013は不明鉄製品である。どちらも鉄板を丸めたもので，中空のものである。先端

はわずかに隙聞が空いている。 1012は全長6.3cm，1013は全長5.3cmで1012の方がやや大きい。 1013は

一回り小さな同じ形態の鉄製品を入れ子にしている。

O 。
以 U 

日 11

にぺ12
10crn o . 

第131園 町区S001出土遺物実測図 (1/2) 

町区S002 (第130図)

町区の調査区西壁沿いに検出した溝状遺構で，北端でSD01と合流している。 SD01と時期差は認め

られない。検出長4.2m，幅1.4-2.3mの規模で，深さは56cmとSD01よりもやや深い。遺物は出土し

ていないため，詳しい時期は不明である。

(3) 予備調査等出土の旧石器(第132.....135図)

雄山古墳群の所在する雄山から東南に派生する尾根の稜線上は，旧石器の散布地として周知の遺跡で

ある雄山東麓遺跡として知られている。今回の調査区では古墳の位置していた南側尾根がそれにあたる。

また，雄山は石器の素材として知られているサヌカイトこそ産出しないものの，細石器の素材として多

用されているハリ質安山岩の産出地のひとつである。
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今回の調査に際しでも，古墳の周囲や予備調査のトレンチから多数の旧石器を検出している。いずれ

の調査区・トレンチにおいても，原位置を保った状態で出土したものはなく，すべて弥生土器や須恵器

片などと共に包含層から出土している。各調査区・トレンチからの出土量については表を参照されたい。

出土した旧石器には製品・剥片・石核などがみられる。それらの中から主だ、ったものを図化した。

1014-1056はナイフ形石器である。素材には圧倒的にサヌカイトが使われているが， 1056の1点だけ

はハリ質安山岩を素材としている o 1057-1065は尖頭器である。ナイフ形石器同様サヌカイトが大半を

占めるが， 1064・1065のようにハリ質安山岩を素材とするものもみられる。 1066-1071はスクレイパー

である。 1072は角錐状石器で，今回の調査では唯一の出土である。 1073は両端に加撃痕がみられる模形

石器である。 1074-1084は翼状剥片である。剥片は図化した以外にも横長剥片や縦長剥片が認められる。

ハリ質安山岩の産出地ということもあってか，ナイフ形石器や尖頭器の素材としてハリ質安山岩が使用

されているのがひとつの特徴といえよう。また，素材の大半を占めるサヌカイトであるが，蛍光X線分

析などの理化学的分析を行ったわけで、はないので定かで、はないが，距離的にも近い，雄山のすぐ東方に

そびえる国分台産のものを採取してきた可能性が高いと思われる。
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46.7 20 33.3 93.8 6.2 

w区 2 2 1 1 2 1 17 51 17 ー.....-・・...ー.........冒.-・・... ...... -・・... -・・... -・・......... ー........・・...
40 40 20 22.7177.3 

4号墳 1 2 3 3 l 1 5 8 8 5 16 5 ...... -・・・・.-・・... ...・.. ...... ー..... ー........... 
18.8 31. 3 50 76.2 23.8 

5号墳 1 l 1 1 l 3 3 1 4 6 8 6 -・....-・・......... -・・......... ...... ....ーー ...... 
12.5 37.5 50 57.1 42.8 

6号墳 24 6 l 3 1 35 43 7 l 51 2 1 11 14 l 96 11 -・・... "・......... 
35 51 14 89.7 10.3 

7号墳 ...... ー.....-・・...
。 。 1 1 1 。...... ...... -・・... -・....-・・...ー........・.. ...... -・・......... ...... 

100 1∞ 

第9表雄山古墳群出土旧石器集計表
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第4節調査のまとめ

雄山4号墳の築造過程

今回調査した古墳のなかで最も遺存状況が良好な古墳が4号墳である。石室奥壁及び左側壁の一部は

崩壊していたが，天井石・閉塞石を含めほぽ完存し，墳丘も同様であった。本文中でも触れたが，以下

石室構造や使用石材の規模，横目地の通り方，墳正盛土の施工状況等を基に雄山4号墳の築造過程を整

理しておきたい。

石室主軸に合わせた墳丘の横断面・縦断面に玄門部側・左側壁側の石室実測図を整合した(第136・

137図の番号が以下に挙げる築造工程番号に対応する)。

①地山成形及び基部盛土

地山の傾斜角度の20。に沿った堆積状況を示す旧地表面と考えられる黒褐色混砂粘質土が確認できる。

古墳築造箇所外に広がらないため，ある程度の地山成形が想定できる(古墳築造箇所に敷設した盛土の

可能性も残る)。この黒褐色混砂粘質土上に一部盛土が行われる(基部盛土)。確認した 2箇所はいずれ

も墓墳主軸線上であるため，次段階で掘削される墓壌に深度を持たせるため，または墓境掘削における

安定した作業ヤードの確保を意図した処置と考えられる。

②墓墳掘削

地形の傾斜に平行して墓墳が掘削され，この工程でそれに連結する墓道も同時に掘り込まれていたと

考えたい。斜面に掘削されたため，尾根頂部側では墓墳深度を有するが，斜面側では深度を持たず，横

断面はL字形を呈する。

③玄室基底石の設置

基底石が設置され，玄室平面プランが確定される。これに平行して，左側壁では墓境内の裏込めが，

右側壁側は入念な盛土が同時に施工される。基底石は大形石材の横積み(平積み)であるが，右側壁玄

門部寄りでは板状石材が用いられる。

④石室下部の安定化

左側壁基底石上端レベルまで各壁体が構築される。この段階の壁体構築に限り板石石材が用いられる

ことが壁面使用石材の観察から窺える。同時に斜面側には，③と同等の入念な盛土が平行して行われる。

中・上部石室構築に備えた下部石室の安定化・水平化を意図する工程と言える。

⑤尾根頂部側の壁体構築

墓墳の上端レベルまで左側壁，奥壁及び左袖の構築が行われ，墓境内の裏込めもなされる。石材は基

底石にも使用可能な大形石材~中形石材の横積みである。右側壁もこの段階で墓墳上端レベルまで構築

された可能性も残るが，横目地の通りや盛土施行状況に変化がみられない点から⑥工程に下げている。

⑥前壁最下段石材下端レベルまでの壁体構築

前壁最下段石材下端レベルまでの壁体が盛土の施行と平行しながら構築される。ここでの盛土は③~

⑤の工程でなされる盛土と異なり，粗雑なものである。石材の積み方は中形石材の横積みが主であるが，

小形石材の小口積みも確認できる。

⑦石室上部の構築，天井石構架及ぴ埋葬

前壁最下段石材以高の壁体が墳丘盛土と平行して構築される。盛土は⑥同様粗雑である。③~⑦工程

の壁体構築と平行した盛土を一次盛土と仮称する。その後，天井石が構架され，墓道を通って埋葬が行
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われる。壁体は小形石材の小口積みが大半であるが，中形石材の横積みも一部みられる。隅角には力石

の使用が顕著に認められる。

③閉塞，墓道埋め戻し

玄門部において，塊石を用いた閉塞が行われ，墓道が埋め戻される。

①周溝掘削，二次盛土

尾根頂部側にのみ馬蹄形の周溝が掘削され，その土量で石室や埋め戻した墓道を被覆すると同時に墳

形が整形されたと考えられる。その後，墳正に円筒埴輪・形象埴輪・須恵、器が樹立される。

以上 4号墳の築造過程を復元した。石室上半部及び墳丘の大半が消失していた 5号墳もこの築造過

程に共通したものである。 6号墳は，①地山成形，②墓墳掘削，③基底石設置，④石室構築とそれに平

行した盛土という施工順序に復元できる。④の盛土は版築状を呈し，堅轍に締まっている。 6号墳の立

地が斜面部というよりは，尾根頂部よりに近い緩斜面であるためか，墓墳横断面はL字形を呈さず，基

底石が設置できる程度の深度を有する。 4~6 号墳の築造・構築法は地山成形→(基部盛土)→墓墳掘

削→墓境内石室構築→上部石室構築とそれに並行した盛土という一連の築造・構築過程となる。

次に当該期の古墳の築造・構築法を概観し，その比較を試みる。観音寺市千尋神社6号墳間lまMT15

型式期に築造された古墳で，横穴式石室を埋葬施設とする。尾根筋に立地し，それに直交する石室主軸

をとり，横断面L字形墓墳が掘削されている。盛土施行状況は石室構築と並行したもので，墓墳深度を

有する側は粗く，深度を持たない側の盛土は入念である。築造過程を復元すると，①地山成形， (②前

庭部に基部盛土)，②横断面L字形墓墳掘削，③基底石設置，④上部石室構築とそれに並行した盛土と

なり，雄山4号墳とほぼ同等の築造・構築法であるといえる。

綾南町本法寺西古墳(3剖はTK10型式期に築造された独立墳で，埋葬施設にT字形を呈する両袖式横穴

式石室を採用している。その築造過程は，①地山成形，②墓墳・排水溝・墓道掘削，③基底石設置，④上

部石積み(墓墳以高は墳正盛土と並行して実施)となる。墓墳深度が1mとかなり深い点が特徴である。

三野町大原塚古墳(拍)はなだらかな低正陵上に立地し， MT15~TK10型式期に築造された古墳である。

埋葬施設は右片袖式の横穴式石室で，玄門立柱の使用が認められる。築造過程は報告者により，①地山

整形，②黒色土敷設(第一次盛土)，③墳丘盛土(第二次盛土)，④墓境構築，⑤基底石設置，⑥上部石

積み，⑦天井石構架，③封土(第三次盛土)という復元がなされている。墳丘がある程度完成した段階

で墓墳掘削が行われており，その底面は地山まで到達せず，②工程で敷設された盛土で納まっている。

以上 4号墳を中心に 6世紀前半~中葉段階の県下横穴式石室の築造過程を復元した。個々の立地や

石室系譜の差異等により，その築造・構築過程は多様性を示す。ここで注目しておきたいのが，被葬者

の埋葬段階である。雄山4号墳は石室完成後，墓道を通り埋葬し，その後二次盛土が施工されている。

大原塚古墳では， I石室下半部構築後，遺体埋葬及びそれに係る葬送儀礼が行われ，その後石室上半部

の構築及び天井石構架がなされた」と報告されている酬。その存否は追葬法を含め，再検討の余地は残

るが，少なくとも③工程前段階までには被葬者の搬入が行われたと考えられ，雄山 4号墳と共通した埋

葬段階となる。 6 世紀前半は従来，県下における横穴式石室の導入時期であ~ (41)，前代墓制の影響を残

す段階と考えられる。千尋神社4号墳，大原塚古墳，浦山 5号墳は2)等といった当該期の横穴式石室は，

羨道部側壁ないし基底石は存在するが，天井石構架の存否は確認できず，前庭側壁の可能性も残る。前

代墓制の影響に加え，こうした玄門部前面の不整備が，先に触れた遺体の埋葬段階にも反映されたと思

われ，こうした在り方が当該期の横穴式石室の特徴であったと考えられる O
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第136図雄山4号墳築造過程1(S=1/80) 
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2 各古墳出土の須恵器について

今回調査を実施した 4基の古墳の中で 4号墳は周構内に転落した墳正上で用いられたと思われる須

恵器を検出したが，残る 5・6・7号墳の 3基に関しては横穴式石室内から副葬された状態を示す須恵

器を検出した。 7号墳の須恵器は 1回の埋葬で使用されたものであり，埋葬当時の須恵器を知ることの

できる資料といえよう。 5・6号墳の須恵器はそれぞれ1回ずつの追葬の可能性が極めて高いものであ

るがまとまった量が出土しており，雄山古墳群の変遷を追求することのみならず，香川県の須恵器の変

遷を考える上においても十分分析に耐えうる資料といえよう。

ここでは 5・6・7号墳の石室内から出土した須恵器について，特に豊富にみられる蓋杯を中心に

若干の検討を加えてみたい。

まず，それぞれの出土状況及び蓋杯について概要を述べる。

7号墳の須恵器は玄門部からまとまって出土している。蓋杯はセット関係を持つものと，セットにな

らず重ねられているものの両者がみられる。墓道の士層観察や土器の出土状況から追葬の可能性は考え

られず 1回の埋葬に伴って副葬された一括資料と認定できる。蓋杯は口径や焼成などから 2つに大別

できる。葦の口径11.4-12. 7cmのもの (A群)と蓋の口径13.5-14.0cm(B群)の2つで，身もそれ

に対応している。本文で報告されているように，小さい口径のA群はさらに 2つに細分することも可能

である (4九これら 7号墳の蓋杯は口径や焼成に違いがみられるものの，器形はA・B群ともに類似した

形態をとる。葦は天井部と口縁部の境に稜を持ち，口縁端部はわずかに内傾する段を有している。身は

口縁部の立ち上がりが直線的にやや内傾するもので，口縁端部は内傾する段を持つという特徴を有する。

詳細に見ればB群の方が蓋の稜が退化していると見ることもできょう。

5号墳の須恵器は左袖部に折り重なって出土している。蓋杯はセットの状態のものと開けられて重ね

られた状態のものの両者が見られるが，セットになっているものも蓋の口径が身の最大径を上回るもの

がみられるなど，本来のセットではないものを含んでいるものである。墓道の土層観察からは明瞭な追

葬の痕跡を確認できなかったが，須恵器群中に鉄鎌が挟まれていることなどの出土状況から，土器類の

片付けが行われたようであり，追葬の行われたことが想定される。しかし，土器類はひとかたまりとさ

れているため，出土状況からは追葬の回数などを判断することはできない。蓋杯は蓋・身ともに 7号墳

のように口径のまとまりによるグループは認められない。蓋は口径13.4-15.Ocmの範囲(例外的に口

径16.4cmの386が1点あるが)で，身は口径11.1-13.7cmの範囲におさまる。この範囲の中には7号

墳のB群が含まれることになる。蓋は天井部と口縁部の境に弱い稜を持つものと，その部分が回線や沈

線になったものがあり，口縁端部は丸く収める390の1点以外はすべて内傾する段を持つという特徴が

ある。天井部と口縁部の境に着目すれば大きく 2つに分けることができょう。身は口縁部の立ち上がり

が長いものとやや短めのもの，口縁端部が内傾する段を持つものと丸く納めるものがある。総じて立ち

上がりの長いものは口縁端部が内傾する段を有し，やや短めのものは端部が丸く収まる傾向が見られる。

6号墳の須恵器は石室右側壁に沿うように列をなしたような状態で出土している。蓋杯はセットの状

態のものと開けられて重ねられた状態のものの両者が見られるが，セットになったものは5号墳とは異

なり本来のセット関係を保持しているものが多いと思われる。土層観察などからは追葬の痕跡を確認で

きなかったが，土器類や鏡および玉類などの遺物の出土状況から，片付けが行われたようであり，追葬

の行われたことが想定できる。ただし，出土状況から追葬の回数などを判断することはできなかった。

5号墳と同様に，口径のまとまりによるグループは認められない。蓋は口径13.3-15. 5cmの範囲で，
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身は11.2-12. 9cmの範囲におさまる。 5号墳と比較すると蓋はほぼ同じ範囲であるが，身は 6号墳の

方が大きな口径のものが少ないといえる。その特徴であるが，蓋は天井部と口縁部の境に弱い稜を持つ

ものと，その部分が凹娘や沈線になったものがあり，口縁端部はすべて内傾する段を持っている。身は

口縁部の立ち上がりが長いものとやや短めのもの，口縁端部が内傾する段を持つものと丸く納めるもの

がある。これらの特徴は 5号墳の蓋杯の特徴とほとんど同じであるが，身の中で口縁端部に段を持つ

ものが立ち上がりが長い傾向があるのに対して，口縁端部を丸く納めるものは立ち上がりがやや短いも

のだけでなく，長いものも一定量みられる点が5号墳のものとは異なっている。

ここで 6号墳の本来のセット関係を保持していると思われる蓋杯を見てみる。すると，蓋のうち天

井部と口縁部の境に弱い稜を持つものは身の口縁部の立ち上がりの長いものと，天井部と口縁部の境に

回線や沈線をめぐらす蓋は身の口縁部の立ち上がりのやや短めのものとそれぞれ組み合っていることが

わかる。そこで前者をC群，後者をD群と設定する。さらにC群の身の口縁部が内傾する段を持つもの

をC①群，丸く納めるものをC②群と細別することができる。 5号墳の蓋杯は口径も形態も 6号墳のも

のときわめて類似していることから，同様の類別が可能であろう。ただし，本来のセット関係が崩され

ていると思われるために， C①群と C②群の蓋を分離することは不可能で、ある。

以上述べてきたように 5・6・7号墳の石室出土の蓋杯はA-D群の4大別 6細分することがで

きた。次にそれらの比較を行う。 7号墳の資料のA群とそれ以外の他の群を比較した場合，蓋の天井部

と口縁部の境の稜がしっかりしていることや身の口縁部立ち上がりの内傾度が弱いこと，蓋・身ともに

口縁端部に内傾するしっかりした段を持つことなどから，時期的に先行するものと位置付けることがで

き，今回の調査資料の中では最も古いものである。そこでこれらを雄山 I期と設定する。 A群はさらに

2つに細分できることは先に述べた。これを時期差と捉えるのか，それとも同時期の異なる系統と捉え

るのかについては，現段階では判断できず今後の課題としたい。

次に 5・6号墳の資料である C群と D群を比較してみる。型式学的には，蓋の天井部と口縁部の境は

稜から凹線・沈親へ，身の立ち上がりは長いものから短いものへという蓋杯の変遷の流れが認められて

いる。これに当てはめると， C群からD群への変化が想定されるのであるが，蓋の天井部と口縁部の境

を見ると， C群としたものの稜は痕跡的なものであり D群とした凹線や沈線のものと同じ型式内に存在

しても特に違和感のないものである。身の口縁部立ち上がりの長さや内傾度をみても極端な差があると

はいえないものである。したがって，ここでは両者をまとめて雄山E期と設定し，古い様相を持つC群

をE期の古相，新しい様相を持つD群をE期の新相と捉えておきたい。とすれば ここで問題になるの

がB群の位置付けである。口径からはC.D群の領域に入るものであるが， C. D群と比較した場合，

蓋の天井部と口縁部の境の稜はB群の方がわずかにその痕跡を留めており，口縁端部の内傾する段もむ

しろA群の平坦に近いものと類似するものといえる。これらの点から， B群は雄LUII期の古相に含めて

C群とは異なる系統と見ることもできるが，ここでは雄山 I期の中に位置付けてA群とは異なる系統の

一群としておきたい。

次に 5・6号墳で出土している蓋杯以外の器種を概観してみる。

5号墳の他の器種を見てみると，無蓋高杯は長脚化したものと長脚化しつつある段階のものに，短頚

壷は肩部の張るものとややなで肩のものに，壷は首の短めのものとやや長めのものにそれぞれ分けるこ

とが可能である。 6号墳のものでは，提瓶は大型で環状の把手を持つものと小型で鍵状の把手を持つも

のに，無蓋高杯は杯部口縁が外反気味のものと直線的に立ち上がるものに，それぞれ分けることが可能
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u
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である (4ヘまた，麗は石室内のものと周溝から出土したものを比較すると，石室内のものの方が口頭部

が伸びて口縁部も大きく開いている。これらの大きく 2つに分けられる器種を時期差と見るか，系統差

と見るかという問題はあるが，蓋杯のあり方と組み合わせて積極的に評価すれば，雄山E期の古相と新

相とみなすこともできょう。とするならば 5・6号墳では遺構として(堆積状況の土層観察など)捉

えることのできなかった追葬を，遺物の面から検証したといえるのではなかろうか。

最後に，それぞれの段階の実年代であるが，県内での窯跡を基にした体系的な編年と実年代が確立し

ていないため，あえて実年代の基準として引き合いに出される大阪府陶邑古窯祉群の田辺編年刷と対比

させてみる。雄山I期の蓋杯の特徴はMT15型式と，雄山E期はTK10型式の特徴と類似するものと思

われ，それぞれ6世紀前半と 6世紀中頃の年代が想定できょう。すなわち，須恵器の年代観からは 7

号墳→5・6号墳の築造順序が想定されるのである (46)。

3 雄山古墳群石室の位置付け

雄山古墳群には7基の古墳が確認でき，そのうち 4基の調査を実施した。 1-3号墳の内容は不明で

あるが，その立地から斜面に築造された横穴式石室であると考えられ，構造的には4号墳に類似したも

のとなる可能性が高い。 4-7号墳は前述した玄室床面出土須恵器の検討から， MT15型式期の 7号墳

に続いてTK10型式期の5・6号墳 (4号墳もこの時期だろう)と連続して築造されたと考えられる。

以下その石室構造について検討する。

玄室平面形の比較

第10表は4基の古墳の石室規模をまとめたものである。これによると 7号墳の玄室比が飛び抜けて

高く， 4-7号墳は2.0-2.5の範囲に収まる(へ但し 6号墳は，

玄室と羨道部ないし前庭側壁部の境が不明瞭であり (48) 7号墳も土

庄等の影響により，玄室比は正確性を欠く結果となる。 6号墳の玄

室長は292cmと報告したが(左側壁長)，右側壁長は258cm前後と

なる。まず，注目できるのが 5・6号墳の玄室平面規模の一致で

ある(第138図)。両者は出土遺物からほぼ同一時期の築造と想定で

き，平面規格の共有が行われているが，袖部構造や石材規模に差異

がみられ，異なる石室構造を採用していることになる。 4号墳の副

葬品の組成は不明であり詳細な比較検討はできないが，副葬品を見

ると 4号墳は馬具，埴輪 5号墳はU字形鋤先 6号墳は小型珠文

鏡をそれぞれ単独で保有しているが 7号墳は玉類を持たないこと

が窺える。逆に共有する副葬品として，鉄鉱が挙げられ，その多量

副葬が認められる。これらの副葬品がどの程度被葬者像を反映して

いるか不明であるが，異なる副葬品を保有する点のみ指摘しておき

たい。

同様に 5号墳の玄室長と 7号墳のそれが一致している点に留意

J 
5号墳

する必要があるが，詳細は不明である。 6号墳

各石室の玄室比及び玄室幅の対比を行うため，土井氏の作成した
第138図 5・6号墳

筑前地方の横穴式石室，竪穴系横口式石室の玄室比と玄室幅の関係 玄室比較(8=1/40)
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B群が北部を捉えたグラフ制lこその数債を落とした(第139図，土井氏はA群を北部九州型石室A類，

C群を竪穴系横口(型横穴)式石室にそれぞれ該当させている)。平面形による限り， 4 

しかし，石室構

九州型B類，

. 6号墳は北部九州型B類， 5 . 7号墳は竪穴系横口式石室にそれぞれ対応している。

造が示すように，少なくとも筑前地方の平面形による分類には該当しないことが窺える。
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4・5号墳の石室の系譜について

4・5号墳の石室の系譜について検討するが，

第139図

その前にこれらの特徴をまとめると以下のようになる。

1.羨道部を持たず，代わりに墓墳掘削時に同時に掘り込まれた墓道を有する。

(玄門立柱石の使用は認められない)。2.前壁を有し，袖部構造は板石を数段積み重ねたものである

一段低し、。3.袖石を覆う天井石(前壁最下段石材)は玄室天井石より，

4.玄室比は 2-2.2前後となり，玄室幅に対して，約2倍程度の玄室長を有する。

4号墳に胴張り気味の傾向も窺えるが，概ね長方形プランである。

5号墳が左片袖式である。

月

i
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噌
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5.玄室平面プランは，

6.袖部は4号墳が両袖式，



7.閉塞は玄門部で行われ，塊石を用いる。

8.玄室床面と墓道底面に段差はなく，権構造も確認できない。

9.腰石の手法はみられない。

以上，その系譜を理解する上で重要な諸要素を 9項目にまとめた。これらをもとに，森下浩行氏{切)に

よる横穴式石室の分類や柳沢一男氏(51) 蒲原宏行氏(凶の竪穴系横口式石室の分類に対応させると，森

下氏の「竪穴系横口式石室」系横穴式石室，柳沢氏の無羨道石室，蒲原氏の竪穴系横口式石室に連続(後

続)する石室と称される石室構造に当てはまる特徴が多い。また，花田勝広氏側)は竪穴系横穴式石室と

呼称している。花田氏は，宗像地域において，石室を深い墓壌に納めて，墳正を作るという造墓法と蒲

原氏の規定した竪穴系横口式石室の要因によって羨道が未発達となり，後続する石室に竪穴系横口式石

室に類似する特徴を有しながら，棺石，前壁を設け，高さ・床面積が飛躍的に拡大され，いわゆる横穴

式石室と同質の埋葬施設であると規定されている。雄山古墳群と同一時期に築造された竪穴系横穴式石

室である宗像市城ヶ谷15号墳は，胴張りの玄室平面プランに，高い天井を有する石室で，羨道部はなく，

前庭側壁が付設されている。墓道底面と玄室床面との段差はみられず，墓道の水平化も著しい。この石

室は花田氏の指摘通り，羨道の欠加という点を除けば，通有の横穴式石室と機能的な変化はなく，前述

した4・5号墳の特徴1・8に共通している。加えて，玄門部における閉塞も共通したものである。

一方，特徴2とした板石数段積みの袖石構造は県内では類例に乏しく，大多数の石室には玄門立柱石

の使用が認められる。 4 • 5号墳は羨道部の欠落により，袖石が羨道部より突出するか否かを判断する

ことはできないが剛，玄内部構造を見る限り，畿内型石室(55)に近い構造を呈するものではないかと考

えられる。同様に長方形の玄室平面プランや塊石による閉塞，腰石の未使用，平天井といった諸特徴も

九州系の横穴式石室，竪穴系横口式石室，竪穴系横穴式石室の様相とは符号しない。

上記のように 4・5号墳の諸特徴を九州と畿内における横穴式石室，竪穴系横口式石室と比較した場

合，両地域の属性がそれぞれ付加された混在した状況が窺え，複数のベクトルにより構成された石室と

考えられる。無袖式の石室である 6号墳の石室に関しても，基底石の配置を見る限り玄室と羨道部を区

切る石材は羨道部より内側にせり出していないが，羨道部の遺存状況の悪さが示すように，羨道部と確

実に言い切ることはできず，前庭側壁の可能性も残り， 4' 5号墳石室構造の系譜と似た様相を示す。

ここで重視したいのが 4号墳から出土した無調整突帯(断続ナデ技法)を有する円筒埴輪である(刷。

この技法はその分布が紀ノ111下流域に集中し，瀬戸内海南岸と九州北部に点在している点から，当時の

政治的関係や海上交通と関連した技法であると考えられており(57)(5へその存在意義は極めて重要であ

る。県下では王墓山古墳(59)と香色山遺跡(曲)(埴輪棺に転用される)，公文山古墳群(60で確認でき，いず

れも丸亀平野南西部において分布している。王墓山古墳は墳長46mを測る前方後円墳で，横穴式石室を

埋葬施設に持ち，県内で唯一石屋形が内包されている。出土遺物からTKlO型式期の築造が想定できる。

無調整突帯と石屋形がセット関係をなす古墳として，ほぽ同時期に築造された福岡市東光寺剣塚古墳{回)

があり，その関係が注目される。また，無調整突帯を有する松山市三島神社古墳(制(墳長45.2mの前方

後円墳)は畿内型の横穴式石室を埋葬施設としており，王墓山古墳や東光寺剣塚古墳とは異なる様相を

呈している。なお，今回は検討することはできなかったが，無調整突帯を有する円筒埴輪は数次に渡る

波及が想定でき，各段階別に石室構造を含めた詳細な検討が必要である。

以上の検討により，雄山古墳群は無調整突帯の分布に代表される 6世紀前葉段階における政治動向や

海上交通網の再整備制に関連して築造された古墳と考えられる。瀬戸内海南岸航路の代表的な寄港地と
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して後世まで重要な位置を占めていた綾ノ津に面した立地もそれを首肯するものである。上記した石室

の特徴が示すように九州や畿内の横穴式石室・竪穴系横穴式石室の属性がそれぞれ付加された石室構造

もこうした瀬戸内海を媒介とした畿内と九州との関係のなかで構築されたと理解できる。換言すれば，

雄山古墳群の各石室は，九州の影響を受けた石室，畿内型石室，在地的な石室という範障では捉えきれ

ないものではないかと考えられ，そうした在り方が雄山古墳群の石室構造の特徴と考えられる。

その後，このような石室構造は県内には確認されず，玄門立柱石を用い，羨道より内側に突出した袖

部形態を有する，いわゆる九州系の横穴式石室が盛行する。畿内型横穴式石室も少数ながら確認できる

が，その分布状況が示すように，散在的な在り方である。現時点では極めて限定された時期に築造され，

少なくとも県内においてはその前後には系譜を辿ることができない石室構造と考えられる。
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註

(1)玄室壁体はほぼ全域にかけて赤味を帯びていた。赤色顔料が塗布きれた可能性を考慮して，その

サンプリングを行い本田光子氏に見ていただいたところ，ベンガラであるとの御教示を得た。また，

後述する閉塞石において，一部板状石材が使用されており，そこにもベンガラの塗布が認められる。

記して謝意を表する。

( 2 )贋瀬常雄氏によると，県下の横穴式石室袖部の大多数は玄門立柱石の使用が認められ，板状石材

を数段積み重ねて袖部を形成する古墳は，青ノ山6・8号墳などL字型の石室や真伏古墳などの片袖

式石室など少数であるとされている(慶瀬常雄他1993i横穴式石室の地域性四園地方Jr季刊考古学』
第45号雄山閣)。その他，長砂古古墳，玉墓山古墳，本法寺西古墳等の玄門立柱石の使用が認められ

ない。

( 3 )柳沢一男1982i竪穴系横口式石室再考Jr森貞治郎博士古稀記念古文化論集』
蒲原宏行1983i竪穴系横口式石室考Jr古墳文化の新視点j

(4)宮代栄一1993i 5・6世紀における馬具の「セット」について -f字形鏡板付轡・鉄製楕円形

鏡板付轡・剣菱形杏葉を中心に-Jr九州考古学』第68号
( 5 )鉄鎌の分類に関しては，下記の分類を使用した(以下，鉄鉱の分類はこれに準じる)。

杉山秀宏1988i古墳時代の鉄鎌についてJr橿原考古学研究所論集 第八』吉川弘文館
( 6 )古瀬清秀1991i農耕具Jr古墳時代の研究 8J雄山閤
(7)埴輪の分類に関しては下記の分類を参考にした。

弘田和司1988i埴輪Jr物集女車塚』向日市埋蔵文化財調査報告書第23集向日市教育委員会
( 8 )高橋克毒1995i山津照神社古墳の埴輪と 6世紀の畿内の埴輪Jr琵琶湖周辺の6世紀を探る』京
都大学文学部考古学研究室

( 9 )鐘方正樹・安井宣也・中島和彦1991i菅原東遺跡埴輪窯跡をめぐる諸問題Jr奈良市埋蔵文化財
調査センター紀要 1991J 

(10)実測番号95-110の断続ナデ技法Bの突帯に，ヨコナデ調整を加えても断続ナデ技法Aにみられ

る圧痕は形成きれないため，第16図のような単純な理解では解決できない問題である。岩室池古墳出

土円筒埴輪にも同様の圧痕がみられ，報告者である楠元哲夫氏は「タガとりつけ前に施されたナナメ

方向のヘラ状工具による連続した刻み目がある。タガをつける位置の目印的意味をもつものであろ

う」と評価している。ヘラ状工具による突帯の母体となる粘土紐の貼付等を含め，検討の余地は残る。

天理市教育委員会他1985r岩室池古墳 平等坊・岩室遺跡j天理市埋蔵文化財調査報告第2集
(11)前褐 (9) 

(12)前褐 (8)

(13)川西宏幸1978・1979i円筒埴輪総論Jr考古学雑誌j第64巻第2・4号 日本考古学会
(14)坂靖1988i埴輪編年と技法伝播の問題Jr考古学と移住・移動』森浩一編
(15)前褐 (13)

(16)前褐 (14)

(17)前褐 (13)

(18)戟の形態に関しては下記の分類を参考にした。

栗林誠治1993i古墳時代・較の分類と変遷Jr異朱j第2号 財団法人徳島県埋蔵文化財調査センター
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(19)松木武彦1990i蓋形埴輪の変遷と画期一畿内を中心に-Jr鳥居前古墳J大阪大学文学部考古学
研究室

(20)植野浩三1983i須恵器蓋杯の製作技術Jr文化財串報 第2集』奈良大学文学部文化財学科
(21)田辺昭三1966r陶邑古窯祉群.1 1，田辺昭三1981r須恵器大成』
(22)大久保徹也1992i古墳時代以降の土器製塩Jr吉備の考古学的研究(下)j山陽新聞社
(23)斉藤賢一他1980i高屋遺跡Jr香川県埋蔵文化財調査年報 昭和54年度』香川県教育委員会
(24)前掲 (21)

(25)安山岩は現在でも多数見られることから，付近から採取して使用したものであろう。おそらく花

両岩も付近のものを採取した可能性が高い。石材の使い分けなどが行われたことは考えられない。

(26)赤色を呈する石のサンプリングを行い本田光子氏に見ていただいたところ，ベンガラであるとの

ご教示を得た。また，後述する 6号墳玄室床面から出土した小型鏡周辺に赤色顔料が遺存しており，

同様に本田氏に見ていただいたところ，ベンガラに混じり微量の朱が認められるという結果を得た。

(27)言い換えれば一枚の板状に石を積み上げて閉塞したことになり 4号墳の巨大な板石を用いた閉

塞を強く意識したものである可能性が高い。

(28)墓道を埋め戻してしまうと追葬を行う際に玄門までの掘り直しが困難になる，すなわち正確に玄

門に到達できなくなる可能性も考えられよう。

(29)前掲 (21)

(30)見かけの墳丘の中心とは石室の位置がずれていることから 1墳正2石室の可能性も考慮したが，

墳正に設定したトレンチ調査では石室は確認されなかった。

(31)後述するように 6号墳と 5号墳の石室規模はほとんど同じであり 5号墳の支門と墓道の角度は

6号墳の右側壁の屈曲の角度と近似している。これらの点からは両石室が同ーの規格に基づいて築か

れた可能性もあり 6号墳の石室が左片袖式であった可能性も全く比定するわけにはいかない。

(32)古墳より上方からの転落石である可能性も残る。

(33)須恵器を中心とした土器群は右側壁に列をなすようにみえるが，初葬時のものないし追葬時のも

のの土器のまとまり(単位)を出土状況から判断することはできない。

(34)前褐(5 ) 

(35)前褐 (20)

(36)前褐 (24)

(37)観音寺市教育委員会1973r母神山古墳群千尋支群第 1・4• 5・6号墳発掘調査概要』観音寺市

文化財調査報告第3号

(38)綾南町教育委員会1988r本法寺西古墳発掘調査概報一香川県綾歌郡綾南町所在の後期古墳の調
査一』

(39)三野町教育委員会1988r大原塚古墳発掘調査報告書一香川県三野町吉津北築圃場整備事業に伴
う発掘調査一』

(40)前掲 (39)

(41)従来の県下における横穴式石室の導入期は 6世紀前半~であったが，観音寺市丸山古墳の調査の

進展により， 5世紀中葉にまで遡る可能性が考えられる。その概要を以下に示す。

1.墳正規模は直径約35mの円墳である。
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2.埋葬施設は 2基の竪穴式石榔が並列していると考えられてきたが 1基であることが判明した。

その規模は奥壁幅3.7m，玄室長4.0m以上(延長しても50cm前後だろう)の略方形の平面プラン

を有する。

3.石室は板石・割石の小口積みで行われ，下半部は鰻やかに内傾し，それ以高は持ち送りが進展し，

いわゆる「常陸式の天井部」の様相を呈する。

4.石室内西側には九州産の石棺が安置されており，その年代観は5世紀中葉前後に比定できる(出

土遺物との蹴離はない)。石棺配置や奥壁に沿った鉄刀の配置から，コの字形の屍床配置となる可

能性が極めて高い。

5.墳正裾部には拳大の石材を用いた葺石が認められ，円筒埴輪に加え，蓋形埴輪，動物埴輪(馬・

鳥他)が出土している。

観音寺市教育委員会1999r丸山古墳現地説明会資料j
(42)浦山古墳群発掘調査団1969r浦山古墳群調査概報J香川県文化財調査報告第10号
(43)蓋の口径11.4cmの973と11.6cmの972の2つは一回り小さなもの (A①群)で，他の5個体 (A

②群)とは焼成もやや異なる感じを受ける。

(44)一方 6号墳の短頚査などのようにほとんど形態差のみられないものもあり，型式差(=時間差)

として捉えるのではなく，短期間(ー型式内)の系統差であることの傍証と捉えることもできょう。

(45)前掲 (21)

(46)高杯の脚端部の折り曲げや聴の形態などから判断すると 5号墳よりも 6号墳の方がわずかに先

行する可能性がある。

(47)玄室比左側壁長+右側壁長)/ (奥壁幅+前幅)

土井基司1989I竪穴系横口式石室小考 筑前地方を中心にして一Jr岡山大学構内遺跡調査研究年報
6j岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(48)林日佐子1982I日本と朝鮮における竪穴系横口式石室Jr考古学と古代史』森浩一編
「羨道とは埋葬の場である玄室と墳正をつなぐ通路の役割を持つものである。(中略)これに対して，

前庭側壁は，横口部前面に設けた前庭の側壁面に，貼石状石積みをなすもので，決して天井石を構架

しない」と区分している。また，これらの羨道部は横穴式石室の本質を充分理解できない段階におい

て，玄門部前面に羨道ないし前庭側壁を模倣した構造物をつける「型」の模倣である可能性も否定で

きない。

(49)前掲 (47)

(50)森下浩行1986I日本における横穴式石室の出現とその系譜Jr古代学研究j111号
森下浩行1987I九州型横穴式石室考一畿内型石室出現前・横穴式石室の様相-Jr古代学研究1
115号

(51)柳沢一男1982I竪穴系横口式石室再考Jr森貞治郎古希記念古文化論集J
(52)蒲原宏行1983I竪穴系横口式石室考Jr古墳時代の新視角』
(53)花田勝広1991I筑紫宗像氏と首長権Jr地域相研究J第20号上巻 地域相研究会
(54)山崎信二1985r横穴式石室構造の地域別比較研究一中・四国編 J 
(55)土生田純之1994I畿内型石室の成立と伝播Jrヤマト政権と交流の諸相 古代王権と交流 5.1 
名著出版

q
A
 

P
O
 

唱
E
よ



(56)断続ナデ技法Bの出現率は，底部から最下段の突帯まで残存する例が皆無に近いため，それぞれ

の比率を計測することはできないが，須恵質系埴輪全体の 1/5程度と思われ，主体を占める技法で

はなかったと考えられる O

(57)前掲(13)

(58)前掲(14)

(59)善通寺市教育委員会1983r王墓山古墳調査概報J
善通寺市教育委員会1992r史跡有岡古墳群(王墓山古墳)保存整備事業報告書』

(60)矢原高幸1973r善通寺市の古代文化J善通寺市
香川考古刊行会1994r香川考古』第3号 特集:香川の中期古墳一

(61)香川県教育委員会1983r新編香川叢書 考古編J
香川考古刊行会1994r香川考古J第3号一特集:香川の中期古墳一

(62)福岡市教育委員会1991r東光寺剣塚古墳J福岡市埋蔵文化財調査報告第267集
(63)松山市教育委員会1972r三島神社古墳』
(64) 5世紀中葉段階の九州産石棺の輸送ルートをはじめとした海上交通網に対する意味において，再

整備という表現を用いた。

高木恭二1983I石棺輸送論Jr九州考古学J第58号 九州考古学会

(補記)

校正中に保存処理を終えた鉄製品が納品され，個々で報告したものが接合することが判明した。以下，

接合した鉄製品の報文番号を列挙し(かっこ内は現報告器種名)，最終的な器種を報告する。

"448 (腸扶三角形鍛錬身部)と479(鉄鉱頚~茎部)が接合し，腸扶三角形鎌となる。

，450 (腸扶三角形鍛鍛身部~頚部上半)と473(頭部下半~茎部)が接合し，腸扶三角形鍛となる。

、457(長頚鍛錬身部)と484(鉄鉱頚部)が接合し，長頚鎌となる O

，855 (圭頭鍛錬身部)と868(長頚鎌鎌身部)が接合し，圭頭鎌となる。

，，879 (万子)と871(鉄鉱頚部)が接合し，万子となる。
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12
 
7
 

81
細</

1~
石
英
・
長
石

」
((
55
BB
44
11
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川川川H川国国
1Y1後
・転転・
指岡ナナ
回押ー転
デデヘき
ナ・・
回回ラえデ
後転転ギ・
ヘヘヘηタ
ラフラタ
ケケケ
キズズズ目

回
転
ナ
デ

完
存

カロ
‘ぷ
クロ
り
同
転
万
岡
正
・
セ
ヅ
ト
で
出
土
関
係
な
L
.
"
1
<

43
2 
74
 
草
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

須
車
器
壷

口
10
.6
14
.4
 
中
石
英
・
長
石
少
首
面面
詰青
灰青
灰白
O(
5B
B
 
GG
54
//
11
} 
)
 

回て
転具
痕ナ
デ
指
押
さ
え
樟
当
完
存

→
部
自
然
軸
が
か
か
る
・
口
縁
部
焼
き
査
み

43
3 
74
 
量
山
5
号
墳
石
室
内
廉
面

須
車
器
壷

|量
口大
・
12
16
 5
 Z
 
15
.6
 
中
負
封
石
。
少英
・
長
石
・
黒
外内
面由
青
明
灰
オ
ト10
ーB
プG
杭6
/(5
1
G
 Y
7
/
1
)
 
口-"
縁，
体部
は部
根は
やや
やか
層に
外内
長反
す2
立る
，草
端形
部で
，は
丸底
部〈
下は
丸方
いに
肥
車
す
|凹リ
r・タ
ータ
デキ
回目
転
ヘ
フ
ケ
ズ
回
転
ナ
デ
当
て
具
痕
完
存

43
4 
74
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
康
面

須
車
器
壷

口
13
.4
5
18
.0
 
細
や
少
石
英
・
長
石
ー
や
外内
面面
灰暗
赤青
灰(
2(
55
YB3
R/
41
/)
 2)
 
屑口
縁の
張都
はっ
外た
球反
す形
でる
端底
部部
はは
屈丸
曲い
し
て
面
を
持
つ
，
体
部
は
キヨタコ
タ日
ナキ
デ桂
桂ヨ
カコ
キナ
目デ
・桂
平行
カ
ナ当
デて
具・
指痕
押
さ
え
控
ナ
デ
・
完
存

43
5 
74
 
草
山
5
号
墳
石
室
内
埋
士

須
恵
器
壷
?

口
15
.0

粗
色
桂
石
生英
長
石
黒
ド!i審
面面
オ判
リ
ープ
プ(
反
(E
5GG
YU
5/
/l
lj
 )
 
め口
縁ぐ
部る
は
大
き
く
反
す
る
，
端
部
は
面
を
持
ち
弱
い
回
線
が
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

口
縁
部
1
/
12

43
6 
74
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
埋
土

須
車
器
聖

細
長
石
ご
く
少

r雪灰
BJ
-(
10プ
B灰
G(
5F
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4
1
)
 
口
縁
部
は
外
反
す
る
，
端
部
は
丸
〈
下
方
に
拡
張
す
る

回
転
ナ
デ
沈
線
1
条

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
小
破
片
ガ
ラ
ス
化
し
た
自
然
軸
付
着

43
7 
74
 
草
山
5
号
墳
石
室
内
埋
土

須
恵
器
聖

口
16
.6

細
長
石
ご
く
少
-1 
面胸
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|回
カ転
キナ
目
デ
、
7
タ
タ
キ
韓
回
転
ナ
デ
当
て
具
壇
層
部
1/
6

43
8 
74
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

須
恵
器
車
I口量
大
1.
21
02
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 1
2.
3 
や
中
少
石
英
長
石
や
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面聞
1f灰
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B
 
(5
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回リ
転・
回ナ
転デ
ヘ・
回ラ
転ギ
ヘリ
フ
ケ
ズ
回
転
ナ
デ

完
存

ロ
ク
ロ
回
転
方
向
む
・
内
外
と
も
白
書
え
軸
が
付
着

43
9 
74
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

領
事
器
無
蓋
高
杯
底口
12
.6
 
12
.1
5 
中
長
石
ご
く
少
首
面面
青暗
灰青
灰(5
B(
55
B/
14
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回
転
ナ
デ
・
仕
上
げ
ナ
デ
回
転
ナ
デ

完
存

透
か
し
孔
は
3
1
;
向

9.
7 

44
0 
74
 
草
山
5
号
墳
石
室
内
障
面

須
車
器
無
蓋
高
杯
底口
9.
6 
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中
石
英
長
石
少
首
面面
明明
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リリ
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ププ
灰灰
色(
55
GG
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布
回
転
目
ナ
?
デ
田
タ
タ
キ
目
。
r
回
転
ナ
デ

完
存

灰
か
ぶ
り

8.
0 
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1 
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雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

須
車
、
器
無
蓋
高
杯
底口
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. 
2
 
14
 
中
.
長
石
や
や
少
外内
面面
暗暗
青青
灰灰
((5
5BB
33/
/11
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回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

完
存

全
体
に
ゴ
マ
が
か
か
る
・
透
か
し
孔
(
宰
孔
)
3
個
所

8.
2 

44
2 
74
 
雄
山
5
号
噴
石
室
内
床
面

土
師
器
椀

底口
13
.2
 
6.
5 
細
や
や
長
少
ゐ
・
灰
色
粒
|
組
:
自
主
君
liE
Eij
il

口
縁
部
か
ら
底
部
に
緩
や
か
に
つ
づ
く
，
端
部
Il
:
丸
〈
収
め
る
指
押
き
え
植
ナ
デ

指
ナ
デ

ほ
ほ
完
存
黒
斑
あ
り
(
内
面
)

6.
1 

44
3 
74
 
雄
山
5
号
噴
石
室
内
席
面

土
師
器
把
手
付
機
底口
10
.8
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6 
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石
や
や
英
多
・
長
石
・
雲
外内
面面
'
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灰(7
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体平
的坦
部に
中外
面央
上を
持方
にへ
つ午
角の
郁ぴ
の，
大端
部き
なは
把丸
干〈
収を
持め
つる
底日
韓部
都は
小は
直き
輯岳
ハ
ケ
日
後
ナ
デ

指
押
さ
え
桂
ナ
デ

縁損
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完一
存部
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草
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5
号
墳
周
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須
車
器
壷

口
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長
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掃
部
は
大
き
く
外
反
す
る
，
指
部
は
屈
幽
し
て
丸
〈
肥
厚
す
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

口
縁
部
1
/
8
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日
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か
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く
少
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1I
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日
縁
部
町
立
ち
上
が
り
は
内
個
L
.
端
部
は
丸
く
収
め
る

回リ
転・
詑ナ
組デ
?
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
回
転
ナ
デ

口
縁
都
1/
5
自
然
軸
・
ロ
ク
ロ
嗣
転
方
向
左
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2 
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雄
山
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号
噴
5
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須
車
器
壷
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細
〈
少
石
英
長
石
』
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7
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日
縁
部
は
短
〈
タ
ト
反
す
る
，
端
部
は
丸
く
収
め
る

回
転
ナ
デ

回デ
転
ナ
デ
ー
て
具
離
後
ナ
口
縁
部
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8
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3 
87
 
雄
山
5
号
墳
S
X
0
2
 

須
恵
器
壷

口
]
1
.
8
 
細
石
英
長
石
少
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リ
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 口
縁
部
は
短
〈
外
民
す
る
。
端
部
は
丸
〈
収
め
る

ヨ
コ
ナ
テ
'

ヨ
コ
ナ
テ
'

日
縁
部
1/
8
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4 
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雄
山
5
号
墳
S
X
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須
恵
器
聖

口
:
24
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細
石
英
・
長
石
少
内
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け部
る
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大
き
く
外
反
L
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端
部
外
面
に
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帝
を
貼
り
ヨ
コ
ナ
デ
桂
カ
キ
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タ
テ
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ
口
頭
部
1/
6
軸
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っ
て
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墳
S
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指
押
き
え
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デ
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押
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え
樟
板
ナ
デ

底
部
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成
前
の
穿
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(
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内
)
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山
5
号
墳
包
含
層

須
恵
器
杯
蓋

口
:
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F
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と
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井
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境
は
積
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つ
，
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す
る
側
面
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
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縁
部
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8
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層
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(
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坦
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転
ナ
デ
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当
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具
痕
天
井
部
2
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当
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り
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8 

お
8
雄
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5
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包
含
層

須
車
器
壷

口
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長
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口
縁
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大
き
く
外
民
L
.
.
端
部
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丸
く
肥
厚
す
る
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転キ
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デ
・
平
行
タ
タ
キ
控
回
転
ナ
ヂ

口
~
屑
部
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8
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9 
88
 
草
山
5
号
墳
包
肯
層

弥
生
j
器
壷

底
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9

粗
:
碍
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長
石
少
員
:
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掲
((
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指
押
き
え
植
ナ
デ

ナ
デ

底
部
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8
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0 
88
 
瞳
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15
号
噴
包
含
層

須
車
器
葺

細
石
英
・
長
石
。
少
内
面
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青
明
黒
オ
リ
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プ2
/夜
1)
{
Z
5
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4 口b
輯の
部円
帯は
大乎
貼き
くめ
付外
反け
する
る，
端
部
は
丸
〈
収
め
，
外
曲
に
1
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

日
縁
部
小
破
片
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文
番
号
図
版
番
号

量
構
名

器
種
。
名
口
径
・
底
径
器
高
胎
士
(
粗
・
中
・
綱
)

色
調

形
態
町
特
撮

件
面
開
整

内
面
調
藍
残
存
度

情
考

79
1 
88
 
草
山
5
号
墳
包
含
層

須
恵
器
揖
蓋
高
杯
ロ
:
13
.5
 

細
:
石
英
・
長
石
.
少
i富
富
ZJl
こ

;2Y
Y77
//1
1) )
 口
緑
郎
の
中
央
に
弱
い
稜
を
持
つ
.
靖
郎
は
丸
〈
収
め
る
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

日
縁
部
1/
8
軟
質

79
2 
88
 
雄
山
5
号
墳
包
官
層

円
筒
埴
輪

粗
"
'
百
英
・
長
石
:
多
画
:
に
ぷ
い

3
 

ケヨ
コ目
テ
'
・
タ
テ
万
岡
町
ハ
指
ナ
デ
・
指
押
さ
え

小
量
片

硬
質

79
3 
89
 
草
山
5
号
噴
ベ
ー
ス
膳

弥
生
土
器
壷

粗
:
石
英
・
長
石
:
多

4)
 

剥
離
・
マ
メ
ツ

剥
離
・
マ
メ
ツ

口
縁
部
小
破
片

79
4 
89
 
雄
山
5
号
墳
ベ
ー
ス
層

弥
生
土
器
量

底
:
2.
6 

綱
:
石
英
・
少

Y
R
5
/
4
1
 

ナ
デ
(
マ
メ
ツ
)
・
ハ
ケ
目
マ
メ
ツ

底
部
1/
4
外
面
に
黒
斑

79
5 
89
 
雄
山
5
号
墳
ベ
ー
ス
層

弥
生
土
器
蔓
ロ
:
17
.2
 

|
租
や
.
碍
・
長
石
'
や

77/
/66
} }
 

マ
メ
ツ

マ
メ
ツ

口
縁
部
1/
8

79
6 
89
 
雄
山
5
号
墳
ペ
ー
ス
層

弥
生
土
器
費

口
:
11
.0
 
|
E
J去
最
石
・
赤

6
6
Y
 
‘
 R
7
/
4
 

ナ
デ
・
タ
タ
キ
後
ハ
ケ
目
指
押
さ
え
桂
ヨ
コ
ナ
デ
口
頭
部
1/
8

79
7 
89
 
雄
山
5
号
墳
ベ
ー
ス
層

弥
生
土
器
費

粗
石
英
・
長
石
多

:
に
ぷ

11
00
Y Y
 RR
44
//
33
1 )
 

ナ
デ
・
タ
タ
キ
目

ヨ
コ
ナ
デ

小
破
片

79
8 
89
 
草
山
5
号
墳
ベ
ー
ス
層

弥
生
土
器
量

底
:
3.
3 

粗
石
英
・
長
石
多

:
に
ぷ
R(
10
ZV
Y Z
 R
4
/
3
)
 

14
1Z
後
ナ
デ
・
指
押
さ
え
指
押
さ
え
桂
ナ
デ

底
部
5/
8

79
9 
89
 
草
山
5
号
墳
ベ
ー
ス
層

弥
生
土
器
費

底
4.
6

細
石
英
・
長
石
~

且に
ぷ掴
11
7.
5
.R
53
Y 
ZR)
 5
/4
) 

ナ
デ

マ
メ
ツ

底
部
11
8

80
0 
89
 
車
山
5
号
墳
ベ
ー
ス
層

弥
生
土
器
商
杯

口
4.
0
11
粒
干
名
事
石
・
揮

:
に
に
ぷ
ぷ
い
い
糧
貫
(
置7.
5(
1Y0
RY
 UR
46
/}
 3
 

指
ナ
デ

ナ
ヂ
・
樟
?
庄
痕

脚
郡
3/
8
大
き
く
低
く
広
い
脚
部

80
1 
89
 
瞳
山
5
号
墳
ベ
ー
ス
層

弥
生
土
器
台
付
鉢
底
4.
6

粗
.
石
英
・
長
石
:
少
:E
霊書
iiz
ti
活
l

|
献
メ
ツ
工
具
に
よ
る
ナ
デ
・
マ
|板
メ状
ツ
工
具
に
よ
る
ナ
デ
・
マ
底
部
4/
8
底
面
は
黒
い

雄
山
6
号
墳
土
器
観
察
表

- H寸 ( ) l



84
0 

阿
転
ナ
デ デ 一 デ

ナ 一 ナ

明 一 転 一 転

不 一 回 一 回

デ 一 状 一 ズ

ナ 一 捜 一 ケ

ー - ト 一 ラ- H 口 - 一 、同日 - t t - ヘ

キ 一 キ リ 一 転

カ 一 ヵ ズ 一 回

ιγ 一 デ け 一 わ

ナ ) 一 ナ 寸 一 ナ

コ L 一 転 d 一 転

ヨ 消 一 回 文 一 一 回 リ

須
恵
器
提
極

須
恵
器
提
臨

須
恵
器
ハ
ソ
ウ

須
車
器
壷

草
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

10
1 
I雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

10
1 

10
1 

10
1 

8
4
2
 

84
3 

84
1 

ト
~

-
.
J
 

ト
ー



ト
~
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雄
山
7
号
墳
土
器
観
察
衰

報
文
番
号
図
版
番
号

量
構

97
2 
12
1 
玄
室
内
遺
物
4

97
3 
12
1 
玄
室
内
遺
物
8

97
4 
12
1 
玄
室
内
置
物
6
8

97
5 
12
1 
玄
室
内
遺
物
5
8

97
6 
12
1 
玄
室
内
遺
物
1
日

97
7 
12
1 
玄
室
内
遺
物
9
R

97
8 
12
1 
宣
寧
向
遺
物
7
R
 

97
9 
12
1 
玄
室
内
量
物
1
0
8

98
0 
12
1 
玄
室
内
遺
物
13

98
1 
12
1 
玄
室
内
遺
物
12

98
2 
12
1 
玄
室
内
量
物
z

98
3 
12
1 
玄
室
内
遺
物
3

98
4 
12
1 
玄
室
内
遺
物
6
A

98
5 
12
1 
玄
室
内
遺
物
5
A

98
6 
12
1 
玄
室
内
遺
物
1
A

98
7 
12
1 
玄
室
内
遺
物
7
A

98
8 
12
1 
玄
室
内
遺
物
11

名
器
種
名

須
恵
器
蓋
杯

須
車
器
蓋
耳

¥
 

須
恵
器
蓋
杯

須
車
器
蓋
耳

須
恵
器
蓋
坪

須
車
寄
蓋
坪

領
車
器
蓋
均
:

須
恵
器
蓋
耳

須
車
器
蓋
拝

須
車
器
蓋
耳

領
車
器
珂
:
身

須
車
器
坪
身

須
車
器
耳
身

須
恵
器
坪
身

須
恵
器
坪
身

須
車
器
坪
身

須
車
器
耳
身

口
径
・
底
径
器
高
胎
土
(
粗
・
中
・
細
)

11
.6
 

3.
8 
細
:
石
英
・
長
石
少

11
.4
 

3.
8 
中
石
英
・
長
石
普

12
.2
 

4.
7 
中普
:
石
英
長
石
少
~

12
.
2
 
4.
6 
細
石
英
ー
長
石
少

12
.1
 

4.
4 
二
審
碍
・
量
石

12
.7
 

4.
7 
~
帽
罵
仏
.
石
首
英
4
>
・
長
石

12
.5
 

3.
85
 
JR 
~
咽
石
英
・
長
石

13
.5
 

5
1
i fi.. 

~英
砂
・
長
石
膏
，

14
 

4.
7 
~
 E
 
2色
.石
盤英
少
・
長
石

13
.9
 

4.
7 
taf
h石
前英
普
・
長
石

10
 

4.
6 
細
石
英
・
長
石
少
，

10
 

4.
2 
|
中'b
~
圃
・
石
英
・
長
石

10
.6
 

5
細
石
英
・
長
石
少

10
.7
 

5
 1:
1
:
-
掴
:
石
英
長
石

11
 

4.
6 
~
欄
肩
英
・
長
石

11
 

4.
6 
e-
帽
.
石
英
・
長
石

11
.2
 

5.
4 
中
:
石
英
・
長
石
膏

色
爾

形
態
の
特
徴

外
爾
調
整

内
面
調
整

残
存
度

個
考

|
丹
油
面
唯
:
跡
青
灰(7
{5
5
R
4
4
)
~輔
氏
(5

P
8
4
/
1
 

稜
1:
鈍
〈
突
出
，
天
井
部
は
平
坦
気
味

荒回
井転
郎ナ
3デ
15
・へ
ラ
ケ
ズ
リ
・
回向
転ナ
ナデ
デ
・
中
央
部
不
定
方
8品
完
存
li罫
耕
輔
E
Z
喜占
高石
手首
Z
E

|
碍
j
語長
(
i
j
J
t
i
/
1

後
は
鈍
〈
突
出
.
端
部
は
や
や
鋭
〈
段
状
に
な
る

|
天
岡
弁
藍
臨
+
ヂ
吊
.ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
岡
転
ナ
テ
'

81
8
完
存

ロ
タ
ロ
圃
転
方
向
右

購震
量

議
部
な
は
沈
線
高
を
〈
丸
有
みL
が
.あ
シる
ャ，
ー稜
プで
はや
あや
る
鈍
〈
突
出
.
捕
鯨
は
天回
井転
部ナ
4デ
15
・ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
回
転
ナ
ヂ

8/
8完
存
総
務
寵
iii
f話
路
協

lや
克身
や障
シは
ャ高
ープ
〈丸
で段
み状
があ
にる
な，
る
夜
帥
や
蝿
:
突
出
.
鵬
は
H天'"軒
井手早
部膏
+5
d苧a
6a. 
ヘ，、
ラ
ケ
ズ
'
!困
由医
子ナ
ヂ
デ
・
中
央
刷
、
定
方
8/
8完
存

ロ
タ
ロ
回
転
方
向
右

稜
1:
鈍
〈
突
出
気
味
場
部
は
明
確
な
沈
線
を
有
す
る

ヲ
子
x
リ
・
回 u
匡.
.子
""
子
三
市
吏
蔀
不
定
方
8/
8完
存

ロ
タ
ロ
回
転
方
向
右

稜
は
鈍
〈
突
出
，
靖
郁
は
段
状
に
な
る

藤;
;~
^

ロロ
デ
デ
・
中
央
部
不
定
方
8/
8完
存
1
2
4品
居霊
E
F主
d
F
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
に
陪
L
・宮

EE
1(
01
0Y
Y6
6J
1 
1
 

稜
は
鈍
〈
突
出
.
端
部
は
段
状
，
天
井
部
1:
低
乎
に
な
る

ラ
子
三
官
リ
・
ロ
ー
ナ
デ
二
甲
芙
蔀
不
定
方
8/
8完
存

ロ
ク
ロ
回
転
方
向
右

ロ
テ
'

j
R
j
i
J
E
l
l
 
|
院
←

議
み
が
あ
採
る
で
附

ラ
ケ
ズ
リ
uロ
E十ナ
手'
デ
・
中
央
部
不
定
方
8/
8完
存
|ロ
プ
aタh
ロ句
回
転
方
向
左
・
円
画
中
央
に
円
心
門
主
ス
タ
ン

ヨ1((
17
0.
5Y
Y7
71
/j1
} 
|
腎
殻
?

に
突
出

ラ
テ
ヌ
.
，
.
回
転
ナ
デ

aノ
8
完
存
l
E
2
2
監
事
量
草
寺
早
野
曹
は
5
園
前
後
の

10
[5
YY
67
/1
/)
 1
 

|稜
には
f.
l:
シl
>
ャ
ー

靖
郎
は
丸
み
が
あ
る
が
，
段
状
|
天
同
井
藍
郡
+
日
ヂ
.ヘ
ラ
ケ
ズ
'
回
転
ナ
デ

8/
8
ほ
ほ
完
存

Ilt
Ep
何t伸i
一回P町Tf箆冊

民
目
翼
厚
民
岬
ヨ
〈
密
唖E・善
4意・
E
 

員
E
j
量産
i
i
-
J
Z
B
1
)

口
縁
部
は
内
傾
L
.
靖
郎
は
段
を
も
っ

底転
ナ部
4デ
16
ヘ
ラ
タ
ズ
リ
・
回
回
転
ナ
デ

81
8完
存

|
外
向
面
面
灰
オ
リ(
5
ーY
6プ
/灰1
)
(
1
5
G
Y
6
 1
 
口
縁
部
は
内
傾
L
.
靖
郎
1:
丸
い

|
底
転
ナ
部
制
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
闘
回
転
ナ
デ

81
8完
存

組
長
i
i
W
(
!
)

軍口
縁い
部
は
内
傾
L
.
靖
郎
に
明
瞭
な
段
を
も
っ
，
底
部
は
丸
〈
底転
ナ郎
4デ
16
へ
ヲ
ケ
ズ
リ
・
回
岡
転
ナ
デ

8/
8完
存
|
重
羽
焼
き
野
の
壇.
.
 晶
外
面
に
坪
A
Z
Z
蓄
E

11
00
YY
55
/4
1j
 )
 

口
縁
郎
は
内
傾
L
.
場
部
に
段
を
も
っ

4デ
15
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
困

デ
・
中
央
郁
不
定
方
8/
8完
存

ロ
タ
ロ
回
転
方
向
左

57
Y5
5Y
45
/)
 1
 

口
緑
郎
1:
内
傾
L
.
靖
部
に
浅
い
段
を
も
っ

5'ー
3考~
5へ
ラ
ケ
ズ
リ
・
圃

回

ナ.
.
 デ
・
中
央
郵
不
定
方
8/
8完
存

ロ
タ
ロ
回
転
方
向
左

77
..
55
YY
54
//
11
) }
 

ロ
緑
郎
は
内
傾
L
.
織
部
に
か
す
か
な
農
を
も
っ

Eト
ヂ3/
5ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
・
岡
町
ヂ
・
中
央
節
不
定
方
8/
8完
存

I
~
ク
ロ
回
転
万
岡
石
・
口
酬
に
焼
け
壷
み
が
み
ら
れ

il
~向1
0。Y

v7，
//1，

、}
 

口
縁
部
は
内
傾
L
.
靖
都
1:
丸
い

臨ト
尋海
旨
天
ラ
子
支
す
1画
一
回
転
ナ
デ

8/
8完
存

|
日
夕
ロ
回
転
方
向
右
・
中
央
1:
同
心
円
丈
ス
タ
ン
プ
あ



ト
~

-.
:]
 
む」コ

報
文
書
号
図
版
番
号

置
構
名

9
8
9
 
12
1 
玄
室
内
置
物
9
A

9
9
0
 
12
1 
玄
室
内
遺
物
1
0
A

99
1 
12
1 
玄
室
内
遺
物
14

9
9
2
 
12
1 
玄
室
内
遺
物
15

9
9
3
 
12
1 
玄
室
内
遺
物
16

9
9
4
 
12
1 
玄
室
内
遺
骨
17

予
備
闇
査
等
土
器
観
察
表

報
文
番
号
図
版
番
号

遭
構
名

10
02
 
12
5 
16予
1
備
調
査
31
ト
レ
ン
チ
臨
区
S
D

10
03
 
12
5 
13予
1
備
調
査
31
ト
レ
ン
チ
拡
張
区
5
D

10
0.
1 
12
5 
予
情
調
査
31
ト
レ
ン
チ
拡
彊
区
S
D

01
 

]0
05
 
12
5 
l
 
|O
予l
備
調
査
.11
ト
レ
ン
匹
拡
揖
区
S
D

10
06
 
12
5 
|予0
1
備
調
査
31
ト
レ
ン
チ
拡
張
区
S
K

1
0
0
7
 
12
5 
予
帽
調
査
31
ト
レ
ン
チ

10
08
 
12
5 
予
情
調
査
31
ト
レ
ン
チ
拡
張
区

1
0
0
9
 
12
5 
予
情
調
査
31
ト
レ
ン
チ
拡
張
区

1
0
1
0
 
12
5 
予
情
調
査
9
ト
レ
ン
チ

器
種
名

口
径
・
底
径

須
車
器
耳
身

11
. 
7
 

壇
車
器
耳
身

12
 

須
恵
器
耳
身

1
2
.
5
 

須
車
器
短
顕
壷

7
 

須
恵
器
短
顕
壷

7
.
7
 

調
車
器
直
口
壷

器
種
名

口
径
・
成
径

土
師
器
壷

口唖
2
9
.
4
 
16
.6
 

土
師
器
壷

口
2
6
.
0

土
師
器
壷

頭
11
.0

弥
生
土
器
費

底
:
3.
1 

弥
生
土
器
高
坪

く
ぴ
れ
5
.
0

円
筒
埴
輪

製
塩
土
器

く
ぴ
れ
2.
6

須
車
器
耳
身

口
10
.4

調
車
器
畳
顕
壷

皇
鹿
太
島
;
6
0
 

器
高
胎
士
(
粗
・
中
・
細
)

色
調

形
聾
の
特
置

外
面
調
整

内
面
調
整
残
存
度

輔
考

4.
5 
1現中
住石
討英
普
・
長
石
膏
，
ト3画扇
:
 
tE
(l
22
.5
5Y
Y6
6/
/2
1)
 )
 

口
縁
部
は
内
傾
t
.
.
，
輪
部
に
か
す
か
な
段
を
も
っ

E正ナ
酷
5デ
16
ヘ
フ
r
ス
E
・l
到
凹向
転ナ
ナデ
デ
・
中
央
臨
l'、
定
万
8/
8
完
存

土ロ
がク
極ロ
岡め
転て
方異
向置
右
'
外
面
全
面
に
自
然
軸
・
焼
底
・
胎

4
.
9
 
多中
』粗
黒色
:石
鈴英
少
・長
-l
i
卜E面画
11
{(
77
55
YY
77
//
I2
) )
 

口
縁
部
は
内
傾
L
，
端
部
に
設
を
も
っ

E長部
ナ
5デ
/
6へ
ラ
ケ
ズ
リ
・
副
回
転
ナ
デ

8/
8
完
存

ロ
ク
ロ
回
転
方
向
右
・
底
部
厚
が
厚
い

5
.
3
 
中
石
英
・
長
石
多
トa面面百
:
 
・
1t
((
55
YY
77
//
31
) )
 

口
縁
部
は
内
傾
t
.
.
，
端
部
に
段
を
も
っ

E正ナ
部
5デ
16
へ
ラ
ケ
ズ
リ
・
回
昨
γ
・
中
央
部
の
み
指
8/
8
ほ
ほ
完
存
ロ
ク
ロ
回
転
方
向
右

8
.
3
 
1
~
細
・
石
英
・
長
石
組
:
鞍
j
i
F
F
J
G
i
)

口肩
縁が
郎は
はり
短，
底〈
内部
傾は
丸t
..
，み
端が
あ部
るは
幅
2
m
m
の
水
平
面
を
も
っ
，
部1口輯
平1
1
~行・
指胴
タ押
都タ
さ回
キえ
転桂
ナヘ
デラ
・底
ケ
転同
ナじ
円デ
分・
不ス
定タ
方ン
向プ
ナ後
デ
・回
8/
8完
存

状口
縁態
部で
焼の
周虚
辺し
町た
焼と
思串
がわ
胴れ
都る
と
異
な
り
・
壷
を
し
た

7
1
~
弘
諒
・
長
石
I
~
署長

ii
bV

R明
!1

ロが
縁.
底部
部は
外は
反丸
気み
味が
あに
直る
立
し
靖
部
は
丸
い
，
屑
部
は
は
る
日
日
韓
底
回
部
転
回
ナ
転
デ
ヘ
肩
ラ
郁
ケ
ズ
カ
キリ
回押
転き
ナえ
デ
・
中
央
部
の
み
指
8
叫
完
存

ロ
ク
ロ
回
転
方
向
左

1:中長
色石
勧英
'1
'
・
長
石
膏
，
外。司
面両再
極提
2P
(i
5R
Y V
 RP
7?
//
8氏)
}
 

底
部
は
狭
い
平
坦
耐
を
も
つ
が
，
胴
部
は
議
形
で
あ
る

不
明

指
押
さ
え

81
8
体
部

器
高
胎
士
(
岨
・
中
・
細
)

色
調

形
聾
の
特
置

外
面
調
整

内
面
調
整
残
存
度

情
考

骨量
号
;2
|外
内面
面
1軍
量
立
(
川
.
5
I
RR
6州f
fil
 

マデ
桂メ
ヨツ
コ・
ヨ十
コデ
ナ・
ハデ
ケ板
日
ナ
マ
き
え
メ
指
ツ
ナ
ヨ
デ
コ
ヘ
ナ
ラ
デ
ケ
・
指1
押') 
2
月
8
日

|
措
置
五
福
E
F
J
2
i
/
6
)

えヨ
桂コ
ナナ
デデ
・
ナ
デ
・
指
押
さ
紘
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
2/
8
一
重
口
緑
内
面
に
」
都
黒
斑
1
0
0
4
と
同
一
個
体
?

瞳
詑

::I~
面面
積明
幅(
5
Y
 R
6
/
6
!
 

ヨ
コ
ナ
デ
・
指
押
さ
え
桂
ハ
ヨ
コ
ナ
デ
板
ナ
デ
ー
指
押
頭
部
3
ノ8

(
7
.
5
Y
R
5
ノ
6)

ケ
H

さ
え

霊褐
日(
仕
1叩
0R
Y酌
R
3
/川1
 

指
押
き
え
桂
タ
タ
キ
目
指
押
さ
え
韓
親
ナ
デ

底
部
I
;
2

E
 
2母
を
借
石
間
・
赤
百
色
粒
'
"
・

盤整
ナ
デ
・
分
割
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
ナ
デ
・
分
割
へ
ラ
ミ
ガ
キ
坪
部

川五粒
4・3
重
英
母
長
多
命
・
赤

ハ
ケ
目
・
ナ
デ

指
ナ
デ
・
椋
ナ
デ

胴
都
小
敵
片

中
石
英
・
長
石
多

指
押
さ
え
・
タ
タ
キ

板
ナ
デ

胴}十
d
底
酔
小
俵
表
面
の
剥
離
が
著
し
い

粗
石
英
。
ご
く
少

|
口
を
警
つ部
の
立
コ
が
り
は
内
閣
す
る
，
端
部
は
図
面
を
去
し
段
回リ
転
ナ
デ
・
回
転
ヘ
フ
ケ
ズ
回
転
ナ
デ

11
8 

細
く
少
li
英
・
長
石
ご
外内

体で
部高
台は
やを
貼や
屑り
付の
張け
っる
た
輔
球
車
を
呈
す
る
，
て
い
ぶ
は
平
坦
板
ナ
デ
・
平
行
タ
タ
キ
回
転
ナ
デ

体
部
4
/
8
高
台
の
一
部
に
拒
の
圧
車
・
ロ
ク
ロ
回
転
方
向
右



...... h司 ..，. 

雄
山
古
墳
群
石
器
観
察
表

雄
山
4
号
墳
石
器
観
察
表

遺
構

D
区
N
層

雄
山
6
号
墳
石
器
観
察
表

名

遺
構
名

雄
山
6
号
墳
包
含
層

雄
山
6
号
墳
包
含
層

遺
4毒
名

N
区
包
含
層

雄
山
古
墳
群
出
土
旧
石
器
観
察
表

報
文
番
号
図
版
番
号

遺
4着
名

10
14
 
13
2 
W
区

10
15
 
13
2 
31
ト
レ
ン
チ

10
16
 
13
2 
W
区

10
17
 
13
2 
雄
山
4
号
墳

10
18
 
13
2 
7
ト
レ
ン
チ

10
19
 
13
2 
3
ト
レ
ン
チ

10
20
 
13
2 
雄
山
5
号
墳

10
21
 
13
2 
22
ト
レ
ン
チ

10
22
 
13
2 
2
ト
レ
ン
チ

10
23
 
13
2 
雄
山
6
号
墳

10
24
 
13
2 
雄
山
6
号
墳

10
25
 
13
2 
2
ト
レ
ン
チ

10
26
 
13
2 
8
ト
レ
ン
チ

10
27
 
13
2 
27
ト
レ
ン
チ

10
28
 
13
2 
雄
山
6
号
墳

10
29
 
13
2 
表
採

10
30
 
13
2 
27
ト
レ
ン
チ

器
種

打
製
石
鎌

器
種

打
製
石
斧

打
製
石
鉄

器
種

打
製
石
庖
丁

名 名 名

器
種
名

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

ナ
イ
フ
形
石
器

長
さ
cm
幅
cm
 
厚
さ
cm

8
 
2.
8 

1.
1
 

8.
1 

2.
9 

1.
1
 

7.
1 

2.
1 

1.
2
 

5.
1 

1.
9
 

1
 

4.
2 

1.
8
 
0.
8 

2.
9 

1.
6
 
o. 
7
 

2.
1 

2
 
0.
6 

4.
1 

2.
1 

O.
 7
 

4.
8 

2.
4 

0.
8 

5.
6 

2.
4 

O.
 7
 

5.
2 

2.
4 

1
 

4.
8 

2.
1 

1.
1
 

5.
5 

2.
5 

0.
8 

5.
8 

1.
7
 
0.
9 

7.
7 

2. 
7
 
1.
2
 

8.
6 

3. 
7
 
1.
9
 

6.
1 

2.
9 

1
 L_
 重
量
g

23
.2
7 

33
.1
1 

18
.4
 

8.
74
 

5.
04
 

3.
04
 

2.
28
 

6.
05
 

11
. 
25
 

15
.0
7 

14
.5
2 

11
. 
82
 

12
.6
1 

8.
56
 

20
.4
5 

48
.3
3 

15
. 
77
 

材
質

サ
ヌ
カ
イ
ト

材
質

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

材
質

サ
ヌ
カ
イ
ト

材
質

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

備
考

凹
基

備
考

刃
部
に
使
用
に
よ
る
磨
滅
痕
・
擦
痕
あ
り

先
端
を
欠
損
す
る
，
凹
基
式

備
考

刃
部
に
使
用
に
よ
る
磨
滅
痕
あ
り

イ精
考



ル・
4

h
司
C
J
1
 

報
文
番
号

10
31
 

10
32
 

10
33
 

10
34
 

10
35
 

10
36
 

10
37
 

10
38
 

10
39
 

10
40
 

10
41
 

10
42
 

10
43
 

10
44
 

10
45
 

10
46
 

10
47
 

10
48
 

10
49
 

10
50
 

10
51
 

10
52
 

10
53
 

10
54
 

10
55
 

10
56
 

10
57
 

10
58
 

10
59
 

10
60
 

10
61
 

10
62
 

図
版
番
号

13
2 

13
2 

13
2 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
3 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

遺
構
名
器
種
名

雄
山
6
号
墳

ナ
イ
フ
形
石
器

2
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

雄
山
6
号
墳

ナ
イ
フ
形
石
器

30
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

雄
山
6
号
墳

ナ
イ
フ
形
石
器

W
区

ナ
イ
フ
形
石
器

5
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

雄
山
6
号
墳

ナ
イ
フ
形
石
器

雄
山
6
号
墳

ナ
イ
フ
形
石
器

雄
山
6
号
墳

ナ
イ
フ
形
石
器

25
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

27
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

27
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

30
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

23
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

15
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

32
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

2
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

25
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

9
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

3
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

4
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

雄
山
6
号
墳

ナ
イ
フ
形
石
器

30
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

22
ト
レ
ン
チ

ナ
イ
フ
形
石
器

雄
山
6
号
墳

ナ
イ
フ
形
石
器

雄
山
6
号
墳

尖
頭
器

雄
山
6
号
墳

尖
頭
器

雄
山
6
号
墳

尖
頭
器

27
ト
レ
ン
チ

尖
頭
器

21
ト
レ
ン
チ

尖
頭
器

30
ト
レ
ン
チ

尖
頭
器

長
さ
cm
幅
cm
 
厚
さ
m
重
量
g
キオ
質

備
考

6
 
2.
2 

13
.1
9 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
5 

2.
5 

1.
7
 
16
.9
1 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
5 

1.
9
 

1.
2
 
9.
99
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

7.
2 

3.
2 

1.
3
 
26
. 
73
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
2 

2.
4 

1.
1
 
11
. 
65
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
3 

1.
7
 
0.
7 

4.
07
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
3 

1.
7
 
1.
5
 
14
.3
2 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6
 
2.
5 

1.
4
 
23
.9
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
1 

1.
9
 
1.
3
 
12
.8
8 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5
 

1.
7
 
0.
8 

5.
73
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

4.
5 

1.
4
 
0.
9 

5.
53
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

4.
4 

2.
1 

6.
97
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

4.
1 

2.
1 

1.
1
 
8.
86
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
3 

1.
8
 

1
 
4.
98
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
1 

1.
3
 
2.
5 

1. 
63
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5
 
2.
5 

1.
3
 
13
.4
8 
サ
ヌ
カ
イ
ト

4.
9 

2.
7 

1.
3
 
10
.8
5 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
9 

1.
4
 
0.
9 

4.
18
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

4.
9 

2.
2 

0.
6 

8
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

8.
2 

3.
5 

1.
1
 
17
.6
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
3 

1.
4
 
0.
6 

3.
07
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
5 

1.
8
 
0.
8 

4.
03
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
1 

2. 
7
 

1.
4
 
17
.5
5 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
4 

2.
5 

1
 
14
. 
76
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3
 
2.
1 

0.
6 

3.
39
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
4 

3
 

1.
4
 
20
.6
2 
ハ
リ
質
安
山
岩

6.
1 

1.
7
 
o. 
7
 
6. 
78
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
6 

2.
3 

0.
9 
10
.8
8 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
6 

2.
1 

1.
3
 
15
.2
1 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
5 

2.
4 

1.
1
 
13
.3
2 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5. 
7
 
2.
5 

1.
4
 
12
.4
2 
サ
ヌ
カ
イ
ト

2.
2 

2
 
0.
4 

1. 
95
 
サ
ヌ
カ
イ
ト



ト
~

-
J
 
σ
、

報
文
番
号

10
63
 

10
64
 

10
65
 

10
66
 

10
67
 

10
68
 

10
69
 

10
70
 

10
71
 

10
72
 

10
73
 

10
74
 

10
75
 

10
76
 

10
77
 

10
78
 

10
79
 

10
80
 

10
81
 

10
82
 

10
83
 

10
84
 

図
版
番
号

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
4 

13
5 

13
5 

13
5 

13
5 

13
5 

13
5 

13
5 

13
5 

13
5 

13
5 

13
5 

遺
4昔
名
器
種
名

30
ト
レ
ン
チ

尖
頭
器

3
ト
レ
ン
チ

尖
頭
器

雄
山
6
号
墳

尖
頭
器

雄
山
4
号
墳

ス
ク
レ
イ
/
~
-

30
ト
レ
ン
チ

ス
ク
レ
イ
ノ
~
-

雄
山
4
号
墳

ス
ク
レ
イ
パ
ー

28
ト
レ
ン
チ

ス
ク
レ
イ
/
~
ー

15
ト
レ
ン
チ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

3
ト
レ
ン
チ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

雄
山
6
号
墳

角
錐
状
石
器

30
ト
レ
ン
チ

模
形
石
器

雄
山
5
号
墳

翼
状
剥
片

30
ト
レ
ン
チ

翼
状
剥
片

30
ト
レ
ン
チ

翼
状
剥
片

27
ト
レ
ン
チ

翼
状
剥
片

27
ト
レ
ン
チ

翼
状
剥
片

30
ト
レ
ン
チ

翼
状
剥
片

雄
山
6
号
墳

翼
状
剥
片

2
ト
レ
ン
チ

翼
状
剥
片

2
ト
レ
ン
チ

翼
状
剥
片

雄
山
6
号
墳

翼
状
剥
片

28
ト
レ
ン
チ

翼
状
剥
片

長
さ
cm
幅
cm
 
厚
さ
cm
重
量
g
材
質

備
考

3.
1 

1.
6
 
0.
6 

2.
74
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
5 

1.
6
 
0.
9 

4. 
75
 
ハ
リ
質
安
山
岩

4.
1 

2.
9 

1
 
9.
4 
ハ
リ
質
安
山
岩

7.
2 

5.
3 

2.
5 
13
3.
58
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
5 

3.
4 

1.
4
 
25
.9
8 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5. 
7
 
6.
9 

1.
7
 
70
.9
6 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3
 
5.
5 

1.
8
 
23
.0
9 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3. 
7
 
5.
7 

1.
2
 
26
.2
9 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
8 

3
 

1.
3
 
19
.2
2 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
3 

2.
1 

1.
1
 
10
.9
1 
サ
ヌ
カ
イ
ト

3.
3 

2.
1 

1
 
9. 
13
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

11
. 
7
 
4.
3 

2.
3 
79
.5
4 
サ
ヌ
カ
イ
ト

8
 
5.
1 

1.
9
 
58
.4
1 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
5 

4.
1 

1.
1
 
28
.3
3 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6
 

3
 
0.
9 
16
.3
8 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
4 

3
 
o. 
7
 
1 1
. 
84
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6.
5 

3.
4 

8.
5 
24
.1
6 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
9 

3
 
0.
9 
17
.8
9 
サ
ヌ
カ
イ
ト

6. 
7
 
2.
5 

0.
8 

8.
25
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
5 

3.
3 

1.
4
 
2
1. 
31
 
サ
ヌ
カ
イ
ト

5.
3 

3.
1 

1.
1
 
12
.6
1 
サ
ヌ
カ
イ
ト

4.
1 

1.
8
 
0.
6 

3.
11
 
サ
ヌ
カ
イ
ト



ー・
4
、
司
、
司

雄
山
古
墳
群
鉄
・
銅
製
品
観
察
表

雄
山
4
号
墳
鉄
製
品
観
察
表

報
文
番
号
図
版

遺
4着

1
 
16
 
玄
室
内
B
区
W
層

報
文
番
号
図
版

遺
構

2
 
16
 
玄
室
内
C
区
N
層

報
文
番
号
図
版

遣
構

3
 
16
 
玄
室
内
C
区
I
層

4
 
16
 
玄
室
内
C
区
N
層

報
文
番
号
図
版

遺
4毒

5
 
16
 
D
区
m
層

6
 
16
 
玄
室
内
C
区
N
層

7
 
16
 
玄
室
内
C
区
N
層

8
 
16
 
玄
室
内

報
文
番
号
図
版

遺
構

9
 
16
 
玄
室
内
D
区
I
層

10
 
16
 
玄
室
内
C
区
E
層

報
文
番
号
図
版

遺
構

名 名 名 名 名 名

47
 
19
 
B
区
中
央
サ
プ
ト
レ
ン
チ
周
溝
な
い
し
盛
土
流
入
土

報
文
番
号
図
版

遺
4毒

名

48
 
19
 
A
区
周
溝

雄
山
5
号
墳
鉄
製
品
観
察
表

報
文
番
号
図
版

遺
4毒

名

44
4 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

44
5 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

44
6 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

44
7 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

44
8 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

44
9 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

45
0 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

器
種
名

馬
具
・
衡

器
種
名

馬
具
・
鏡
板

器
種
名

刀
子

万
子

器
種
名

鉄
鍛

鉄
鉱

鉄
鉱

鉄
鉱

器
種
名

不
明
鉄
器

不
明
鉄
器

器
種
名

平
撃

器
種
名

鉄
鎌

器
種
名

鉄
鉱

鉄
鉱

鉄
鉱

鉄
鉱

鉄
鉱

鉄
鍛

鉄
鉱

全
長
先
環
径
先
環
間
長
残
存
率

備
考

10
. 
7
 
2.
5 

5.
5 

7/
8 
先
環
は
平
行
方
向

残
存
全
長
残
存
幅
厚
み
残
存
率

備
考

5.
0 
4.
1 

0.
2 

2/
8 
f
字
形
鏡
板
の
可
能
性
が
高
い
が
、
縁
金
・
鋲
は
な
い

(
残
存
)
全
長
(
残
存
)
幅
厚
み
残
存
率

備
考

2.
0 

2.
2 

1.
4
 
8/
8 
鉄
製
飾
金
具

4. 
7
 
刃
幅

背
2/
8 
万
子
，
刃
部

(
残
存
)
全
長
(
残
存
)
幅
(
残
存
)
鎌
身
長
頚
部
幅
×
厚
み

備
考

6.
6 

4.
0 

5. 
7
 
0
.
8
X
O
.
4
 
腸
快
三
角
形
鎌
，
頭
部
断
面
方
形

3.
6 

2.
8 

3.
6 

鎌
身
先
端
部

2. 
7
 
2.
0 

2. 
7
 

長
頚
鎌
，
鎌
身
部
か

1.
6
 

茎
部
径
O.
7
 
鉄
鎌
茎
部
か

(
残
存
)
全
長
(
残
存
)
幅
厚
み
残
存
率

備
考

6.
1 

0.
8 

0.
3 

?
 
鉄
鎖
頚
部
か
?

8.
3 

2.
3 

0.
4 
5/
8 
?
 
混
入
の
可
能
性
高
い

残
存
全
長
刃
部
最
大
幅
刃
部
厚
み
着
柄
部
径

{積
考

14
.1
 
1.
8
 

0.
6 
2.
1 
x
 2. 
4
 
有
袋
式

残
存
会
長
刃
部
中
央
幅
背
の
厚
み
着
柄
角
度

備
考

13
. 
7
 
3.
0 

0.
4 

10
5
。
刃
部
先
端
欠
損
，
基
部
折
り
返
し

(
残
存
)
全
長
(
残
存
)
幅
(
残
存
)
鎌
身
長
頚
部
幅
×
厚
み

備
考

14
.8
 

4
 

7
 
4.
0 
xo
. 
3
 
腸
扶
二
角
形
鍛
・
台
形
関
・
茎
に
木
質
が
遺
存

11
. 
8
 
3
 

9
 
1. 
0
 x
 O. 
4
 
腸
扶
三
角
形
鎌
・
斜
関
・
逆
刺
と
茎
の
一
部
を
欠
損

13
. 
7
 
3.
1 

5
 
0
.
7
X
O
.
3
 
二
角
形
鍛
・
台
形
関
・
茎
に
木
質
が
遺
存

12
.8
 
4.
1 

6.
1 
0.
9 
xO
. 
5
 
腸
扶
三
角
形
鍛
・
逆
刺
の
一
部
を
欠
損
・
台
形
関
・
茎
に
木
質
が
遺
存

9.
1 

3.
8 

8.
1 
1. 
0
 x
 0.
3 
腸
扶
三
角
形
鎌
・
逆
刺
と
頭
部
以
下
を
欠
損

13
.1
 
2.
8 

8.
2 
O. 
4
x
O
.
 2
 
ニ
角
形
鍛
・
台
形
関

7
 
2.
8 

6.
2 
0
.
8
X
O
.
3
 
腸
扶
ニ
角
形
鉄
・
逆
刺
と
頚
部
以
下
を
欠
損



報
文
番
号
図
版

遺
4着

名
器
種
名
(
残
存
)
全
長
(
残
存
)
幅
(
残
存
)
鎌
身
長
頭
部
幅
×
厚
み

備
考

45
1 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

鉄
鉱

5.
9 
3.
3 

5.
2 
0.
8X
O.
3 
腸
扶
二
角
形
鍛
・
頭
部
と
逆
刺
を
欠
損

45
2 
75
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内

鉄
鉱

6.
1 
2.
8 

5.
7 
1.
0
X
O
.
2
 
腸
扶
二
角
形
鎌
・
逆
刺
と
頚
部
以
下
を
欠
損
・
矢
柄
の
痕
跡
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0.
4 

茎
破
片
・
断
面
方
形

87
4 
10
3 
雄
山
6
号
墳
石
室
内

鉄
鎌

3.
9 
0.
5 

茎
の
み
・
断
面
方
形

87
7 
10
3 
雄
山
6
号
墳
石
室
内

鉄
鎌

2.
8 
0.
5 

0
.
5
X
O
.
3
 
鎌
頭
部
・
台
形
関

87
8 
10
3 
雄
山
6
号
墳
石
室
内

鉄
鎌

2
 
0.
4 

0
.
4
x
O
.
3
 
茎
破
片

報
文
番
号
図
版

遺
構

名
器
種
名
(
残
存
)
全
長
(
残
存
)
幅
厚
み
残
存
率

備
考

87
5 
10
3 
雄
山
6
号
墳
石
室
内

万
子

14
 
1.
5
 
0.
3 

8/
8 
両
関
・
鉄
製
飾
金
具
が
錆
着

87
6 
10
3 
雄
山
6
号
墳
石
室
内

万
子

12
.3
 
1.
5
 
0.
3 

7/
8 
片
関
・
木
質
が
一
部
に
遺
存
(
破
損
後
、
刃
部
を
研
ぎ
直
し
?
)
 

87
9 
10
3 
雄
山
6
号
墳
石
室
内

万
子

4.
2 

1.
5
 
0.
3 

3/
8 
片
関

報
文
番
号
図
版

遺
構

名
器
種
名
残
存
全
長
刃
部
中
央
幅
背
の
厚
み
着
柄
角
度

備
考

88
0 
10
3 
雄
山
6
号
墳
石
室
内

鉄
鎌

12
.3
 
2.
1 

0.
3 

97
。
ほ
ほ
直
角
柄

- H ∞O |  



考
備

名
種

器
名

構

雄
山
6
号
墳
石
室
内

遣

考
備

茎
の
破
片
か

名
種

錨 器
名

構

雄
山
6
号
墳
石
室
内

遺

雄
山
6
号
墳
銅
製
品
観
察
表

珠
文
鏡

鏡

雄
山
7
号
墳
鉄
製
品
観
察
表

報
文
番
号
図
版

遺
構

名
器
種
名
(
残
存
)
全
長
(
残
存
)
幅
(
残
存
)
鎌
身
長
頚
部
幅
×
厚
み

備
考

96
5 
12
0 
玄
室
内
遺
物
21
玄
室
床
面

鉄
鎌

7.
0 

3.
2 

7.
0 
O.
 6
xO
. 
3
 腸
快
三
角
形
鎌
，
頭
部
断
面
方
形

96
6 
12
0 
玄
室
内
遺
物
23
玄
室
床
面

鉄
鉱

6.
6 

2.
7 

6.
6 
0.
8X
 ?
 
腸
侠
二
角
形
鎌
，
頭
部
断
面
方
形

96
7 
12
0 
玄
室
内
遺
物
22
玄
室
床
面

鉄
鎌

4.
3 

2.
6 

3.
1 
0
.
9
X
O
.
4
 
腸
快
三
角
形
鎌
，
頭
部
断
面
方
形

96
8 
12
0 
玄
室
内
遺
物
24
玄
室
床
面

鉄
鉱

8.
6 

4.
5 

8.
6 

無
茎
鎌
，
矢
柄
の
一
部
残
存

96
9 
12
0 
玄
室
内
遺
物
20
玄
室
床
面

鉄
鉱

3.
9 

0.
9 

O.
 9
xO
. 
5
 
頭
部
断
面
方
形

97
0 
12
0 
玄
室
内
遺
物
17
玄
室
床
面

鉄
S族

6.
0 

1.
0
 

1.
3
X
O
.
8
 
頭
部
断
面
方
形
，
台
形
関

97
1 
12
0 
玄
室
内
遺
物
17
玄
室
床
面

鉄
鎌

4.
6 

1.
7
 

1. 
7
X
O
.
8
 
頭
部
断
面
方
形
，
台
形
関

- H ∞ H  
W
区
鉄
製
品
観
察
表

報
文
番
号
図
版

遺
構

名
器
種
名
(
残
存
)
全
長
(
残
存
)
幅

r
厚
み
残
存
率

備
考

10
12
 
13
1 
W
区
(
予
備
調
査
19
ト
レ
ン
チ
北
端
)
S
 D
0
1
 
不
明
鉄
器

6.
3 

2.
4 

0.
2 

7/
8 
鉄
鐸
あ
る
い
は
石
突

10
13
a 
13
1 
W
区
(
予
備
調
査
19
ト
レ
ン
チ
北
端
)
S
 D
0
1
 
不
明
鉄
器

5.
3 

2.
6 

0.
2 

6/
8 
鉄
鐸
あ
る
い
は
石
突
・
入
れ
子
状
態
の
外
側

10
13
b 
13
1 
W
区
(
予
備
調
査
19
ト
レ
ン
チ
北
端
)
S
 D
0
1
 
不
明
鉄
器

2.
7 

2.
3 

0.
2 

8/
8 
鉄
鐸
あ
る
い
は
石
突
・
入
れ
子
状
態
の
内
側



雄
山
古
墳
群
出
土
玉
類
観
察
表

雄
山
4
号
墳
玉
類
観
察
表

報
文
番
号
図
版
番
号
遺
構
名

器
種
直
径
mm
長
さ
mm
干し
径
mm
 
重
量
g
色
調
穿
干し
キオ
質

備
考

11
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

碧
玉
製
管
玉

0.
8 
2.
50
 
0.
25
 

3.
58
 
濃
緑
色
片
側
穿
孔
碧
玉
上
下
面
に
不
定
方
向
の
研
磨
痕
を
有
す
る

12
 
17
 
玄
室
内
C
区
W
層

碧
玉
製
管
玉

0.
8 
2.
50
 
0.
25
 

2. 
79
 
濃
緑
色
片
側
穿
孔
碧
玉
上
下
面
に
不
定
方
向
の
研
磨
痕
を
有
す
る

13
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

碧
玉
製
管
玉

0.
8 
2.
00
 
0
.
2
0
-
0
.
2
5
 
2.
63
 
濃
緑
色
片
側
穿
孔
碧
玉
上
下
端
面
に
研
磨
痕
が
入
る

14
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

建
玉
製
管
玉

O. 
7
 
1. 
90
 
0.
25
 

1. 
48
 
淡
灰
色
片
側
穿
孔
碧
玉

15
 
17
 
玄
室
内
D
区
W
層

碧
玉
製
管
玉

O. 
7
 
2.
10
 
0.
25
 

1. 
63
 
淡
灰
色
片
側
穿
孔
碧
玉

16
 
17
 
玄
室
内
D
区
N
層

碧
玉
製
管
玉

O. 
7
 
1. 
80
 
0.
25
 

1. 
27
 
淡
灰
色
片
側
穿
孔
碧
玉

17
 
17
 
玄
室
内
A
区
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
8 
0.
90
 
0.
10
 

0.
55
 
紺
色

ガ
ラ
ス

18
 
17
 
玄
室
内
A
区
W
層

ガ
フ
ス
小
玉

0.
9 
0.
70
 
0.
25
 

O. 
73
 
紺
色

ガ
ラ
ス

19
 
17
 
玄
室
内
C
区
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
9 
0.
60
 
0.
10
 

0.
56
 
紺
色

ガ
ラ
ス

20
 
17
 
玄
室
内
C
区
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
8 
0.
60
 
O. 
15
 

0.
51
 
紺
色

ガ
ラ
ス

21
 
17
 
玄
室
内
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
7 
0.
60
 
0.
20
 

0.
53
 
紺
色

ガ
ラ
ス

22
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

O. 
7
 
0.
50
 
0.
15
 

0.
32
 
紺
色

ガ
ラ
ス

23
 
17
 
玄
室
内
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

O. 
7
 
0.
60
 
0.
15
 

0.
36
 
紺
色

ガ
ラ
ス

24
 
17
 
玄
室
内
C
区
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

O. 
7
 
0.
60
 

，
 0.
15
 

0.
36
 
紺
色

ガ
ラ
ス

25
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
9 
O. 
70
 
0.
15
 

O. 
75
 
濃
紺
色

ガ
ラ
ス

26
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
9 
0.
70
 
0.
20
 

0.
58
 
濃
紺
色

ガ
ラ
ス

27
 
17
 
玄
室
内
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
8 
0.
65
 
0.
15
 

0.
65
 
濃
紺
色

ガ
ラ
ス

28
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
9 
0.
70
 
0.
15
 

0.
77
 
淡
青
色

ガ
ラ
ス
上
端
函
が
突
出
し
，
巻
き
づ
く
り
の
可
能
性
が
あ
る

29
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

O. 
7
 
0.
45
 
0.
25
 

0.
28
 
紺
色

ガ
ラ
ス

30
 
17
 
玄
室
内
D
区
W
層

ガ
フ
ス
小
玉

O. 
7
 
0.
50
 
0.
20
 

0.
27
 
紺
色

ガ
ラ
ス

31
 
17
 
玄
室
内
C
区
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

O. 
7
 
0.
65
 
0.
20
 

0.
36
 
濃
紺
色

ガ
ラ
ス

32
 
17
 
玄
室
内
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
5 
0.
30
 
0.
10
 

0.
06
 
紺
色

ガ
ラ
ス

33
 
17
 
玄
室
内
C
区
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
5 
0.
35
 
0.
10
 

0.
09
 
紺
色

ガ
ラ
ス

34
 
17
 
玄
室
内
C
区
W
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
4 
0.
30
 
0.
10
 

0.
07
 
紺
色

ガ
ラ
ス

35
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
4 
0.
30
 
0.
10
 

0.
05
 
紺
色

ガ
ラ
ス

36
 
17
 
玄
室
内
C
区
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
4 
0.
30
 
0.
10
 

0.
08
 
淡
青
色

ガ
ラ
ス

37
 
17
 
玄
室
内
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
4 
0.
30
 
0.
80
 

0.
07
 
淡
青
色

ガ
ラ
ス

38
 
17
 
玄
室
内
N
層

ガ
ラ
ス
小
玉

0.
5 
0.
40
 
0.
10
 

0.
14
 
明
緑
灰
色

ガ
ラ
ス

39
 
17
 
玄
室
内
C
区
W
層

小
玉

0.
3 
0.
40
 
0.
10
 

0.
06
 
赤
褐
色

不
明

40
 
17
 
玄
室
内
N
層

練
玉

O.
 7
 
0.
50
 
0.
15
 

0.
22
 
黒
褐
色

土

- H ∞N |  

考
備

穿
孔
末
端
部
の
割
れ
を
削
る

穿
孔
末
端
部
の
割
れ
を
削
る

干し
径
mm
 

上
3.
0.
下
1
.
0

上
4.
0.
下
1
.
0

上
4.
5.
下
1
.
0



報
文
番
号
図
版
番
号
遺
構
名

器
種
直
径
mm
長
さ
酬
孔
径
m
重
量
g
色
調
穿
干し
材
質

備
考

51
1 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

10
.0
 
26
.5
 
上
2.
6
，
下
1
.
0
6.
01
 
濃
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
穿
孔
末
端
部
の
審
jれ
を
削
る

51
2 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

9.
0 
26
.0
 
上
3.
2
，
下
1
.
0
4.
95
 
議
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
わ
ず
か
に
縞
模
様
が
入
る

51
3 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

9.
4 
25
.0
 
上
2.
0
，
下
1
.
0
4.
72
 
議
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
薄
い
縞
模
様
が
入
る

51
4 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

7.
5 
24
.5
 
上
5.
0
，
下
1
.
0
3.
15
 
浪
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉

51
5 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

8.
0 
24
.0
 
上
3.
6
，
下
1
.
3
3.
08
 
浪
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
緑
白
色
の
縞
模
様
が
入
る

51
6 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

8.
0 
24
.0
 
上
4.
5
，
下
1
.
0
3.
29
 
浪
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
淡
緑
色
の
縞
模
様
が
入
る

51
7 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

6.
5 
23
.5
 
上
3.
0
，
下
1
.
5
2.
30
 
漉
緑
色
片
面
穿
干
し
碧
玉
薄
い
縞
模
様
が
入
る

51
8 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

9.
0 
23
.5
 
上
2.
0
，
下
1
.
0
4.
44
 
濃
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
薄
い
縞
模
様
が
入
る

51
9 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

8.
0 
22
.0
 
上
2.
5
，
下
2.
5
3.
37
 
濃
緑
色
両
面
穿
孔
碧
玉

52
0 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

7.
0 
2
1. 
5
 
上
3.
5
，
下
0.
5
2.
46
 
濃
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
穿
孔
末
端
部
が
わ
ず
か
に
欠
け
る

52
1 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

勾
玉

11
.0
 
18
.0
 

0.
84
 
白
緑
色

結
品
片
岩

52
2 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
切
子
玉

13
.5
 
15
.0
 
上
2.
5
，
下
1
.
0
2.
95
 
透
明
片
面
穿
孔
水
晶
鉄
器
の
錆
が
付
着

52
3 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
切
子
玉

12
.0
 
14
.0
 
上
3.
5
，
下
1
.
5
2.
47
 
透
明
片
面
穿
孔
水
晶
六
角
，
穿
孔
末
端
部
の
割
れ
を
削
る

52
4 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
切
子
玉

12
.5
 
14
.0
 
上
3.
7
，
下
1
.
5
2.
41
 
透
明
片
面
穿
孔
水
品
六
角
，
穿
孔
末
端
部
の
割
れ
を
削
る

52
5 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
切
子
玉

10
.0
 
14
.0
 
上
4.
5
，
下
1
.
0
1. 
91
 
透
明
片
商
穿
孔
水
晶
六
角
，
穿
孔
末
端
部
の
割
れ
を
削
る
，
鉄
器
の
錆
が
一
部
付
着

52
6 
80
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
切
子
玉

11
.0
 
12
.0
 
上
3.
0
，
下
3.
0
1. 
94
 
透
明
片
面
穿
孔
水
晶
六
角
，
穿
孔
末
端
部
の
割
れ
を
削
る

52
7 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

8.
3 
6.
3 
上
2.
0
，
下
1
.
0
0.
60
 
透
明
片
面
穿
孔
水
晶
穿
孔
末
端
を
破
損
，
丸
玉
状

52
8 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

8.
0 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
53
 
紺
色

ガ
ラ
ス
丸
玉
状

52
9 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

7.
5 
4.
5 
上
2.
0
，
下
2.
0
0.
40
 
紺
色

ガ
ラ
ス
丸
玉
状

53
0 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

7.
3 
4.
5 
上
1
.
4
，
下
1
.
2
0.
33
 
紺
色

ガ
フ
ス
丸
玉
状

53
1 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

5.
0 
6.
0 
上
2.
5
，
下
2.
5
0.
38
 
紺
色

ガ
フ
ス
断
面
隅
丸
方
形
，
臼
玉
状

53
2 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
5 
3.
0 
上
1
.
5，
下
1
.
5
iJ
.0
8 
紺
色

ガ
ラ
ス

53
3 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
5 
上
1
.
5，
下
1
.
8
0.
06
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス
一
部
欠
損

53
4 
81
 
雄
山
5
号
噴
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
3.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
08
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

53
5 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
5 
3.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
2
0.
07
 
青
色

ガ
ラ
ス
破
損

53
6 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
1 
3.
1 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
08
 
青
色

ガ
ラ
ス

53
7 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
5 
上
1
.
5，
下
1
.
0
0.
07
 
紺
色

ガ
ラ
ス

53
8 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
4.
0 
上
2.
0
，
下
2.
0
0.
07
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

53
9 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
2 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
05
 
紺
色

ガ
ラ
ス

54
0 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
04
 
青
色

ガ
ラ
ス

54
1 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
3.
3 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
07
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

54
2 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
06
 
紺
色

ガ
フ
ス

54
3 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
5 
上
1
.
0，
下
1
.
0
0.
06
 
青
色

ガ
ラ
ス

54
4 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
05
 
青
色

ガ
フ
ス

54
5 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
2 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
04
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

54
6 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
06
 
紺
色

ガ
ラ
ス

54
7 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
5 
2.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
05
 
紺
色

ガ
ラ
ス

54
8 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
5 
2.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
04
 
紺
色

ガ
ラ
ス

54
9 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
5 
2.
9 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
06
 
青
色

ガ
ラ
ス

- M ∞ ω !  



報
文
番
号
図
版
番
号
遺
4誇
名

器
種
直
径
mm
長
さ
mm
干し
径
mm
 
重
量
g
色
調
穿
干し
キオ
質

備
考

55
0 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
5 
3.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
04
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

55
1 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
小
玉

3.
2 
2.
9 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
05
 
紺
色

ガ
ラ
ス

55
2 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
2 
2.
5 
上
1
.
2
，
下
1
.
2
0.
06
 
青
色

ガ
、
ラ
ス

55
3 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
小
玉

3.
1 
3.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
04
 
淡
青
色

ガ
ラ
ス

55
4 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
小
玉

3.
1 
3.
0 
上
1
.
1
，
下
1
.
1
0.
05
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

55
5 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
小
玉

3.
0 
2.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
03
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

55
6 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
小
玉

3.
0 
1.
5
 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
03
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

55
7 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
0 
3.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
05
 
淡
緑
色

ガ
ラ
ス

55
8 
81
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

2.
0 
3.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
03
 
淡
青
色

ガ
ラ
ス

55
9 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

10
.0
 
8.
0 
上
1
.
8
，
下
1
.
1
0.
64
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

56
0 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
5 
8.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
52
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

56
1 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
5 
9.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
68
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

56
2 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
5 
8.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
58
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

56
3 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
5 
8.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
61
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

56
4 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
5 
8.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
58
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

56
5 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
4 
7.
9 
上
2.
3
，
下
2.
0
0.
57
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

56
6 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
3 
8.
2 
上
1
.
8
，
下
1
.
5
0.
56
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

56
7 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
2 
8. 
7
 
上
2.
3
，
下
2.
2
0.
53
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

56
8 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
2 
8.
5 
上
2.
0
，
下
1
.
5
0.
66
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

56
9 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
1 
8.
5 
上
1
.
8
，
下
1
.
8
0.
63
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

57
0 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
1 
7.
0 
上
1
.
2
，
下
1
.
2
0.
60
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

57
1 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
8.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
8
0.
53
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

57
2 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
6.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
48
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

57
3 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
8.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
61
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

57
4 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
7.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
53
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

57
5 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
7.
2 
上
1
.
0
，
下
1
.
5
0.
47
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

57
6 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
7.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
55
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

57
7 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
7.
0 
上
2.
0
，
下
2.
0
0.
54
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

57
8 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
7.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
57
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

57
9 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
7.
0 
上
1
.
1
，
下
1
.
1
0.
52
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

58
0 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
8.
0 
上
1
.
5，
下
1
.
0
O. 
57
 
黒
褐
色
;
焼
成
前

土

58
1 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
8.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
55
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

58
2 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
8.
5 
上
1
.
8
，
下
1
.
2
0.
56
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

58
3 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
8.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
51
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

58
4 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
7.
5 
上
1
.
2
，
下
2.
0
0.
52
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

58
5 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面
練
玉

9.
0 
8.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
65
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

58
6 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
8.
0 
上
2.
0
，
下
2.
0
0.
62
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

58
7 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
8.
0 
上
2.
0
，
下
2.
0
0.
48
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

58
8 
82
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
7.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
2
0.
51
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

l H m w 品
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報
文
番
号

58
9 

59
0 

59
1 

59
2 

59
3 

59
4 

59
5 

59
6 

59
7 

59
8 

59
9 

60
0 

60
1 

60
2 

60
3 

60
4 

60
5 

60
6 

60
7 

60
8 

60
9 

61
0 

61
1 

61
2 

61
3 

61
4 

61
5 

61
6 

61
7 

61
8 

61
9 

62
0 

62
1 

62
2 

62
3 

62
4 

62
5 

62
6 

62
7 

図
版
番
号

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

82
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

83
 

遺
4着
名

器
種
直
径
mm

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
6 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
4 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
3 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

長
さ
mm
干し
径
mm
 
重
量
g
色
調
穿
干し
材
質

備
考

8.
5 
上
1
.
2.
下
1
.
3
0.
43
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
1
，
下
1
.
5
0.
61
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
51
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
2.
0.
下
2.
0
0.
51
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

7.
0 
上
2.
0.
下
1
.
5
0.
39
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
4 
上
2.
3.
下
2.
2
0.
52
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
45
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
47
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
43
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
48
 
黒
褐
色
:
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
2
0.
52
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
57
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
52
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
57
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
47
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

7.
5 
上
2.
0.
下
1
.
5
0.
46
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
50
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
41
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
51
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
49
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

8.
0 
上
2.
0.
下
2.
0
0.
52
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
2.
0.
下
1
.
8
0.
55
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
51
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
48
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

7.
0 
上
2.
O.
下
1
.
5
0.
53
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
49
 
黒
褐
色
焼
成
目
。

土

8.
1 
上
2.
3.
下
1
.
8
0.
49
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

7.
5 
上
1
.
9.
下
1
.
5
0.
47
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
41
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

6.
8 
上
1
.
1
，
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
42
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
2.
O.
下
1
.
5
0.
53
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
5
0.
38
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
54
 
黒
褐
色
;
焼
成
前

土

7.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
44
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

7.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
42
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
50
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

8.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
48
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

6.
5 
L
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土



報
文
番
号
図
版
番
号
遺
構
名

器
種
直
径
酬
長
さ
mm
孔
径
酬
重
量
g
色
調
穿
干し
材
質

備
考

62
8 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 
7.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
51
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

62
9 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 
7.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
49
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
0 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 
7.
0 
上
1
.
0
，
下
3.
0
0.
50
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
1 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 
8.
0 
上
2.
0
，
下
1
.
5
0.
52
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
2 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 
7.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
39
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
3 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 
8.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
50
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
4 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 
6.
8 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
5 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 
7.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
46
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
6 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
7 
5.
5 
上
1
.
2
，
下
1
.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
7 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
7 
6.
5 
上
1
.
8
，
下
1
.
6
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
8 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
7 
7.
0 
上
1
.
7
，
下
1
.
7
0.
37
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

63
9 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
6 
7.
0 
上
1
.
8
，
下
1
.
5
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
0 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
35
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
1 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
7.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
41
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
2 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
35
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
3 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

6
4
4
 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
26
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
5 
83
 
雄
山
5
号
境
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
7
，
下
1
.
6
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
6 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
7.
0 
上
2.
0
，
下
1
.
5
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
7 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
8.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
47
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
8 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
37
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

64
9 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
0 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
1 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
7.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
41
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
2 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
7.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
42
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
3 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
2.
0
，
下
1
.
5
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
4 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
5.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
5 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
0 
上
1
.
0
，
下
2.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
6 
8
3
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
1 
上
1
.
7
，
下
1
.
5
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
7 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
35
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
8 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
7.
0 
上
0.
9
，
下
0.
9
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

65
9 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
7.
1 
上
2.
1
，
下
2.
0
0.
33
 
黒
色
焼
成
前

土

66
0 
83
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
7.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
40
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

66
1 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

66
2 
8
4
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
2 
上
1
.
2
，
下
1
.
2
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

66
3 
8
4
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
7.
5 
上
1
.
2
，
下
1
.
2
0.
40
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

66
4 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 
6.
1 
上
1
.
4
，
下
1
.
2
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

66
5 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
4 
6.
5 
上
1
.
9
，
下
1
.
8
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

66
6 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
4 
7.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
4
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

- H ∞ ∞ |  
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文
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66
7 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
4 
6.
0 
上
1
.
7，
下
1
.
5
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

66
8 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
3 
7.
1 
上
1
.
8
，
下
1
.
7
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

66
9 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
3 
6.
5 
上
1
.
7，
下
1
.
4
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

67
0 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
2 
6.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
2
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

67
1 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
2 
6.
4 
上
1
.
8
，
下
1
.
5
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

67
2 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
2 
6.
0 
上
1
.
5，
下
1
.
5
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

67
3 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
2 
7.
0 
上
1
.
4
，
下
1
.
2
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

67
4 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
1 
7.
1 
上
1
.
9
，
下
1
.
2
0.
36
 
暗
褐
色
焼
成
前

土

67
5 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
1 
6.
4 
上
1
.
6，
下
1
.
5
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

67
6 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
1 
6.
5 
上
1
.
5
，
下
2.
0
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

67
7 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
36
 
黒
色
焼
成
前

土

67
8 
M
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
8.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

67
9 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
0 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
5.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
1 
84
 
雄
山
5
号
境
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
5.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
23
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
2 
M
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
3 
M
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
1，
下
1
.
0
0.
25
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
4 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
5 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
5.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
6 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
5，
下
1
.
5
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
7 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
8 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
8.
0 
上
2.
0
，
下
1
.
0
0.
35
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

68
9 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
5 
上
2.
0
，
下
2.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
0 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
26
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
1 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
2 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
3 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
4 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
5 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
32
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
6 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
2 
上
1
.
9，
下
1
.
7
0.
26
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
7 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
5，
下
1
.
5
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
8 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

69
9 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
9 
上
1
.
6
，
下
1
.
5
0.
35
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
0 
M
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
1 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
37
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
2 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
8.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
3 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
3
，
下
1
.
0
0.
22
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
4 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
2，
下
1
.
0
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
5 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
5，
下
1
.
5
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

- H∞ 寸 |



報
文
番
号
図
版
番
号
遺
構
名

器
種
直
径
棚
長
さ
mm
孔
径
酬
重
量
g
色
調
穿
干し
材
質

備
考

70
6 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0.
下
1
.
5
0.
26
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
7 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
0.
下
1
.
5
0.
25
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
8 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
5.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

70
9 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
0 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
f 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
5 
上
1
.
9.
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
2 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
32
 
累
褐
色
焼
成
前

土

71
3 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
4 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
0.
下
1
.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
5 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
6 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
箇

練
玉

7.
0 
7.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
7 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
8 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

71
9 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
0 
84
 
雄
山
5
号
壌
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
26
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
1 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0.
下
1
.
0
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
2 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
3 
84
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
5
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
4 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
5 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
6 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
7 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
5.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
5
0.
25
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
8 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
5.
下
2.
0
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

72
9 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
4 
上
1
.
4.
下
1
.
4
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
0 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
1 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
2 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
34
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
3 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
8.
下
1
.
5
0.
36
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
4 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
0.
下
1
.
0
0.
32
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
5 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

、
練
玉

7.
0 
6.
6 
上
1
.
5.
下
1
.
4
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
6 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
7.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
32
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
7 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
8 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

73
9 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
0 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
0 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
9 
7.
0 
上
1
.
8.
下
1
.
6
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
1 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
9 
6.
1 
上
1
.
5.
下
1
.
3
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
2 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
8 
6.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
5
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
3 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
8 
6.
8 
上
1
.
7.
下
1
.
4
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
4 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
8 
7.
3 
上
2.
0.
下
1
.
7
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

- H ∞ ∞ |  



報
文
番
号
図
版
番
号
遺
4書
名

器
種
直
径
mm
長
さ
mm
干し
径
mm
 
重
量
g
色
調
穿
干し
材
質

備
考

74
5 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
8 
7.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
8
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
6 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
7 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
7.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
33
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
8 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
7.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

74
9 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
25
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
0 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
5.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
22
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
1 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
25
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
2 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
22
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
3 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
32
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
4 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
5 
上
2.
0.
下
1
.
0
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
5 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
6 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
7 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
8 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

75
9 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
0 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
1 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
5.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
22
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
2 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
30
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
3 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
5 
5.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
23
 
黒
褐
色
焼
成
前
士

76
4 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
4 
6.
0 
上
1
.
5.
下
1
.
3
0.
25
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
5 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
3 
6.
5 
上
2.
0.
下
1
.
6
0.
23
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
6 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
2 
6.
0 
上
1
.
2.
下
1
.
2
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
7 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
2 
5.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
20
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
8 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
5.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
24
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

76
9 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
5.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
23
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

77
0 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前
士

77
1 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
8 
上
1
.
5.
下
1
.
2
0.
24
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

77
2 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
0 
上
1
.
2.
下
1
.
0
0.
27
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

77
3 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

77
4 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
0
0.
31
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

77
5 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
26
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

77
6 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
1 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

77
7 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
5 
上
1
.
5.
下
1
.
5
0.
28
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

77
8 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

6.
0 
6.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
26
 
措
褐
色
焼
成
前

土

77
9 
85
 
雄
山
5
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

5.
0 
5.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
26
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

- H ∞ 。 |



雄
山
6
号
墳
玉
類
観
察
表

報
文
番
号
図
版
番
号
遺
4喬
名

器
種
直
径
mm
長
さ
mm
干し
径
mm
 
重
量
g
色
調
穿
子L
材
質

備
考

88
3 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

7.
5 
24
.0
 
上
2.
0
，
下
1
.
0
2.
12
 
緑
白
色
片
面
穿
孔
緑
色
凝
灰
岩

88
4 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

7.
0 
23
.0
 
上
3.
5
，
下
1
.
5
1. 
86
 
緑
白
色
片
面
穿
孔
緑
色
凝
灰
岩

88
5 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

8.
5 
23
.0
 
上
2.
5
，
下
2.
5
2.
06
 
緑
白
色
両
面
穿
孔
緑
色
凝
灰
岩

88
6 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

管
玉

7.
0 
22
.5
 
上
2.
5
，
下
0.
8
2.
66
 
渡
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
わ
ず
か
に
縞
模
様
が
入
る

88
7 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

7.
5 
22
.0
 
上
3.
0
，
下
1
.
0
2.
89
 
濃
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
わ
ず
か
に
縞
模
様
が
入
る

88
8 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

管
玉

8.
0 
20
.5
 
上
2.
0
，
下
1
.
5
1. 
23
 
緑
白
色
片
面
穿
孔
緑
色
凝
灰
岩

88
9 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

7.
0 
20
.0
 
上
2.
0
，
下
1
.
0
1. 
93
 
濃
緑
色
片
面
穿
干
し
碧
玉
わ
ず
か
に
縞
模
様
が
入
る

89
0 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

6.
5 
20
.0
 
上
2.
5
，
下
1
.
0
1. 
59
 
渡
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
一
端
を
一
部
欠
損

89
1 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

7.
0 
19
.0
 
上
2.
0
，
下
1
.
0
2.
01
 
濃
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
一
端
を
一
部
欠
損

89
2 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

管
玉

7.
0 
19
.0
 
上
3.
0
，
下
3.
0
1. 
21
 
緑
白
色
両
面
穿
孔
緑
色
凝
灰
岩
一
端
を
一
部
欠
損

89
3 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

管
玉

6.
0 
18
.5
 
上
2.
0
，
下
1
.
2
1. 
74
 
濃
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉

89
4 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

5.
0 
17
.0
 
上
2.
5
，
下
1
.
0
1. 
07
 
濃
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉
穿
孔
末
端
部
を
一
部
欠
損
す
る

89
5 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

管
玉

4.
5 
16
.5
 
上
2.
0
，
下
2.
0
0.
51
 
緑
白
色
両
面
穿
孔
緑
色
凝
灰
岩
一
端
を
一
部
欠
損

89
6 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

管
玉

7.
0 
16
.5
 
上
2.
5
，
下
1
.
0
1.
77
 
濃
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉

89
7 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
士

管
玉

4.
0 
9.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
34
 
灰
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉

89
8 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

管
玉

3.
0 
8.
0 
上
2.
0
，
下
1
.
5
0.
16
 
淡
緑
色
片
面
穿
孔
碧
玉

89
9 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

管
玉

6.
5 
6.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
40
 
緑
白
色
片
面
穿
孔
緑
色
凝
灰
岩
途
中
で
折
損

90
0 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

10
.0
 
5.
0 
上
2.
5
，
下
2.
5
0.
96
 
紺
色

ガ
ラ
ス
丸
玉
状

90
1 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

8.
0 
5.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
56
 
紺
色

ガ
ラ
ス
細
い
白
色
の
線
が
3
本
入
る
，
丸
玉
状

90
2 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

小
玉

7.
5 
5.
0 
上
2.
0
，
下
2.
0
0.
45
 
紺
色

ガ
ラ
ス

90
3 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

小
玉

6.
9 
3.
9 
上
2.
2
，
下
2.
0
0.
16
 
総
色

ガ
F
ラ
ス

90
4 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

6.
0 
5.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
24
 
淡
青
色

ガ
ラ
ス
丸
玉
状

90
5 
10
4 
雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
士

小
玉

5.
5 
2.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
11
 
淡
青
色

ガ
ラ
ス

90
6 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

5.
0 
3.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
0
0.
11
 
紺
色

ガ
ラ
ス

90
7 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

5.
0 
3.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
08
 
紺
色

ガ
ラ
ス

90
8 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
5 
4.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
3
0.
09
 
紺
色

ガ
ラ
ス

90
9 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
5 
4.
1 
上
1
.
6
，
下
1
.
5
0.
10
 
i炎
青
色

ガ
「
ラ
ス

91
0 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
5 
3.
0 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
09
 
淡
青
色

ガ
ラ
ス

91
1 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
3.
5 
上
1
.
2
，
下
1
.
0
0.
08
 
i炎
青
色

ガ
ラ
ス

91
2 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

4.
0 
2.
5 
上
1
.
5
，
下
1
.
5
0.
05
 
紺
色

ガ
ラ
ス

91
3 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
7 
3.
5 
上
0.
9
，
下
0.
8
0.
04
 
紺
色

ガ
ラ
ス

91
4 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
5 
2.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
03
 
紺
色

ガ
ラ
ス

91
5 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

小
玉

3.
0 
3.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
03
 
紺
色

ガ
「
ラ
ス

91
6 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

9.
0 
7.
5 
上
2.
0
，
下
1
.
5
0.
47
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

91
7 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 
7.
0 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
43
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

91
8 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 
7.
0 
上
1
.
1
，
下
1
.
3
0.
41
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

91
9 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 
7.
5 
上
1
.
0
，
下
1
.
5
0.
45
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

92
0 
10
4 
雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
5 
7.
2 
上
1
.
0
，
下
1
.
0
0.
44
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

H m v o  



、

ト
~

(
!
)
 

炉
ー
~

報
文
番
号

92
1 

92
2 

92
3 

92
4 

92
5 

92
6 

図
版
番
号

10
4 

10
4 

10
4 

10
4 

10
4 

10
4 

遣
4毒
名

器
積
直
径
mm

雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
2 

雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
6
号
墳
墳
丘
盛
土

練
玉

8.
0 

雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

8.
0 

雄
山
6
号
墳
石
室
内
床
面

練
玉

7.
5 

長
さ
mm
干し
径
mm
 
重
量
g
色
調
穿
干し
材
質

備
考

7.
8 
上
1
.
5.
下
1
.
3
0.
41
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
40
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
0 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
40
 
黒
褐
色
焼
成
前

土
一
部
を
欠
損

7.
0 
上
2.
0.
下
1
.
2
0.
38
 
黒
褐
色
焼
成
前

士

6. 
7
 
上
2.
O.
下
1
.
7
0.
29
 
黒
褐
色
焼
成
前

土

7.
5 
上
1
.
O.
下
1
.
0
0.
46
 
黒
褐
色
焼
成
前

士
一
」



雄
山
古
墳
群
埴
輪
観
察
表

雄
山
4
号
墳
円
筒
埴
輪
観
察
表

挿
図
図
版

遺
構
名
・
出
土
位
置

口
縁
(
胴
・
底
)
径

胎
士
(
粗
・
中
・
鋼
)

色
調
(
内
・
外
)

突
帯
分
類

外
面
調
藍

内
面
調
整

焼
底
残
存
率

分
類
及
び
情
考

49
 
23
舗
自
主
B
C
A
金
属
喜
瀧
品
鍾
1
桟
中
A
区
口
:
26
.6
 

色中
粒:
石ご
英く
少・
長
石
普
.
事
詰内 (2
面EE.
5(Y
::2
5禍檀5
/ZY灰
()1
R附5
別
Y
RR
品6
1/(
76
)5
.Y
暗R
州灰
貴
I
類

タ
テ
ハ
ケ
(
9
-
1
0轟
〆
圃
)

左
近
上
の
が
み
り
ヨ
ナ
コ
デ
方
.
向
突
の
帯
ハ
貼
ケ
付
時
指
押
さ
え
，
端
部
材

国R
 

口
縁
部
2/
8
痕口
縁，
い円
類形
遣，
喪か
帯し
上
5部
0に・
5左1
と上
岡が
ーり
圃の
体庄
|

50
 
23
員土
長)
野喜
A
4
舗
特
?
明
J
計
費
量
務
員
口
・
27
.4

色中
粒:
石ご
英く
少・
長
石
普
，
事
外褐内(2
色面面5
Y(z
5.禍橿
5/
2Y灰(
)zR
(.5
55Y
 /Y
 4R
)R橿4
/6
仔/I)
.6.5
)に
Y
ぷ暗R
い7灰
16事貫
)
 
I
類

タ
テ
ハ
ケ
(
9
-
1
0轟
v
岨
}

タ
テ
方
(
胴
向
の
郎
)
-
ケ
左
・
ヨ
上
コ
が
方
り
向
ナ
ナ
デ
デ
{
口
縁
J，
口
縁
場

軍圃
胴
偲
3/
8
口L
縁
い
類
，
焼
き
ム
ラ
あ
り
，
円
形
遣
か

ヨ
コ

p
、

51
 
幻
自央
畦最
悪中
E
S
2
5
4ト央
レ
4ン
チ5
弥
時
生
包
内
官I層
区上
高量
層
周
特
E
A
E
胴
25
.4

色
中
粒
石
ご
英
く
少・
長
石
普
.
赤
縄外内(2
色面.面5
Y(:
2.5
褐樟5
/2Y灰
()2
R(.
555
Y /Y
 4R
)R橿4
/6(
1/7
).6
，5に)
Y，ぷ
暗R
い7灰屯
藤貴i
 
I
類

タ
テ
ハ
ケ
(
9
-
1
0轟
/
園
}

タ
テ
ハ
ケ

硬
胴
郁
3/
8
口
縁
い
類
.
円
形
遣
か
し

52
 
24
 
1
 4
 T
r
墳
正
断
割

口
:
23
.0
 

揖中
色~
細粒
少:
石
英
長
石
普
組
:
に
ぷ
い
費
量
?
o
y
R
f
j
i
i

タ
テ
ハ
ケ
但
-
9
轟
/
岨
)

左
上
知
ナ
デ
，
口
駐
車
雪
上
祐
、
1
・
口
縁
硬

口
縁
部
小
破
片
日
縁
い
頬

:
に
ぷ
い
1
0
Y
R
 

ヨ
コ
ナ
ヂ
，
口
コ
ハ

53
 
2
4
1
 A
区
周
溝
状
遺
構
中
央
畦
よ
り
車

不
明

中~
少~
細
:
石
英
・
長
石
普
2
E
j
E
Z世
員
抵
抗
目
的
)

タ
テ
ハ
ケ
(9
晶
/
岨
)

克向
ナk
が
デ
り
ナ
デ
.
ヨ
コ
方
向
ハ
ケ
(
都
し
ヨ
コ
方
圃R
 

口
縁
部
小
破
片
口
縁
い
類
，
場
部
に
圧
痕
あ
り

54
 
2
4
1
 A
区
周
構
状
量
構
中
央
畦
よ
り
車

口
:
30
.6
 

赤中
色~
細粒
ご.
石〈
少英
・
長
石
普
外
内
面
面
:
に
ぷ
い
黄
責
櫨
橿
((
11
0Y
R6
7/
/4
4}
 }
 

タ
テ
ハ
ケ
(9
轟
/
圃
}

左
上
が
方
向
り
ナ
デ
ケ
，
口
縁
ヨ
コ
方
向
ナ
デ
(3
回
)
、
口
縁

軍a
 

口
縁
部
小
破
片
口
縁
い
類

:
に
ぷ
い
O
Y
R
 

ヨ
コ
ハ

55
 
2
4
1
 B
区
南
東
靖
(
黒
褐
色
砂
貴
士
)

不
明

中
:
石
英
・
長
石
少

外
内
商
面
:
に
ぷ
い
黄
責
糧
櫨
((
11
0Y
R6
7/
/4
4)
 )
 

タ
テ
ハ
ケ
(8
轟
/
圃
}

方
ヨ
向
コ
の
~
ナ
ナ
ナ
デ
メ
ハ
ケ
(
8
.
/，
岨
)
，
口
縁
部
の
み
ヨ
コ

且白
口
縁
郷
小
破
片
口
縁
い
類

:
に
ぷ
い
O
Y
R
 

56
 
24
 
1
 B
区
層
構
状
遺
構

不
明

中
ー
石
英
・
長
石
普

外
内
面
面
:
に
ぷ
い
‘
橿
費
檀(7
(5
10
YY
 
RR
7/
74
/4
 )
 

タ
テ
ハ
ケ
(6
j陸
/
圃
)

ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(
ナ
デ
前
町
指
押
き
え
)

良
口
縁
都
小
破
片
口
縁
い
類
，
ベ
ン
ガ
ラ
塗
布

:
に
ぷ
.'
lt
l!
l(
1
0
Y
R
7
/
4
)
 

57
 
2
4
1
 B
区
周
溝
状
遺
構

口
:
24
.2
 

中
.
石
英
・
長
石
普
~
多
首
E
:
に
ぷ
い
Z
E
i
i
o
y
R
iえ
j

タ
弱
テ
ハL
ケ
(7
轟方
/向
岨の
)ナ
.口
デ
縁
部
の
左ナ
上デ
が(2
回り
)ナ
デ
(
強
い
)
，
口
縁
部
の
み
ヨ
コ
方
向
の
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
口
縁
ろ
類

:
に
ぷ
い
O
Y
R
 

み
ー
ヨ
コ

58
 
2
4
1
2
5
ト
レ
ン
チ
(
南
端
)
蕗
ち
込
み
10
層
(
灰
色
シ
ル
ト
眉
)
口
・
26
.6

2
企
E
F晶
諸
f
組
:
に
ぷ
い
韓
P
O
E
t
i会
j

弱タ
いテ
ヨハ
コケ
方(
1向0
畢の
/ナ
圃デ
)
，
口
縁
部
毒
寺
院
五
五
'
き
E
F
1
Z高
盟
主
幹
里
)
・
突
帯
硬

口
縁
部
小
破
片
口
縁
は
I
類

:
に
ぷ
い
10
 

59
 

A
区区
1
T
r
D
層・
曹関
(灰
層白
色(
暗粘
掴質
色土
砂
)
 

不
明

色中
粒:
少石
英
・
長
石
骨
.
赤
外
内
面
面
:
に
ぷ
い
黄
責
糧
橿
((
10
Y
H6
6/
/3
4)
 )
 

みタ
テヨ
ハコ
方ケ
向(9
~町~
/，

ナ圃
デ)
，
口
縁
部
の
左
デ
上
摘
が
の
指
り
押
ナ
デ
さ
.
え
口
縁
部
の
み
ヨ
コ
方
向
ナ
デ
，
ナ

薗R
 

口
縁
部
小
破
片
記口
縁号
は
1
類
，
口
縁
端
部
に
庄
寵
.
ヘ
ラ

24
 
I
 
A
I11 
i
 

T
~
ÿ
 

買
士
)

.
に
ぷ
い
1
0
Y
R
 

60
 
2
4
1
 A
区
E
層
+
1
1
層

口
23
.6

色中
粒石
少
英
・
長
石
普
.
赤
2
E
 に
ぶ
い
韓
?
O
Y
R
i
j
;
i

タ
ァ
ハ
方
ケ
向(9
条の
/ナ
四デ
)
，
口
縁
部
弱
ナ
デ
.
口
縁
部
ヨ
コ
方
向
の
軽
い
ナ
デ
(2
岡
)
硬

口
縁
都
小
破
片
口
縁
は
1
類
.
口
縁
端
部
に
圧
車

:
に
ぷ
い
1
0
Y
R
 

.
'
ヨ
コ

61
 
24
 
12
5
ト
レ
ン
チ
z
層
談
灰
黄
色
土
層

ロ
:
22
.0
 
3粒
き
ち
協
議
外内
商面
に
ぷ
い
貴
責
栂
栂
((
10
Y
R6
//
33
) )
 

タコ
方テ
ハ向
のケ
ナ(9
長デ
/
園
)
，
口
縁
部
ヨ
Z
コ
方
向
の
ナ
デ
.
指
押
さ
え
，
ナ
デ
蘭
の
指
怖
さ
硬

日
縁
部
小
破
片
口
縁
は
1
類
，
ロ
縁
端
部
に
圧
痕

:
に
ぷ
い
1
0
Y
R
6
 

62
 
24
 
お
ト
レ
ン
チ
茶
褐
色
色
細
砂
買
土
(
マ
ン
ガ
ン
含
む
)
口
22
.0

色中
粒少
石.
英雲
・長
母石
?普
少
，
 事
外
内
面
面
:
に
ぷ
い
黄
責
橿
栂
((
11
0Y
R6
/4
) )
 

みタ
テヨ
ハコ
方ケ
向(8
轟の
/ナ
圃デ
)
，
口
縁
部
の
ナ
向
デ
の
蘭
ナ
の
デ
指
押
さ
え
，
ナ
デ
，
口
縁
部
の
み
ヨ
コ
方
面R
 

口
縁
部
小
破
片
口
縁
は
1
額

に
ぷ
い
O
Y
 R
6
/
3
 

63
 
2
4
1
 A
区
町
層
(
黒
褐
色
砂
質
土
)

口
:
24
.0
 

色中
粒ー
少石
英
長
石
普
，
赤
外
内
面
面
:
に
ぷ
い
貰
貰
糧
檀
{(
10
Y
R6
6/
/4
3)
 )
 

タ
テ
ヨ
ハ
コ
ケ
方
(
1
向0
長の
/ナ
岨デ
)
，
口
縁
部
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
，
ナ
デ
前
町
指
押
さ
え

硬
口
縁
部
小
破
片
口
縁
は
1
類

:に
.ぷ
¥i
¥i
I'
.f
I(
1
0
Y
R

の
み

64
 
2
4
I
A
区
周
構
内
C

口
:
23
.8
 

色中
粒:
石ご
英く
少・
長
石
普
，
赤
外
内
面
面
明
に
藤
ぷ
縄
い
黄 (5
檀Y
R(
1F
0Y
 G)
 R6
/4
) 

→の
タ右
ナテ
)デ
ハ.
口ケ
縁(
靖11
都
1の2
!み量
/ヨ
咽コ
方，
左向
左
上
が
り
ナ
デ
，
口
縁
靖
郎
の
み
ヨ
コ
方
向
ナ
デ
硬

口
緑
郎
小
破
片
上口
縁が
はり
の2
t圧
E痕
，
突
帯
ヨ
コ
ナ
デ
上
都
に
左

65
 
2
5
1
 A
区
V
・
曹
関
層
(
陪
褐
色
砂
賀
土
}

口
:
19
.8
 

中
:
石
英
長
石
普

外内
面面
:ー
明に
事ぷ
掲い
貴 (5
栂Y
R(
15
0/
Y 6)
 R6
/4
) 

みタ
テヨ
ハコ
方ケ
向(9
轟の
/ナ
由デ
)
，
口
縁
部
の
左
上
が
り
ナ
デ
，
口
縁
部
の
み
ヨ
コ
方
向
ナ
ヂ
硬

U
縁
部
小
破
片
口
縁
は
z
類

66
 
25
 
12
5
ト
レ
ン
チ
弥
生
包
含
層
下
層

不
明

中
;
石
英
長
石
骨

外内
面面
，
 明に
ぶ赤
禍い
黄 (5
糧Y
R(
15
0/
Y 6)
 R6
/4
} 

コタ
方ア
ハ向
のケ
ナ(6
轟デ
/
圃
)
，
口
縁
部
ヨ
左
上
が
り
ナ
デ
，
口
縁
部
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ

や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
口
縁
は
z
類

色
中
粒
少石
英
・
量
石
普
.
赤
員
E
-
E
l
i
-
W
2
5
/

タ
テ
ハ
コ
ケ
方
(1向
0
長の
/ナ
岨デ
)
.
口
縁
部
事
押t
がき
えり
ナ
デ
口
縁
部
の
み
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
硬

脅口
面縁
は
3
類
.
口
縁
端
部
に
庄
痕
.
口
縁

67
 
25
 
1
 4
 T
r
V
層
(
黒
灰
色
粘
賀
土
}

口
:
14
.2
 

口
縁
部
小
破
片

の
み
ヨ

に
工
具
寵
?

68
 
25
 
1
 C
区
落
ち
込
み
01
(
A
区
)
m
層
除
去
推

口
30
.6

中色
粒・
石ご
英く
少
長
石
普
，
事
外内
面面
:
 栂積
((
55
YY
 RR7
7//
88)
 )
 

タ
テ
ハ
ケ
(
8
.
/圃
)

方ナ
向デ
ナ前
のデ
指.
押口
縁さ
左え
，上
左が
上り
がハ
ケり
ナ
デ
，
口
縁
ヨ
コ
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
口
縁
に
1
類

69
 
2
5
1
 
1
 T
r
畦
周
構
内

ロ
:
26
.0
 

ti
z~

~j
!'
石
普
，
帯
首E
Z
i
i
J
i
i
j
i
i

タ
テ
ハ
ケ
(
8
.
/岨
}

左
ナ
上
ヂ
が
前
指
り
押
ナ
デ
さ
.
え
口
縁
摘
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(2
回)
，

且肉
口
縁
刷
、
破
片
口
縁
に
1
額

70
 
2
5
1
 A
区
周
構
内
E
A
区
周
揖
状
遺
構
中
央
畦
よ
り
車

口
:
26
.0
 

粗
量
色
粒
中
少:
石
英
・
長
石
多
組
白
書
j
i
J
2
5
1
1

タ
テ
ハ
ケ
(1
1
轟
/
園
)

左
上
コ
が
方
向
り
ナ
ヂ
，
ケ
.
口
縁
指
押
ヨ
コ
方
え
向
ナ
デ
(2
回
)
，
口
縁
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
口
縁
に
1
類

ヨ
の
ハ

き

71
 
Zち
A
[互
周
構
内
B

口
25
.4

中
:
石
英
・
長
石
普

組
;
E
5
5
2
1
2
i

タ
テ
ハ
ケ
(]
O条
/
岨
)

ヨ
コ
方
向
ナ
デ
(2
回
i，
指
押
き
え
，
ヨ
コ
方
向
の
ハ
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
口
縁
に
1
類

ケ
?

72
 
25
 
1
 T
r
畦
周
構
内
1
 T
r町
層

口
:
28
.6
 

中色
粒:
少石
英
・
長
石
普
.
車
外内
面面
橿 J世
((
55
YY
 RR7
7//
剖8)
 

タコ
方ァ
向ハ
のケ
ナ{
]デ
0条
/
個
人
口
縁
ヨ
左
上
が
り
ナ
テ
'

且
ロ
縁
部
1
/
8
口1:
縁が
にり
のz
類圧
痕.
突
帯
ヨ
コ
ナ
ヂ
上
部
に
左

73
 
25
 
A
区
周
構
内
D

口
:
28
.6
 

中
石
英
・
長
石
普

外内
面面
:
 橿権
((57
 5
Y
 R6
/6
} 

タ
テ
ハ
ケ
(9
条
/
個
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
口
縁
都
の
み
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
や
や
軟
ロ
縁
部
1〆
8
口
縁
に
z
類

Y
 R
7
，'
6) 

74
 
25
 
1
 T
r
畦
周
構
内

口
:
28
.0
 

中色
粒'
石少
英
・
長
石
普
，
赤
外内
面面
糧種
((5
5YY
 RR
U7ノ
88))
 

みタ
ァヨ
ハコ
方ケ
向(8
畢の
/ナ
岨デ
)
，
日
韓
部
の
左
上
が
り
ナ
デ
.
ナ
デ
蘭
の
指
押
き
え

や
や
軟
日
縁
部
小
破
片
口
縁
に
2
顕

75
 
25
 
C
区
帯
ち
込
み
01
下
層

不
明

中
石
英
・
長
石
普

外内
面面
白檀
構
{(55
Y
 R
6
ノ'6
)

タ
テ
ハ
ケ
(8
轟
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
ヂ
.
口
縁
の
み
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
且

ロ
縁
部
小
破
片
口
縁
に
2
類

Y
 R6
/
6
i
 

76
 
25
 
A
区
周
講
状
遺
構
中
央
畦
よ
り
車

口
30
.0

中
:
石
英
・
長
石
普

組
:
E
i
i
E
E
1
2
l

タ
テ
ハ
ケ
(9
轟
/
園
)

左回
)上
が
り
ナ
デ
，
口
緑
町
み
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(2
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
口
縁
に
z
類

77
 
25
 
A
区
周
構
内
A

ロ
:
21
.
0
 

色中
粒:
少石
英
長
石
普
，
串
組
:
E
i
i
J
E
i
j
i
l

タ
テ
ハ
ケ
け
轟
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
ヂ
.
口
縁
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(2
個
)
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
口
縁
に
2
類

78
 
25
 
A
区
周
構
内
E

rJ
 
:
 26
.0
 

色
中
粒
少石
英
・
長
石
普
，
串
綿:
霊
5
5
2
5
2

方タ
向テ
ハの
ナケ
デ(
7!
量
/
圃
i，
口
縁
ヨ
コ
左
回
上
)
が
り
ナ
デ
，
口
縁
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(
2
-
3
且

口
縁
郎
小
破
片
口
縁
に
z
類
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挿
図
図
版

遺
構
名
・
出
土
位
置

口
縁
(
胴
・
底
)
径

胎
土
(
粗
・
中
・
綿
)

色
調
(
内
・
外
)

突
帯
分
類

外
蘭
調
整

内
面
開
藍

焼
成
残
存
率

分
類
及
び
圃
考

79
 
25
 
墳
正
上
表
土
層
及
び
カ
ク
乱
層

ロ
:
30
.8
 

中
:
石
英
・
長
石
普

荷車
j霊
能~
~;
~~

コタ
方テ
ハ向
ケの
ナ(6
条デ
/
圃
)
.
口
縁
部
ヨ
左
上
が
り
ナ
デ
，
口
縁
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(3
回
)
や
や
軟
ロ
録
郎
小
破
片
口
縁
に
z類

80
 
25
 
I
 A
区
周
構
内
A

口
:
22
.0
 

色中
地:
石少
英
長
石
普
.
赤
員E
J
E
B
E
R
m
l

コタ
方テ
ハ向
のケ
ナ(9
晶デ
1
/，
岨
)
.
口
縁
ヨ
左
囲
上
)
が
り
~
ヨ
コ
ナ
デ
.
口
縁
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
包
や
や
軟
口
縁
都
小
破
片
口
緑
に
2
類

81
 
25
 
I
 25
ト
レ
ン
チ
南
拡
張
区
黒
褐
色
土
層

口
22
.0

色中
粒石
少
英
・
長
石
普
，
赤
組
:
E
5
5
2
5
i
j

タ
テ
ハ
ケ
方(7
轟向
1
/，ナ
圃デ
)
.
口
緑
郎
左
上
が
り
ナ
デ
.
口
縁
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(2
困
)
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
ロ
縁
に
2
類

の
み
ヨ
コ
の

82
 
25
 
I
 A
区
西
靖
南
西
繍
ト
レ
ン
チ
周
溝
上
の
蕗
ち
込
み

不
明

色中
枇:
石少
英
長
石
普
.
赤
縄
:
E
i
i
E
2
5
1
1

タ
テ
ハ
ケ
(7
轟
/
岨
)

左ナ
上デ
が前
のり
指ナ
押デ
，さ
口え
縁
の
み
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(2
回
)
.
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
ロ
縁
に
3
類

83
 
25
 
I
 B
区
北
靖
落
ち
込
み
・
現
地
形
町
膏
ち
込
み

口
:
25
.0
 

色中
准:
石ご
英〈
少・
長
石
普
.
赤
結:
霊
8
3
2
1
j
i
i

タ
テ
ハ
ケ
(6
条
/
園
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
口
縁
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(11
01)
良

口
縁
部
小
破
片
口
縁
に
3
類

84
 
25
 
日
区
中
央
断
割

口
:
18
.0
 

E
d
英
長
石
普
.
串
緒
豊
i
f
i
E
E
Z
i
j

タ
テ
ハ
ケ
(1
0鼻
レ
/
曲
)

左
デ
上
前
が
の
指
り
押
ナ
デ
き
，
え
口
縁
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(2
囲
)
.
ナ
且肉

口
縁
郁
小
破
片
口
縁
に
3
類

85
 
25
 
I
 A
区
周
構
内
量
物

口
21
.
6

色中
粒・
石少
英
・
長
石
普
，
事
員E
E
l
i
-
m
;
j
i
j

タ
テ
ハ
ケ
(6
晶
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
口
縁
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(
1
回
)
良

口
縁
部
小
破
片
口
縁
に
3
類

.
5
Y
R
 

86
 
26
 
I
 C
区
帯
ち
込
み
01
下
層

口
:
30
.0
 

色中
粒石
少
英
・
長
石
普
，
串
外内
面面
橿糧
((5
5YY
 RR7
7//
68)
 )
 

I
類

タ
ァ
ハ
方
ケ
向
個
条
の
/
ナ
個
デ
)
.
口
緑
郎
弱
左帯
貼上
付が
時り
ナ的
指デ
押，
口
さ
縁
え
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
(
1
固
)
.
突
且肉

口
縁
部
1/
8
上口
縁が
にり
の4
類圧
痕.
突，
帯口
縁ヨ
部コ
ナ高
9デ.
2上掴
部
に
左

b
‘
ヨ
コ

87
 
26
 
I
 A
区
D
区
間
畦
畔
下
層

口
:
27
.6
 

中色
粒石
少
英
・
長
石
普
.
赤
員
E
j
E
i
i
z
t
;忽

かタ
すテ
かハ
なケ
ヨ(
1コ1

~方~
/向
圃の
)ナ
，口
デ縁
部
高上
付が
時の
り指
ナ押
デ，
さ口
え
縁
部
ヨ
コ
方
向
の
ナ
デ
.
突
帯
や
や
軟
口
縁
部
小
破
片
口
縁
に
4
類
，
突
帯
損
j離
痕

88
 
26
 
I
 A
区
D
区
間
畦
畔
下
層

不
明

E
粒
p
-
長
石
普
，
赤
外内
面面
:
 糧檀
({5
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) )
 

面
に
ぷ
い
(
5
Y
 R
 

胴
18
.8

中
石
英
・
長
石
普

外
内
面
面
ー
赤
灰
灰
黄
禍(
2.
5 
Y
 4!
l)
 

(1
0Y
 R
5
i 2
) 

胴
23
.4

色
中
粒
少石
英
長
石
普
，
"ド
外
内
面
面
:
灰
掴
灰
(N
(7
4/
57
Y
6
/
1
)
 

不
明

色
中
粒
少石
英
・
長
石
普
，
赤
外内
面面
:
 灰灰
黄黄
禍褐
((
1
0
Y
 R
5
/
2
)
 

lO
Y
 R
S
/
2
J
 

胴
20
.4

赤
中
~
色
細
粒
ご
石
〈
少
英
長
石
少
，
外
内
面
面
:
・
揖
置
灰(
5(
Y1
0R
Y 6/
R6
5)
 /
I)
 

胴
20
.0

色
中
粒
石
ご
英
く
少・
長
石
普
，
赤

~I
届t

lj
fh
ι

胸
部
O

中
石
英
・
長
石
普

外内
面面
揖に
ぷ(
5
いY
糧R6
(/
76
5)
Y
 R
6
/
4
)
 

胴
2
1.
6

弘
主
主
品
主
主
♂
、
外内
面面
檀灰
黄(5
禍Y
R(
16
0/
Y 6)
 R
5
/
2
)
 

胴
24
.2

色中
石:
石粒
少英
長
石
普
，
黒
外内
面面
置に
ぷ(
5い
Y
掴R6
(/
76
5)
Y
 R
5
/
4
)
 

胴
:
23
.2
 

中
石
英
・
長
石
少

外内
面面
灰に
掲ぷ
いげ
掴
5(
Y7
R5
5Y
 /2
R)
 5
/3
) 

胴
28
.4

色
中
粒
石
少
，
英
黒
長
色
石
石
粒
少
少
赤
外内
面面
に
ぷ
い
檀
Y(
7.
55
/2
Y)
 R
6
/
4
)
 

灰
赤
(2
.5

底
23
.4

中
石
英
・
長
石
普
細
書
i
i
J
I
B
E
6
)

胴
20
.0

色
中
粒
少
石
，
英
黒
・
長
色
石
石
粒
普
少，
 赤
外内
面面
:ー
灰灰
赤黄
褐(
2(
51
0Y
Y6/
R2
) 6
/2
) 

胸
26
.0

細
色
粒
石
ご
英
く
少・
長
石
少
，
赤
外内
面面

:ー
揖置
((7
5
Y
 R7
//
66
) )
 

7
.
5
Y
 R
7
 

胴
20
.0

車
色
~
細
石
粒
石
少
英
長
石
少
，
 外内
面面
'ー
事に
ぷ灰
い(
2揖
5(
Y5
5Y/
IR
) 
6/
4)
 

不
明

細
ー
石
英
長
石
少

外内
面面
:1
こ
ぶ
い
赤Y
禍R6
(/
56
Y)
 H
5斗
)

糧
(2
.5

胴
26
.0

黒
中
色
細
石
粒
石
少
英
・
長
石
少
外内
面面
に
ぷ
い
赤
樟
蝿(
5
Y(
5
Y
 R
5
1
)
 

lこ
ぶ
い
R
6ノ
4)

胴
2
1.
6
 

細
石
英
・
長
石
少
2
E
 E
l
i
 i
J
1
5
1
!
 

胴
・
27
.2

色
中
粒
石
ご
英
く
少
長
石
普
，
赤
員
富
山
い
輯
P
O
Y
R
5
j
j
)

:
に
ぷ
い
1
0
Y
 R
5
/
4
J
 

調
25
.0

粗~
普中
，
赤
石
色
粒
英
少・
長
石
多
外内
面
栂
(7
.5
Y
R
7
/
6
J
 

面
置
(
7
.
5
Y
R
7
/
6
)
 

胴
26
.0

中
色
粒
少石
英
・
長
石
普
，
赤
外内
面面
積揖
((
77
55
YY
 RR
77
//
66
) )
 

胴
2
1.
0
 

中色
粒石
少
英
・
長
石
普
，
赤
外内
面面
揖権
((
77
55
YY
 RR
77
j勺
6)
)
 

胴
23
.6

中色
粒石
少
英
・
長
石
普
，
赤
外
面
置
(
7
.
5
Y
R
8
/
6
)
 

内
面
ー
揖
(
7
.
5
Y
R
8
/
6
)
 

腕
30
.0

中
色
粒
石
ご
英
く
少・
長
石
普
，
赤
外
面
:
揖
(
5
Y
R
1
/
6
)

内
画
・
樟
(
5
Y
R
7
〆
6)

胴
22
.8

中色
粒。
少石
英
・
長
石
普
.
赤
外内
面面
ー置
置(
(
7
 5
Y
 R
6
/
6
)
 

7
.
5
Y
R
7
/
6
)
 

胴
29
.1

色
中
粒
石
ご
英
く
少
長
石
普
，
赤
外内
面面
糧揖
((
55
YY
 RR
77
J/
88
) )
 

胴
・
28
.2

色中
粒石
少
英
・
長
石
普
，
赤
Z
E
喜
i
i
l
P
U
)
6
)

胴
26
.5

中色
粒石
少
英
長
石
普
，
赤
外内
面面
糧置
((
77
.5
5YY
 RR
66
f6
6)
 )
 

鵬
29
.0

色中
粒石
少
英
長
石
普
，
赤
外内
面面
揖置
(
7
5
Y
R
7
6
)
 }
 

(
7
.
5
Y
R
7ノ
6

胴
24
.0

色中
粒石
少
英
長
石
普
，
赤
出E
E
i
i
Y
R
P
5
Y
R
7
/
6
)
 

崩
25
.4

色
中
粒
少石
英
・
長
石
普
，
赤
外内
面面
ーー
糧樫
((
55
YY
 RR
77
//
88
) )
 

腕
27
.0

中
色
粒
石
普
~
英
少・
長
石
普
，
赤
外内
面面
:
 置糧
((
55
YY
 RR
71
/8
8)
 )
 

費
帯
分
類

外
面
調
藍

内
面
調
整

焼
成
残
存
率

分
類
及
び
帽
考

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
個
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

且
胴
部
小
破
片

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(9
条
/
岨
)

左契
上帯
貼が
付り
時ナ
指ヂ
押→
傾さ
斜え
が，
上
ナ
半
デ
前
と
指
下
押
半
で
き
異
え
な
る
，
I
Il!
 
圃

胴
部
11
8

E
頼

タ
テ
ハ
ケ
(
8
-
9
条
/
阻
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
H
時
指
押
き
え

硬
胴
都
1/
8

円
形
遣
か
し

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(9
?
条
/
咽
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

外硬
良
内
胸
部
2/
8

円
形
遥
か
L
，
外
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
撞
布

E
類

タ
ァ
ハ
ケ
(
1
0条
/
岨
，
8
条
/
ナ
デ
桂
，
尭
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬断
面(
赤黒
幌)
け
'
胴
部
小
匝
片
外遣
面か
調 L
整
に
2
穂
町
工
具
が
あ
る
，
円
形

咽
)

E
鍍

タ
テ
ハ
ケ
(
9
"
'
/四
)

左
上
が
り
ナ
テ
ヘ
空
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胴
部
小
破
片
円
形
透
か
し

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
実
帯
貼
付
時
指
押
き
え

硬
胴
部
小
破
片

E
頼

タ
テ
ハ
ケ
(8
1長
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
f与
え

や
や
硬
胸
部
小
破
片

E
顕

タ
テ
ハ
ケ
(
1
0
-
1l
!長
/
岨
)
ナ
デ
(
不
定
方
向
)
，
実
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胴
都
小
破
片

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(1
0条
/
四
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

懐硬
も須
け(
恵る
も質
)っ
にと
胴
部
小
碓
片

nt
t 

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
岨
)

タ
テ
ナ
デ
，
指
押
さ
え

や
や
硬
廟
部
小
値
片

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(9
長
/
岨
)

タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胴
部
1/
8

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(
1
0条
/
四
)

タ
テ
ナ
デ
，
指
押
さ
え

硬
胴
部
小
破
片

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胸
部
小
舷
片

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
岨
j

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胴
部
小
破
片

E
類

タ
テ
ハ
ケ
11
0条
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胴
都
小
破
片

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(9
条
/
咽
)

左
上
が
り
ナ
テ
ヘ
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

硬
胸
部
小
破
片
円
形
遥
か
L

E
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
長
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

硬
胴
砂
j、
破
片

町
類

タ
テ
ハ
ケ
0
0晶
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
H
時
指
押
さ
え

硬
胴
部
小
破
片
円
形
遣
か
L

町
顛

タ
テ
ハ
ケ
(8
1拒
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
実
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胸
部
小
破
片

町
題

タ
テ
ハ
ケ
(
6
'
晶
/
閣
)

タ
テ
ナ
テ
ヘ
実
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胸
部
小
破
片

V
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
岨
)

タ
テ
ナ
デ
，
需
帯
貼
付
時
指
押
き
え

硬
胴
部
小
匝
片
円
形
透
か
し

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(
7
-
8
条
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

や
や
軟
胴
部
1/
8

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
長
/
岨
)

ま
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
，
ナ
デ
前
の
指
押
き
良

胴
都
小
破
片
実
帯
ヨ
コ
ナ
デ
上
部
に
左
上
が
り
の
圧
寵

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
晶
/
岨
)

左前
上の
が指
押り
ナさ
デえ
，
突
帯
貼
付
時
の
指
押
さ
え
，
ナ
デ
且白

胴
部
小
破
片
実
帯
ヨ
コ
ナ
デ
i
部
に
左
上
が
り
の
圧
痕

I
額

タ
テ
ハ
ケ
(
9
*
/岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
尭
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

良
~
や
や
硬
胴
部
小
破
片
突
帯
ヨ
コ
ナ
デ
上
部
に
左
上
が
り
の
圧
輯

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(7
条
/
岨
)

左
事
孔
上
が
時
の
り
指
ナ
押
デ
，
さ
突
え
帯
貼
付
時
指
押
き
え
，
透
か
し
且的

胴
砂
j、
融
片
空円
帯醇
遥ヨ
かコ
ナ L
デ
1
部
に
左
上
が
り
の
擦
痕
，

I
類

タ
テ
ハ
ケ
池
条
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
鮎
付
時
指
押
さ
え

且
胴
部
小
唖
片
実円
帯形
遣ヨ
かコ
ナL
デ
上
部
に
左
上
が
り
の
僚
臨

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(1
条
/
岨
，
下
→
上
)
タ
テ
ナ
テ
ペ
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟
綱
部
2.
8

費
帯
間
隔
10
咽

I
類

上タ
，ァ
左ハ
→ケ
右(9
)
10
条
/
団
，
下
→
タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
.
ナ
デ
前
指
押
さ
え
や
や
軟
胸
部
2/
8

円
形
透
か
L

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(
1
0条
/
曲
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟
胴
部
1
，
'8

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
長
/C
II
)

左
上
が
り
ナ
テ
"
突
帯
貼
付
時
，
ナ
デ
前
指
押
さ
え
良

胴
部
1
8

I
類

タ
テ
ノ
、
ヶ
?

左
土
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

且
胴
部
小
破
片
円
部
透
か
し

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
圃
)

タ
テ
ナ
デ
，
尭
帯
貼
付
時
，
ナ
ヂ
蘭
指
押
さ
え
や
や
軟
胴
部
1
，'8

円
形
遥
か
L

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(9
条
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
テ
ヘ
尭
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟
胴
部
2'
8

円
形
透
か
し

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(9
手三
CI
II
一
己
;
が
け
デ
型
帯
貼
付
時
指
押
社
。
桓
ナ
引
や
や
軟
~
且
胸
部
1
8

円
形
遣
か
し



縛
図
図
版

遺
構
名
・
出
土
位
置

口
縁
{
胴
・
底
)
径

胎
土
(
粗
・
中
・
細
)

色
調
(
内
・
外
)

突
帯
分
類

外
面
調
整

内
面
調
整

焼
成
残
存
率

分
類
及
び
惜
考

18
8 
34
 
I
 C
区
西
聖

周
・
27
.2

E
粒
p-
長
石
普
・
赤
古
車
j
E
l
i
-
I
P
E
f
J
6
)

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(7
轟
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟

胴
部
11
8

18
9 
34
 
I
 C
区
墳
丘
上
面
表
土

胴
24
.1

色中
粒:
石少
英
・
長
石
普
.
串
相
:
E
i
f
i
z
t
i
j
i
j

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
轟
/
圃
)

えタ
ア
ナ
デ
，
型
帯
貼
付
時
.
遥
か
し
宰
孔
時
指
押
き
且

胴
部
11
8

円
形
遣
か
L

19
0 
34
 
I
 B
区
車
斜
面
部
官
層
(
黒
褐
色
砂
置
土
)

胴
:
27
.0
 

E
粒
少石
英
長
石
普
赤
外内
面面
糧橿
((5
5YY
 RR7
7//
88)
 )
 

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(7
4量
/
圃
}

タ
テ
ハ
ケ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

や
や
軟

胴
郁
11
8

円
形
遣
か
L

19
1 
34
 
I
 A
区
周
溝
状
遺
構
中
央
畦
よ
り
車

鵬
:
25
.0
 

色
中
粒
:
石
ご
英
く
少
亜
石
普
.
i
!
<
2
E
:
E
5
5
2
:
1
i
 

I
額

タ
テ
ハ
タ
(
?
条
/
岨
)

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
，
ナ
デ
曲
指
押
事
え

や
や
軟

胴
郎
21
8

19
2 
34
 
I
 1
 T
r
畦
周
構
内

胴
:
25
.0
 

中
色
粒
石
少
英
・
長
石
普
.
帯
2
E
 E
5
5
2
1沼

I
額

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

且
胸
部
11
8

円
形
遣
か
し

19
3 
34
 
I
 A
区
罵
構
内
E

胴
:
29
.0
 

色
中
粒
少石
英
長
石
普
.
;草
古
車
;
霊
i
i
i
E
E
i
j
i
j

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(9
条
/
四
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟

胴
郡
小
量
片
円
形
遣
か
L

19
4 
35
 
I
 A
区
周
構
内
E

胴
:
35
.0
 

色
中
桂
石
ご
英
く
少・
長
石
普
，
串
組
白
書
Z
J
E
i
j
i
j

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(
1
0晶
/
岨
)

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
"
胴
郁
小
破
片
円
形
遣
か
L

19
5 
35
 
I
 A
区
周
構
内
C

胴
28
.7

色
中
粒
:
少石
英
・
長
石
普
.
車
外内
面面
橿橿
((5
5YY
 RR7
6//
88)
 )
 

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
四
)

タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
事
え

や
や
硬

胴
都
小
破
片

19
6 
35
 
I
 A
区
周
構
内
c

胴
30
.0

中
:
石
英
長
石
普
，

組
;
E
5
5
1
Z
i
i

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
轟
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
ft
時
指
押
さ
え

や
や
軟

調
都
小
破
片

19
7 
35
 
I
 A
区
周
構
内
E

胴
28
.4

長
塁
手
石
英
・
畳
石
多
2
E
j
富
5
5
2
Z
i
l

I
額

タ
テ
ハ
タ
(6
条
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟

胴
節
小
破
片
同
車
遥
か
し

19
M 
35
 
I
 7'
 4
号
問
時
講
状
帯
ち

不
明

粗
事
色
~
粒
中
少，
石
英
・
長
石
普
話
E
j
霊
i
i
E
1
5
i
j

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(7
J長
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

良
胴
都
小
破
片

19
9 
3
5
1
4
T
r
1
層
(
表
土
)

廟
20
.4

中色
粒:
石少
英
・
長
石
普
，
事
外内
面面
::j
に置
ぷ(5
いY
掲R
6げ/
6.5
)
Y
 R5
/4
) 
I
類

タ
テ
ハ
ケ
(7
轟
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

や
や
軟

胴
都
小
破
片

20
0 
35
 
I
 A
区
周
構
内
遺
物

胴
20
.6

E
d
英
長
石
普
赤
古
車
;
霊
i
i
E
E
Z
B

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
晶
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
甘
時
指
押
さ
え

や
や
軟

胴
都
小
破
片

20
1 
35
 
I
 B
区
周
溝
状
遺
構

胴
:
22
.4
 

色
中
栓
:
少;
石
英
・
長
石
普
.
車
荷
車
j霊
i
i
E
E
U
i
j

I
額

タ
テ
ハ
ケ
(7
i長
/
圃
)

タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
甘
時
，
ナ
デ
前
指
押
さ
え
且

胴
都
小
破
片
円
形
量
か
し

20
2 
35
 
I
 C
区
4'
7
号
間
町
堆
積
士
層
車
1
量
構
面
白
士

胴
:
24
.6
 

色
中
粒
:
少石
英
・
長
石
普
，
事
外内
面面
:
 糧檀
((5
5YY
 RR7
7//
86)
 )
 

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(7
i量
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

且
胴
都
小
破
片

20
3 
35
 
I
 C
区
帯
ち
込
み
01
下
層

鵬
:
27
.8
 

色
中
粒
:
少石
英
・
長
石
普
.
赤
首E

i
霊
g・
~n
~j
~l

I
類

夕
刊
、
ケ
け
畢
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

且
胴
郁
，
)
、
破
片

.
5
Y
R
 

20
4 
35
 
12
5
ト
レ
ン
チ
拡
張
区
斜
面
E
層
(
暗
灰
色
シ
ル
ト
層
)

不
明

細
色
粒
:
少石
英
・
長
石
少
.
事
外内
面面
:
 糧糧
((7
7..
55YY
 RR7
7//
66)
 )
 

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(
8
*
/園
)

タ
テ
ハ
ケ
(8
条
/
個
)
.
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え
且

調
節
小
破
片

20
5 
35
 
I
 A
区
周
構
内
E

胴
:
30
.4
 

中
石
英
・
長
石
膏
組
:
額
霊
i
f
i
J
E
i
j
i
i

I
頼

タ
テ
ハ
ケ
(1
1
条
/
掴
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

且
胴
都
小
破
片

20
6 
35
 
I
 C
区
墳
丘
上
面
表
土

底
:
25
.6
 

中
色
粒
石
少
英
・
長
石
普
.
赤
百E
E
者骨
子
1
5
i
j
6
}

I
類

タ
テ
ハ
ケ
?

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

軟
胴
都
小
破
片
円
形
遥
か
L

20
7 
35
 
I
 C
区
3
-
町
層
上
面

胴
:
26
.0
 

中
色
粒
石
少
英
・
長
石
普
.
i
!
<
組

:E
5・

n;
~~

j~
l

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(7
予
条
/
四
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
村
時
指
押
さ
え

や
や
軟

胴
部
;'J
、
破
片
円
形
遣
か
L

.
5
Y
R
 

20
8 
35
 
I
 B
区
南
東
部
町
層
(
黒
褐
色
砂
質
土
)

嗣
:
26
.8
 

中色
粒:
石少
英
長
石
普
.
i
!
<
外内
面面
置橿
((5
5YY
 RR7
7//
88)
 )
 

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(7
i量
/
四
)

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

や
や
軟

胸
部
小
破
片

20
9 
35
 
I
 C
区
E
・
圃
層

周
23
.4

中
色
粒
少石
英
・
長
石
普
，
串
外内
面面
:
 積糧
((77
55
Y Y
 RR7
7//
66)
 )
 

I
頭

剥
轄
に
よ
り
不
明

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

軟
胸
部
小
破
片

21
0 
35
 
I
 4
 T
r
壁
画
黒
褐
色
粘
質
土
よ
り
上

胴
25
.0

中
色
粒
:
少石
英
・
長
石
普
，
串
組
:
E
l
i
-
I
F
E
f
h
)

I
領

不
明

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

軟
胴
節
小
破
片

21
1 
35
 
I
 A
区
中
央
畦
中

胴
24
.0

中
.
'
百
其
・
長
石
普
話
E
j臨
(
1
5
F
E
E
8
}

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(
8
*
/圃
)

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

且
胴
都
4
破
片

21
2 
35
 
I
 C
区
西
壁

胴
25
.9

中
色
舵
:
石
ご
英
く
少・
長
石
普
，
串
鼻内
面面
檀橿
((5
5YY
 RR7
7//
66)
 )
 

I
類

タ
テ
ハ
ケ
(8
*/
.圃
)

タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

且
胴
都
小
碓
片

21
3 
36
 
I
 C
区
S
K
0
2
 

胴
18
.6

絹
赤
色
粒
中
少
石
英
・
長
石
普
外内
面面
糧樟
((5
5YY
 RR7
7//
88}
 }
 

V
類

不
明

タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟

胴
部
小
植
片

21
4 
36
 
I
 C
区
拡
張
区
O
O
T
r
北
)
0
層

胴
18
.6

色
中
粒
石
少
英
・
長
石
普
，
赤
外内
面面
糧積
{(5
EYY
 RR7
7//
66}
 )
 

V
頼

不
明

突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

且
腕
部
小
破
片
円
形
遣
か
し

21
5 
36
 
C
区
1
0
T
r
北
ガ
リ
か
け
中
官
層
上
面

不
明

色中
粒白
石少
英
・
長
石
普
，
串
外内
面而
樟栂
((5
5YY
 RR7
7//
88)
 }
 

V
類

不
明

突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

や
や
軟

胴
都
小
碓
片

21
6 
36
 
C
区
墳
丘
m.
x
層

胴
25
.0

色
中
粒
石
少
，
英
角
・
長
肉
石
石
少普
.
赤
外内
面面
糧檀
((5
5YY
 RR7
7ノ/
66)
}
 

V
煩

不
明

タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

且
胴
都
4
破
片

21
7 
36
 
lO
Tr
南
3
号
墳
流
入
土
周
構
内
埋
土

胴
:
22
.0
 

色中
粒・
石少
英
・
畏
石
普
，
車
員
E
.
富
i
i
E
E
;
2
1

V
類

突
帯
鮎
付
時
指
押
さ
え

且
胴
郡
小
破
片

21
8 
36
 
C
区
0'
11
層

胴
:
17
.6
 

色
中
較
石
少
英
・
長
石
普
，
赤
綿
:
霊
i
i
z
i
i
z
l

V
額

不
明

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟

胴
都
小
破
片

21
9 
36
 
C
区

不
明

中
色
粒
石
少
英
・
長
石
普
.
事
組
:
E
i
i
J
E
C
i
i

V
類

不
明

突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

軟
闘
部
小
破
片

22
0 
36
 
C
区
拡
張
医
<
I
O
T
!
北
J
0
層

調
:
20
.0
 

中色
粒:
石少
英
長
石
普
.
春
2
E
-
E
i
i
E
E
;
j
i
l
 

V
頼

不
明

不
明

良
銅
都
小
破
片

22
1 
36
 
C
区
墳
丘
上
面
E
層
+
町
層
(
黒
褐
色
砂
)

胴
・
24
.0

色
中
粒
少石
英
・
長
石
普
.
串
荷
車
j書
i
;
i
E
E
;
j
;
i

冒
頭

風
化
撤
L
く
不
明

不
明

軟
周
都
小
破
片

22
2 
36
 
B
区
断
割
中

胴
:
26
.6
 

色
中
粒
.
少石
英
・
長
石
普
，
事
組
:
霊
i
i
f
l
n
p

冒
頭

タ
テ
J
、ヶ

タ
テ
ナ
ヂ
.
突
帯
鮎
付
時
指
押
き
え

軟
胴
部
小
破
片

22
3 
36
 
1
 T
r
O
層
(
灰
白
色
粘
質
土
}

胴
30
.0

色中
栓:
少;
百，
英角
・長
閃石
石
普
.
車
首
E
j
E
E
J
E
Z
i
;

冒
銅

不
明

タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
軟

胴
部
小
破
片

22
4 
36
 
お
ト
レ
ン
チ
排
士
'
"

底
:
~8
.0
 

色
中
粒
:
少石
英
・
長
石
普
.
赤
古
車
宮
j
7
5
Y
R
F

百
煩

タ
テ
ハ
ケ
(
1
o~
陸
/
個
}

タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
甘
時
指
押
さ
え

且
底
部
小
破
片
低
位
置
実
帯
埴
輸
か
?

7
.
5
Y
R
7I
6
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ト
~

~
 
-.
J 

挿
図
図
版

遺
構
名
・
出
土
位
置

22
5 
36
 
1
 B
区
周
構
状
遺
構

22
6 
3
6
1
2
5
ト
レ
ン
チ
斜
面
部
E
層
(
暗
灰
色
シ
ル
ト
)

22
7 
36
 
お
ト
レ
ン
チ
拡
張
区
塊
石
下
溝
状
遺
構
理
土

22
8 
3
6
1
 A
区
周
構
内
E

22
9 
36
 
1
2
5
ト
レ
ン
チ
甫
拡
張
区
串
2
貰
褐
色
混
砂
粘
質
士

23
0 
3
6
1
 A
区
中
央
断
割

23
1 
3
6
1
 D
区
11
T
r町
層

23
2 
3
6
1
 A
区
周
構
内
A

23
3 
36
 
1
 B
区
周
構
状
遺
構

23
4 
36
 
1
 A
区
D
区
間
畦
畔

23
5 
3
6
1
 C
区
落
ち
込
み
01

23
6 
3
6
1
 C
区
墳
丘
上
面
Z
層

23
7 
3
7
1
 A
区
墳
丘
上
表
土
及
び
カ
ク
乱
層

23
8 
37
 
C
区
n.
.
層

雄
山
4
号
墳
形
象
埴
輪
観
察
表

挿
図
図
版

遺
構
名
・
出
土
位
置

23
9 
38
 
1
 C
区
l
O
T
r
北
周
溝

24
0 
38
 
1
 C
区
1
0
T
d
t周
構

24
1 
3
8
1
 C
区
1
0
T
r
北
周
構

24
2 
3
8
1
 C
区

24
3 
38
 
1
 C
区
4
・
7
号
聞
堆
積
土

24
4 
3
8
1
 C
区
揮
1
遺
構
面
ベ
ー
ス
士

24
5 
3
9
1
 A
区
周
構
内
積
E
斜
面
盛
士
斌
入
土
中

24
6 
39
・
4
・
7
号
岡
堆
積
土

40
 

24
7 
4
1
1
 A
区
周
構
内
A

24
8 
4
1
1
 A
区
周
溝

24
9 
41
錨
帯
主
F
層
+
草
1
遺
構
面
ベ
ス
土
D
区
4
T
r
 

25
0 
4
2
1
2
5
ト
レ
ン
チ
表
土
層
I
層

25
1 
42
1
 ~
昔
話
諸
説
#
Z
層
(
量
下
層
地
山
下
直
上
)
2
 T
 

25
2 
4
2
 I
 A
区
周
構
内
A
25
ト
レ
ン
チ
弥
生
包
含
層

25
3 
43
 
12
5
ト
レ
ン
チ
帯
ち
込
み
7
圃
(
貫
灰
色
土
層
)

25
4 
43
 
1
2
5
ト
レ
ン
チ
S
X
0
1
石
組
付
近

25
5 
43
 
25
ト
レ
ン
チ
南
拡
張
区
S
X
0
1
黒
褐
色
砂
質
土
層

25
6 
43
 
25
ト
レ
ン
チ
斜
面
部
E
層
(2
層
~
一
郎
ラ
ミ
ナ
上
砂
質
)

25
7 
43
 
4
 T
r町
屑

口
縁
(
胴
・
底
)
径

胎
土
(
粗
・
中
・
緬
)

胴
:
25
.6
 

中
母
，
石
ご
英
〈
少・
長
石
普
，
雲

胴
・
20
.2

帽色
石:
柱石
少英
・
長
石
少
.
黒

鵬
19
.4

中
~
且
・
石
英
・
長
石
少

不
明

2副
長
，
~i

J'
車

胴
:
20
.4
 

中
石
英
・
長
石
中

胴
20
.2

中
石
英
・
長
石

胴
:
26
.0
 

色中
粒石
少
英
・
長
石
普
.
赤

胴
:
26
.0
 

中
色
粒
石
ご
英
〈
少・
長
石
普
.
赤

胴
:
23
.4
 
罪証
E
ご
TP
・
長
石
少

胴
28
.8

中
:
石
英
・
長
石
普

廟
24
.0

E
d
葺
・
長
石
普
，
赤

周
:
25
.2
 

色中
栓:
石少
英
長
石
普
，
赤

胴
:
21
.6
 

色中
粒:
石少
英
長
石
普
，
赤

刷
:
20
.2
 

色中
栓石
少
英
・
長
石
普
.
;
1
<

種
額
・
残
存
部
位

胎
土
(
粗
・
中
・
繍
)

朝
顔
形
埴
輪
・
花
弁
部
色中
粒:
少石
英
・
長
石
普
，
串

靭
顔
形
埴
輪
・
花
弁
部
色中
粒:
少石
英
・
長
石
普
，
事

朝
蘭
形
埴
輪
・
花
弁
郁
色中
粒:
少石
英
・
長
石
普
，
事

朝
顔
形
埴
輪
・
花
弁
都
色中
粒:
石少
英
・
長
石
膏
.
;
F

朝
蘭
形
埴
輪
・
花
井
部
中色
地:
石少
英
長
石
普
，
赤

朝
麗
形
埴
輪
・
花
弁
部
2
6
其
長
石
普
，
串

人
物
埴
輪
・
周
郎
E
d
身
長
石
昔
赤

人
物
埴
輪
・
廟
都
(
背
面
)
中色
粒.
少石
英
・
長
石
普
，
赤

人
物
埴
輪
・
碩

色
中
粒
少石
英
・
長
石
普
，
事

人
物
埴
輪
・
上
院
郁

色中
粒:
石ご
英く
少・
昼
石
普
.
串

人
物
埴
輪
・
衣
服
の
裾
郎
中色
粒"
少百
英
長
石
普
，
赤

馬
形
埴
輪
・
馬
下
顎

色中
粒:
石少
英
長
石
普
.
;
F

馬
形
地
輸
・
タ
テ
聾

中色
粒'
石少
英
長
石
普
，
赤

馬
形
纏
輪
鑑
(o
r
杏
藁
)
E
粒
P
・
長
石
普
・
最

器
財
形
埴
輪
(
盾
。
r
蓋
}
色中
粒石
少
英
・
長
石
普
，
赤

器
財
形
埴
輪
{
盾
or
蓋
)
中色
粒:
石少
英
・
長
石
普
.
春

器
財
形
埴
輪
(
眉
。
r
量
)
色中
桂:
石少
英
・
長
石
普
.
;
1
<

器
財
形
埴
輪
(
屑
。
r
蓋
}
自位
:石
少
英
長
石
膏
，
赤

器
財
形
埴
輪
(
葺
形
埴
輪
)
色中
栓:
少石
英
・
長
石
普
.
車

色
鯛
(
内
・
外
)

実
帯
分
類

外
面
爾
藍

内
面
調
整

焼
成
残
存
率

分
類
及
び
情
考

首富
:護
Z
E
i
1
5
Y
R
i
j
i
i

7
.
5
Y
R
 

タ
テ
ハ
ケ
(6
晶
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
『
ヨ
コ
方
向
ナ
デ

や
や
軟
副
総
小
破
片
円
形
遣
か
し

首
E
;
際品
1
L
F
Z
6
2
)

タ
テ
ハ
ケ
(
8
"
V，圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
闘
部
小
破
片
円
形
遣
か
¥
.
.
.
ベ
ン
ガ
ラ
塗
布

外内
面面
:
 橿橿
((
55
YY
 RR
77
//
66
} )
 

タ
テ
ハ
ケ
(1
1
轟
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

硬
胴
都
小
破
片
円
形
遣
か
L

鼻
内
面
面
橿
に
ぷ(5
いY
橿R7
(/
76
.5
)
Y
 R6
/4
) 

岨タ
}テ
ハ
ケ
(
9
"
/，
岨.
6
 J陸
/
左
上
が
り
ナ
デ
，
指
押
き
え

硬
鵬
砂
.
J
-
破
片
円
形
遣
か
し

外内
面面
:灰
にぷ
貫褐
い橿
白
O(
5Y
Y
 
RR
56
/2
/4
) )
 

タ
テ
ハ
ケ
(9
轟
/
岨
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
指
押
さ
え
(
突
帯
貼
村
時
予
)
や
や
硬
鵬
都
小
破
片
円
形
遣
か
し

員
E
;
霊
i
i
J
E
f
j
i
!

タ
テ
ハ
ケ
(7
轟
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
き
え

や
や
硬
胸
部
小
破
片
円
形
遣
か
し

相
:
霊

~~i
~~;

~l 
タ
テ
ナ
デ
.
突
帯
貼
付
時
指
押
さ
え

軟
胴
郎
小
破
片
円
形
遣
か
L

員E
j
韓
i
f
i
J
E
Z
i
j

タ
テ
ハ
ケ
(8
J量
/
園
)

タ
テ
ナ
デ
，
突
帯
貼
付
時
指
押
~
え

且
胴
郎
小
破
片
円
形
量
か
し

詩書
官
i
i
i
E
E
i
f
i
i

タ
テ
ハ
ケ
(8
1量
/
岨
)

4
タ1与
テ
え
ナ
デ
.
突
帯
貼
村
時
・
遺
志
、
L
牢
孔
時
的
指
押
且白

胴
都
小
破
片
円
形
遣
か
し

外内
面蘭
種
黄
橿(
5
Y(7
.R
57
Y /8
R)
 7
/8
) 

タ
テ
ハ
ケ
(8
轟
/
圃
)

左
上
が
り
ナ
デ
.
遥
か
し
穿
乱
時
の
指
押
さ
え

や
や
硬
胴
郡
小
破
片
円
形
遣
か
し

相
:
E
8
3
2
1君!

タ
テ
ハ
ケ
(9
轟
/
圃
)

タ
テ
ナ
デ
.
指
押
き
え

且
胴
都
小
破
片
円
形
遣
か
し

話
E
j
E
i
;
:
i
E
E
;
j
i
i
 

タ
テ
ハ
ケ
(
7
"
/，
圃)

タ
テ
ナ
デ
.
遥
か
L
寧
孔
時
の
指
押
さ
え

且
胸
部
小
破
片
円
形
遥
か
し

外
内
面
面
:
灰
に
ぷ
責
い (2
黄.5
糧Y6
(/
1Z
0)
Y
 R6
/3
) 

タ
テ
ハ
ケ
(
1
0轟
/
圃
)

指
押
き
え

や
や
硬
胴
郁
小
破
片
へ
ラ
記
号

組
:
鞍
j
r
r
d
!
)

タ
テ
ハ
ケ
(
1
1
-
1
2
"
/，
岨)

左
上
が
り
ナ
デ
，
指
押
~
え

硬
胴
都
小
破
片
外
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
塗
布

色
調

残
存
長
.
幅

外
画
調
整

内
面
調
整

焼
成
残
存
率

帽
考

常事
j
E
i
i
E
E
Z
B

タ
テ
ハ
指
ケ
押(
8
-
え9
"
/，
圃
)
.
ヨ
コ

ナ
デ
.
き

指
押
さ
え
，
ヨ
コ
ハ
ケ

や
や
軟
口
縁
郡
小
破
片
下
半
の
繍
都
を
突
出
さ
せ
る

外内
商面
::4
橿雪
(印
5
YY
 RR
66
//
88
) )
 

えタ
テ
ハ
ケ
(1
0轟
/
岨
)
.
指
押
さ

，
ヨ
コ
ナ
デ

指
押
さ
え
.
ヨ
コ
ナ
デ

や
や
軟
口
緑
郎
小
破
片

外内
商面
:・檀
糧
((
55
YY
 RR
66
//
66
) }
 

タ
テ
ハ
ケ
(
9
"
/，
圃)

指
押
さ
え

や
や
軟
口
縁
部
小
破
片

外内
面面
橿糧
((
55
YY
 RR
77
//
88
} )
 

タ
テ
ハ
ケ
.
指
押
さ
え
，
ヨ
コ
ナ
指
押
さ
え
.
ヨ
コ
ナ
デ

や
や
軟
日
緑
郎
'J
、
破
片

デ

員E
霊
~g

~~
;:

l
タ
テ
ハ
ケ
，
指
押
さ
え
，
ナ
デ
ヨ
コ
ハ
ケ
(9
轟
/
圃
)
.
指
押
さ
え

や
や
軟
口
縁
部
小
破
片

詩書
:
I~

~i
 ~~

;:l
 

タ
テ
ハ
ケ
(9
1量
/
圃
)
.
指
押
き
え
.
指
押
さ
え

や
や
軟
口
縁
部
小
磁
片

ヨ
ヨ
ナ
ヂ

青橿
外蘭
臼1o
0:
:1Y
 
に
ぷ
い
貴
橿
(
J
O
Y
R
6
!
3
)
-

こRR
ぶ66
//い
88))
 
貴
橿
(
1
0
Y
R
6
/
3
)
-
3
5
x
1
7
.
4
x
1
5
.
8
 

や
や
軟
5/
8 
官
銃
諸
2
5
:
F
E
E
l
1
)
衣
服

外
内
面
面
:
に
ぷ
い
貰
賀
糧
橿
((
10
Y
R7
//
33
) )
 

:
に
ぷ
い
1
0
Y
R
7
 
2
1
.
8
X
2
0
.
3
 
左デ
上.
が指
押り
ナさ
デえ
.
 不
定
方
向
の
ナ
タ
テ
ナ
デ
，
不
定
方
向
の
ナ
デ
.
指
押
き
え

や
や
軟
2i
8 

E
Z詰
If
諸君
福宮
2
1
謀
郁
に

外内
商面
:ー糧
糧
((
77
.5
Y
R7
7/
/6
6)
 )
 

5
Y
R
 

8
.
5
x
7
.
6
 

軟
編
小
破
片

伺
額
都
に
遭
L
字
形
の
突
帯

外内
面面
・檀
積
({
55
YY
 RR
77
/勾8
)}
 

3
.
8
x
4
.
3
 

ナ
デ

や
や
軟
腕
骨
l、
破
片
を3
国張
大り
の付
粘け
て土
塊成
形に
5
園
前
極
的
粘
土
板

細
書
i
f
i
J
E
E
i
l

タ
テ
ハ
ケ
後
V
字
状
突
帯
貼
付
ヨ
コ
ナ
デ
桂
指
押
さ
え

や
や
軟
小
破
片

V
宇
状
に
粘
土
紐
を
貼
り
lt
け
る

2
E
:
前
官
官
Z
E
附
)

4
.
7
X
7
.
8
 

や
や
軟
下
顎
小
破
片

外内
面面
・橿
橿
(7
.5
YZ
77
//
66
)}
 

1
7
.
5
Y
R
 

1
0
.
6
X
9
.
9
 

軟
タ
テ
髪
小
破
片
手
綱
表
現
あ
り

首富
:室
長
-
J
Y
R
W
5
Y
 R
7I
8J
 

1
0
.
1
X
6
.
1
 

不
明

指
押
き
え
.
ハ
ケ
目
?

軟
小
破
片

障
泥
と
鏡
輸
か

荷車
j
E
i
i
l
F
E
f
h
)

5
.
}
x
3
.
3
 

す平
も行
の沈
と組
線合
(へ
わヲ
さ摘
り鋸
き)
歯.
内文
側を
のな
不
明

軟
小
破
片

2
E
j
E
i
i
l
P
E
R
6
)
 

5
.
9
x
4
.
7
 

軟
小
破
片

盾平
行な
ヘい
ラし
蓋摘
形き
埴で
給描
のく
部
.
鋸
歯
文
を

外内
面面
:
 橿積
{(7
5
Y
 R
7
/
6
)
 )
 

7
.
5
Y
 R
7
/
6
 

5
.
2
x
5
.
1
 

軟
小
破
片

摘盾
なき
い平
行し
蓋it
形
ハ
ー
ワ
の
都
か
.
へ
ラ

縮
;
E
i
f
i
E
E
i
j
i
i

3
.
4
x
4
.
9
 

軟
小
破
片

i
J
島
町
沈
線
(
ヘ
ヲ
描
畠
}

外内
面面
:
 橿樫
((5
7.Y
5
Y
 
R6
R/
67
J}
 3
)
 

4
.
8
x
I
0
.
1
 

軟
破
台
片部
童
部
'J
、



挿
図
図
版

遺
構
名
・
出
土
位
置

種
類
・
残
存
郎
位

胎
土
(
粗
・
中
・
綱
)

色
調

残
事
長
.
幅

外
面
開
藍

内
面
開
聾

焼
成
残
存
率

傭
考

25
8 
43
 
お
ト
レ
ン
チ
淡
灰
茶
色
静
置
土
層
(
地
山
直
上
)
l)l
It
o
埴
輪
(
蓋
附
色中
粒:
石少
英
・
長
石
普
.
赤

話E
j書

~~
f~

~~
~l

4.
8x
6.
5 

軟
富
野
ー
笠
郡
小

25
9 
<<
1 
C
区
拡
張
区
E
眉

不
明
形
皐
埴
崎

色中
栓:
石少
英
・
長
石
普
.
赤
員
富
:
E
i
i
.
1
P
E
f
h
)

4.
8x
6.
9 

タ
テ
ハ
ケ
(1
0轟
/
圃
)

ナ
デ
.
指
押
苔
え

硬
小
破
片

26
0 
44
1 
C
区
4
・
7
号
岡
堆
積
土
構
1
遺
構
面
ペ
ー
ス
土

不
明
形
象
埴
輪

2
企p
-
長
石
普
赤
外内
面面
栂糧
((
55
YY
 RR7
7//
66)
 )
 

5.
3x
9.
8 
?i罪
防
2
持
続
!
・
指
押
き
え

や
や
軟
小
破
片

26
1 
4
4
1
 C
区
4
・
7
号
間
堆
積
士
捧
1
遺
構
面
ベ
ー
ス
土

不
明
形
皐
植
輪

色中
粒:
石少
英
・
長
石
普
.
赤
外内
面面
:・橿
橿
{(
55
YY
 RR6
6//
66)
 )
 

3.
8x
4.
6 

斜
格
子
(
へ
ラ
描
き
沈
線
)
.
沈
擁
指
押
さ
え

や
や
軟
小
破
片

26
2 
44
 
お
ト
レ
ン
チ
南
拡
張
区
事
z層
貴
灰
色
混
砂
シ
ル
ト

不
明
形
皐
埴
輪

色中
濫:
石少
英
・
長
石
普
.
>
1
<
外内
面面
:
橿
浅
黄 0
檀.
5
Y(7
.R
57
Y /6
R) 
8/
6)
 

軟
小
破
片

湾
曲
す
る
外
面
に
突
帯
あ
り

26
3 
4
4
1
 A
区
周
講
中
央
畦
よ
り
酉

不
明
形
皐
埴
輪

耗
霊
長
石
英
・
長
石
多
外
内
面
面
檀
に
ぷ (7
.い
5掲
Y
R(
7U
.5
8Y
 )
 R5
/3
) 
4.
3x
4.
8 

やサチ
や状ン
軟
ド
断
イ
面ツ
小
破
片

突
帯
状
の
粘
土
紐
貼
り
付
け

26
4 
44
 
お
ト
レ
ン
チ
集
石
都
分

不
明
形
象
埴
輸
E
d
英
・
長
石
普
・
赤
語
.
2
8・
5
Y
R
Z
i
j

9
 x3
.2
 

軟
小
破
片

.
5
Y
R
 

26
5 
4
4
1
2
5
ト
レ
ン
チ
拡
張
区
撹
乱
部
分

不
明
形
卑
埴
輪
E
d
其
・
長
石
普
・
最
組
:
E
8
5
2
5
i
j

9
 x3
.1
 

軟
小
破
片

26
6 
4
4
1
 A
区
周
構
内
A

不
明
形
卑
埴
輪

色中
栓:
少石
英
・
長
石
普
.
>
1
<
外内
面面
.
 置糧
((7
7..
55YY
 RR7
7//
66)
 )
 

6.
2x
7.
7 

軟
小
破
片

田
7
4
4
1
 D
区
盛
土
流
入
土

不
明
形
皐
埴
輪

色中
栓:
石少
英
・
長
石
普
，
車
荷車
j
E
i
f
i
E
E
l
j
i
i

6
 X7
.3
 

指
押
さ
え
，
ナ
デ

や
や
軟
小
破
片
君
主
時
貯
1
圃
O
抽
の
粘
土
板

26
8 
44
 
1
 C
区
S
D
0
2

不
明
形
象
埴
槍

中色
桂:
石少
英
長
石
普
.
赤
2
E
:
謹
ji
:i
EE
ij
ii

2.
8X
Z.
3 

軟
小
破
片

26
9 
4
4
1
 A
区
周
構
中
央
畦
よ
り
西

不
明
形
畢
埴
輪

中色
粒.
石少
英
・
長
石
普
，
赤
外内
面面
:ー糧
檀
((5
7.Y
5R
Y 
7R/
88/
} 6
) 

7.
3x
IO
.2
 

タ
テ
ハ
ケ
ヒ
指
押
き
え

指
押
さ
え

や
や
軟
小
破
片

動
物
(
馬
)
の
胸
部
か

27
0 
4
4
1
 A
区
周
構
内
A

不
明
形
象
埴
槍

中色
粒.
少石
英
・
畏
石
普
.
>
1
<
外内
面面
:1橿
((
57
.Y5
RY
 7R
/87
) /
8)
 

4-
.2
x 
7
 

不
明
.
指
押
さ
え

不
明
.
指
押
さ
え

軟
小
破
片

馬
形
埴
槍
胸
部
か

雄
山
7
号
墳
形
象
埴
輪
観
察
表

挿
図
図
版

遺
構
名
・
出
土
位
置

種
類
・
残
存
侮
位

胎
土
{
租
・
中
・
縄
)

色
調

残
存
長
.
幅

外
面
開
藍

内
面
調
整

焼
成
残
存
率

帽
考

99
5 
12
3 
10
ト
レ
ン
チ
西
端
構
状
遺
構

居
形
埴
輪
・
個
薗
部

:
~
j
英
・
長
石
普
，
赤
員
E
j
諮普
j
;
f
1
5
E
6
)

lO
.2
X)
O.
8 

ナ
デ
.
指
押
き
え

指
押
き
え
，
ナ
デ

や
や
軟

目
は
事
孔
，
耳
は
中
空

99
6 
12
3 
10
ト
レ
ン
チ
西
端
構
状
遺
構

馬
形
埴
槍
・
上
顎

色
中
控
少石
英
・
長
石
普
.
>
1
<
荷車
j
韓
{
;
:
i
J
E
Z
i
i

5
.
6
X
l
l
.
8
 

ナ
デ
.
指
押
き
え

ナ
デ
，
指
押
さ
え

や
や
軟

穿馬か
さ具か
みらの
込れ1
国表む
る現入
.鐙
無空っ
洞板たL
頂での
(剥表
部は現
薯かな
痕無ら
く
不鼻粘L
孔明土板
)が，
口をz
先孔は

99
7 
12
3 
10
ト
レ
ン
チ
西
繍
構
状
遺
構

馬
形
埴
輪
・
耳
2
6
其
・
長
石
普
・
事
詩書
:
E
5
5
Y
R
Z
i
j

3.
3x
l.
9 

軟
5
Y
R
 

99
8 
12
3 
10
ト
レ
ン
チ
酉
摘
構
状
遺
構

高
形
埴
輪
・
タ
テ
霊

色中
粒.
石多
英
・
長
石
普
.
串
外
内
面
面
糧
貴
栂 {
5
Y(7
.R
57
Y /8
R)
 8
/8
) 

14>
‘
17
.6
 

ナ
デ
，
指
押
さ
え

指
押
さ
え
，
ナ
デ

や
や
軟

手
綱
表
現
な
L

99
9 
12
2 
10
ト
レ
ン
チ
酉
靖
構
状
遺
構

最
形
相
輪
喉
活
か
ら
胸
色中
粒:
石多
英
・
長
石
普
，
春
外内
面面
橿橿
{(
57
Y5
Y
 
R7
R/
87
/)
 6}
 

11
.5
X1
8.
8 

強
い
ナ
デ
.
板
ナ
デ

指
押
さ
え
.
ナ
デ

や
や
軟

接
合
串
跡

10
00
 
12
2 
C
区
10
ト
レ
北
調
講

馬
形
埴
輪
・
胸
部

色中
粒.
少石
英
・
長
石
普
，
赤
組
:
E
i
f
i
E
E
Z
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写真図版



図版1

(1)古墳群遠景南から

(2)古墳群遠景東から



図版2

(1) 4・7号墳調査前近景東から

(2) 4号墳石室調査前東から



図版3

(1) 4号墳墳丘全景 1 北東から

(2) 4号墳墳丘全景 2 北東から



図版4

(1) 4号墳墳丘全景及び墓道北西から

(2) 4号墳周溝全景北東から



図版5

4号墳 A-O間墳丘断割 1 南西から (2) 4号墳 A一O間墳丘断割 2 南西から

(3) 4号墳 A一O間墓墳断面西から (4) 4号墳 8-0間墳丘断割 1 東から

(5) 4号墳 8-0間墳丘断割2 東から (6) 4号墳 B一O間墓境断面北東から

(7) 4号墳 A'-O間墳丘断割 1 東から (8) 4号墳 A'-O間墳丘断割2 東から



図版6

(1) 4号墳玄室内面(玄門部寄り) 南東から
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(2) 4号墳玄室床面(奥壁寄り) 北西から



図版7

(1) 4号墳石室 1 (玄門部全景) 南東から

(2) 4号墳石室 2 (奥壁全景) 北西から



図版8
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(1) 4号墳石室 3 (袖石) 南東から

(2) 4号墳石室4 (前壁) 南東から



図版9

(1) 4号墳石室 5 (右袖部と右側壁基底石) 南から

(2) 4号墳石室6 (右側壁) 南東から



図版10

(1) 4号墳石室7 (左袖部と左側壁基底石) 東から

(2) 4号墳石室 8 (左側壁基底石と奥壁) 北西から



図版11

(1) 4号墳石室 9 (奥壁と左側壁の隅角) 北から

(2) 4号墳石室10(奥壁と左側壁の隅角上部) 北から



図版12
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(1) 4号墳石室11(奥壁と右側壁) 北西から

(2) 4号墳石室12(奥壁と左側壁の隅角下部) 西から



図版13

(1) 4号墳石室13(玄門部寄り天井石見上げ) 南東から

(2) 4号墳石室14(奥壁寄り天井石見上げ、) 北西から



図版14

(1) 4号墳墓道断面図 (E-E'間) 北東から

(2) 4号墳墓道縦断面 (8'-0間) 北から



図版15

(1) 4号墳閉塞石・墓道全景北西から (2) 4号墳閉塞石北西から

(3) 4号墳開口部・墓道全景北西から (4) 4号墳天井石怖轍西から

(5) 4号墳石室下部・墓境全景 1 北東から (6) 4号墳石室下部・墓墳全景2 北西から

(7) 4号墳墓墳完掘全景 1 北東から (8) 4号墳墓噴完掘全景2 北西から



図版16

(1) 4号墳周溝遺物出土状況1 北東から

(3) 4号墳周溝遺物出土状況3 西から

(5) 4号墳周溝遺物出土状況5 南から

(7) 4号墳人物埴輪(245)出土状況南西から

(2) 4号墳周溝遺物出土状況2 北東から

(4) 4号墳周溝遺物出土状況4 北から

(6) 4号墳 〈周溝遺物出土状況6 南東から

(8) 4号墳周溝(D-D'間)断面南西から

， 
、



図版17

(1) 5号墳全景西から

(2) 5号墳全景西から



図版18

(1) 5号墳石室内遺物出土状況東から

(2) 5号墳石室内遺物出土状況北から



図版19

(1) 5号墳石室内遺物出土状況東から

(2) 5号墳石室内遺物出土状況南東から



図版20

(1) 5号墳石室内遺物出土状況東から

(2) 5号墳石室内遺物出土状況北西から



図版21

(1) 5号墳石室完掘状況西から

(2) 5号墳石室完掘状況東から


